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０話【魔女歴５００年くらいのある日】






　私は、緑豊かな森の中に屋敷を建て、そこで生活している。

「魔女様！　おはようなのです！」

「テト、おはよう」

「今日もベレッタたちが作る朝ご飯、楽しみなのです！」

　ニコニコと嬉しそうな笑みを浮かべて軽い足取りのテトと共に食堂に向かう。

　既にテーブルには、朝食が並べられており、この屋敷を管理しているメイド長のベレッタが待っていた。

「ベレッタ、みんな、おはよう」

「おはようなのです！　朝ご飯、楽しみにしているのです！」

『ご主人様、テト様、おはようございます』

　そう言って声を掛けてくるのは、私が昔遺跡で見つけた奉仕人形のベレッタだ。

　見つけた当時は、私とテトと同じテーブルで一緒に食事を取っていた。

　だが、長い年月で次第に部下の奉仕人形たちが揃ってくると食堂での食事が複数グループに分かれるようになり、一緒に食べる時以外は傍で控えるようになった。

　そのことに少しの寂しさを感じたが、奉仕人形のメイドたちが増えた屋敷の賑やかさを考えれば、これも一つの変化だと納得もした。

　私とテトは、ベレッタの案内で朝食の席に着き、テーブルに出された食事に舌鼓を打ち、ベレッタが淹れてくれた食後の紅茶を口にする。

「今日も美味しかったわ。ごちそうさま」

「毎日、ありがとうなのです！」

『勿体ないお言葉です。ご主人様、テト様』

　食後にテラスに移動した私たちは、テラスから見える外の景色を眺める。

　私がベレッタの体を元に創った奉仕人形たちが農作業に従事し、屋敷を管理し、収穫した農作物が私たちの食事として提供される。

　そして私は、日がな一日、森の外部から取り寄せた本を読んで過ごしたり、昼寝をしたりと、自堕落な生活をしている。

　だが、それだけの生活をする権利もあるのだ。

「思えば、ここも随分と木々が生長したわね」

「もぐもぐ……うぐっ、そうなのです。最初はホントになにもない荒野だったのです」

　朝食を食べた後なのにテトは、ベレッタが用意してくれた畑で採れたイチゴで作ったイチゴジャムをたっぷり塗ったスコーンを飲み込んで相槌を打ってくれる。

　木々を切り開いて森の中に作られたような屋敷だが、実はここまで立派な森ができたのは、屋敷が建った大分後のことだ。

　最初は本当に何もない荒野だった。

　古代魔法文明の暴走によりこの地の魔力が消失し、地脈が乱れて、荒廃した空白地が誕生した。

　そんな小国にも匹敵する面積の荒野を私とテトたちが何百年と掛けて植樹して少しずつ森林を作り上げて再生してきた。

　空気中の魔力を満たすために私の魔力を放出し、木々を植えて生き物を呼び込み、食物連鎖を形成した。

　また、星を巡る魔力の流れである地脈の乱れを管理・制御するための要の魔石を置き、地脈の余剰魔力を蓄えて別のことに転用して過剰に魔力が貯まらないように調整している。

『そう言えば、ご主人様。本日は、森に隣接する国家から使節がやってくる予定です』

「用件は何かしら？」

『ご主人様と契約を結んでいる国の国王が交代するための報告でしょう』

「ああ、国王の交代か。なら、エリクサーの用意をしないとね」

　ベレッタからの報告を受けた私は、お茶を飲み干して立ち上がる。

　向かう場所は、地脈を管理する要の魔石とその制御魔導具だ。

　魔石には、魔力の流れを整えると共に、地脈から吸い上げた余剰魔力が蓄えられている。

　その魔力の最大貯蔵量は、１０００万魔力だ。

　私は、その魔力の一部を利用して、とある魔法を行使する。

「──《クリエイション》エリクサー！」

　私が転生する時、女神に選ばされた転生特典のユニークスキル──【創造魔法】を使う。

【創造魔法】とは、魔力を消費して物品を無から生み出す魔法だ。

　本来、私の魔力が消費される代わりに制御魔導具に蓄えられた地脈の魔力を使い、真紅の万能治療薬──エリクサーを三本創り出すことができた。

　エリクサーを一本創造するには、１００万魔力が必要である。

「ふぅ、流石に１００万クラスの物を創造するのは、時間が掛かるわね」

『ご主人様、お疲れ様です。それでは、こちらは引き渡すまで大事に保管しておきます』

「うん、お願いね。さぁ、これを渡してさっさと帰ってもらいましょうか」

「魔女様、使節団が帰ったら、後で散歩に行きたいのです」

「散歩ね。たまには、みんなの顔を見に行きましょうか」

　私が住むこの森には、私たちの屋敷の他にも、小さな集落が幾つかある。

　迫害された種族の隠れ里や人による乱獲や環境変化で絶滅の危機に瀕していた幻獣や聖獣の住処すみかなどがある。

　私たちは、この小国に匹敵する荒野に森林を再生し、住む場所を追われた人や稀少な生物を保護し続けてきた。

　ここはかつて【虚無の荒野】と呼ばれ、現在は【創造の魔女の森】と呼ばれる場所である。

　これは、私が異世界に転生し、気ままな放浪をして自分の居場所を創り出すまでの物語。

　あるいは、自分の居場所を創り出した後の長い長い異世界の年代記である。




















１話【異世界に転生した日、創造魔法を手に入れました】






　死んだ。

　病死か、事故死か、過労死か、老衰か。

　どんな死に方をしたか記憶も無い。

　前世が男なのか、女なのか、その記憶も無い。

『あなたを私の世界に招待したいと思います』

「……あなたは、だれ？　なぜ、私を呼ぶの？」

　記憶があやふやなまま、美しい女性に目を向ける。

『私は異世界の神・リリエル。あなたは、ただ生きてくれればいい。それが私の世界の利益に繋がるのです』

　なんとも不気味な提案だ。

　だが、死んだ私がもう一度人生を得られるのだ、拒否する理由はなかった。

「そう、それで私はすぐに転生するの？」

『いえ、転生者には、なるべく長く生きて貰うためにスキルを選んでもらいます』

　空間に現れたタブレットを手に取り、スキルなるものを選ぶ。

　ふむふむ、【聖剣所持】とか、【剣術】スキルなどの選択肢がズラッと並んでいる。

　転生者は、自身に与えられたポイントの範囲内なら自由にスキルを取得できるようだ。

　そして私が、全スキルポイントを使い選んだのは──相応の魔力を消費して、物を生み出す【創造魔法】のユニークスキルだ。

『それでは、私たちの世界を存分に楽しんで下さい』

「とりあえず、生き残ることを優先するわ」

　スキルを選んだ私は、リリエルと名乗る異世界の女神に見送られて、荒野の真ん中に放り出される。




　…………

　……

　…




「……この体は、女の子、ってことは私の前世は女だったのかな」

　生前の記憶は朧気だが、多分そうなのだろう。

　服装は、普通の麻のシャツとズボン、腰にはポーチがあり、その中には当面の必要なものが入ったマジックバッグになっているようだ。

　辺りを見回せば、荒れた大地が広がっており、北側は草木の生えない色褪せた荒野が広がり、南の方は僅かばかりの雑草が疎まばらに生えている。

　周囲には、こちらに危害を加えそうな生き物はいないようだ。

「とりあえず、自分の状況の確認かしらね。──【ステータス】」

　レベルとステータスがある異世界らしく、転生したばかりの私の魔力量は、50だ。

　転生時に女神・リリエルに与えられた基本知識としては、一般人の標準的な魔力であり、魔法使いとしては圧倒的に少ない。

　こんなことなら、スキル欄にあった【魔力増加】スキルや魔法スキルなどを得た方が良かったか、と若干後悔する。

　そんな私は、今の魔力量で創れるものを確かめるために【創造魔法】を使う。

「さて【創造魔法】は、どんなものかな？　──《クリエイション》【炎弾の杖】！」

　先端が赤く丸みを帯びた一本の杖が手元に現れた。

　感覚的に魔力量の８割、40ほどを使って生み出したアイテムは、ＲＰＧなどで定番の火魔法を発動させる消費型アイテムだ。

「よし、完成っと。これで私でも倒せそうな魔物を探してレベル上げを頑張ろう」

　消費魔力量40で作った【炎弾の杖】を持ち、雑草が疎らな荒野を歩き始める。

　そして、地面をぽよぽよと動いているスライムを見つけた。

「──《ファイアー・ボール》！」

　少し恥ずかしいが、杖を掲げて、呪文を唱えないとこの杖から魔法は放たれないようだ。

　そして、火の玉がスライムに当たると地面に焦げ跡を残してスライムが蒸発する。

「攻撃手段は、これでいいわね」

　その後、同じようにスライムを見つけて魔法を放っていく。

【炎弾の杖】は、火の玉を３発撃ったところで魔法が打ち止めになった。

「《ファイアー・ボール》の魔法は、魔力量10前後って感じかしら？」

　杖自体を生み出すのに魔力量10、ストックされている《ファイアー・ボール》３発分で魔力量30の、合計魔力量40といったところだろうか。

　そして、使い捨ての道具らしく、使い終わったら普通の杖か薪の材料になる。

【創造魔法】は、無から有を生み出す魔法のために燃費が悪そうだが、当面の攻撃手段を作り出せたのはありがたい。

　そうして、【炎弾の杖】を再度創造してスライムを倒していくと、レベルが上がったようだ。

　体感的に魔力量の上限が増えたのを感じ、ステータスを確認したら体力と魔力上限が上がっていた。

　ただ、レベルアップの瞬間に、ステータスの全回復はしないようだ。

「【炎弾の杖】を創造する時、私の魔力の半分くらい残るようになったかな？」

　ステータスで確認した魔力上限は、１００に上がり、使い捨ての【炎弾の杖】の創造に魔力量40が必要だったので、魔力量60が残る計算になる。

　また、魔力上限が増えれば、自然回復量も増えるようなので、【創造魔法】で作れる物の幅が広がった。

　とりあえず、【炎弾の杖】で魔物を倒しながら、雑草が疎らに生える南の方角に進んでいくが、人里の気配はない。

　そうして三日、魔物を倒しながら進み、スライム以外の魔物とも遭遇して倒した結果、レベルが５まで上がった。

　途中、スライムは【炎弾の杖】の火の玉で倒すより、使い終わった杖で叩いた方が効率がいいことに気付いたのは余談である。











２話【１日１個、不思議な木の実】






　レベルが上がったことで【炎弾の杖】の他にも様々な道具を創り出すことができた。

　テントが欲しい、飲み水が欲しい、食べ物が欲しい、毛布が欲しい、魔物避よけの道具が欲しい、と創造すれば、大体魔力量１００以内で創造することができた。

　魔力量１００では、使い捨て前提の品質の道具しか創造できない。

　もっと品質のいい物が欲しいとは思うが、ここ数日の平原でのサバイバル生活は、大抵【創造魔法】でなんとかなった。

　そんな私のレベルが２から６に上がって魔力量も３００になった。

　だが──

「──《クリエイション》！　きゃっ!?」

　今よりも上質な道具を生み出そうと強くイメージを固めて【創造魔法】を発動させたが、魔力が不足したために魔法の途中で失敗してしまった。

「感覚としては、あと３倍の魔力を使えば、できそうだけどなぁ」

　レベルを上げるにしても、この荒野には倒すべき魔物は殆ど居ない。

　倒すべき魔物が居なければ、レベルも上げられない。

　レベルが上がらなければ、魔力も増えない。

「うーん。今のままだと創造できる物が限られてるのよね。あっ、そうだ……」

　私は、ふとあることを思い付く。

　もしも、この新しいアイテムの創造が成功すれば、魔力不足も解決できるかもしれない。

　そのために、先程の【創造魔法】の失敗で消費した魔力の回復を待ってから、再び新しいアイテムの創造に挑戦する。

「新しいアイテムの創造が上手く行きますように──《クリエイション》！」

　そんな私が現在の魔力量３００をほぼ全て使って創り出したのは、瑞々しい梨のような果物だった。

「う、うげぇぇっ……」

　今まで限界まで魔力を使った経験がない私は、魔力枯渇の不調でテントに横になる。

　そんな私が創造した物とは──【不思議な木の実】だ。

　そう、某国民的ＲＰＧに出てくるようなステータスアップアイテムである。

「とりあえず……食べれば、この症状が治るかな」

　私は、その果物を齧ると、梨のような瑞々しさが口の中に広がるのを感じる。

　ゲームによっては、上昇値がランダムだったり、固定値だったりする。

　ステータスを確認すると、魔力量の上限が上昇したが、魔力の回復効果はないようだ。

「回復効果はないのか……けど辛い時に、さっぱりとした食感が気持ちいい」

　私は、そう言いながら、テントの中で魔力が回復するのを待つ。

　横になって休んでいると魔力の回復が早まるのか、少し気分が楽になる。

「あー、辛かった。けど、レベルアップに関係なく魔力の上限が増やせるのは、強みになるわね。それに魔力枯渇って結構苦しいんだ」

　私は、そう呟き、ある程度魔力が回復したところであるものを創り出す。

「──《クリエイション》マナポーション！　……これで魔力量１００前後を回復かな」

　魔力量３００を消費して創り出したのが、魔力を１００回復する低品質のマナポーションとは効率が悪い。

　でも、【不思議な木の実】を創った時のように、今後も何かの拍子に魔力枯渇が起こる可能性があるために、マナポーションを用意した。

　また、数日掛けて【不思議な木の実】の効果を確かめた結果──




　・魔力が続く限り、【不思議な木の実】はいくらでも創造することができる。

　・【不思議な木の実】は、１日１個までしか効果がない。

　・魔力量上限の上昇値は、ランダムだが確実に上がる。




「普通の人間が１日１個の【不思議な木の実】を食べたとして、３６５日の60年で最低２１９００の魔力量か」

　なので、継続は力なりとでも言うべきか、食べ続ければ魔力量は上昇し続けるのだが──

「正直、最強の魔力を手に入れるために一生、食べるものが固定される、っていやだなぁ。それと女神の漠然とした依頼。ただ長生きすれば良いって何すれば良いのかしら」

　私はそう呟きながら、もう少し強い魔物を探してこの荒野を歩き始める。

　創造したのは、紙とコンパスと筆記用具。

　それを使ってこの周辺の地図を作りながら、サバイバル生活を続けていく。











３話【魔女になりました。とりあえず、形からですが】






　荒野でサバイバル生活を始めて１ヶ月が過ぎた。

　スライムや雑魚魔物を使い捨ての【炎弾の杖】で倒していたが、遂に使い終わった杖で物理で殴る方が効率がいいレベルまで上がった。

　そして、毎日【不思議な木の実】を食べ続けた結果、レベル上昇と合わせて魔力量が１２００に達した。

　ただ、ステータスで気になることがある。





　名前：名無し（転生者）

　職業：浮浪者

　Lv10

　体力２５０／２５０

　魔力１２００／１２００

　スキル【魔力回復Lv１】

　ユニークスキル【創造魔法】






「名前が名無しって、これは無いんじゃないかしら？　それに浮浪者って……せめて村娘とか村人くらいにはしてよ」

　今の自分の体は12歳くらいの幼さが残る女の子であるために無職とされるのは、少し異を唱えたい。

「けど、あんまりいい格好じゃないのは確かよね」

【創造魔法】で色々な道具を作れるので、体を清潔化する【クリーン】の魔法が込められた杖で毎日、体や衣服を清潔に保っている。

　だが、それでも日々の生活で衣服は傷んだりしているし、そもそもテント生活なので衛生に気をつけていても浮浪者に見える可能性がある。

「魔力量も増えたし、もう少しマトモな装備を作ろうかな」

　せめて、このステータスの職業にある【浮浪者】の文字が変わるように装備を【創造魔法】で創ることにした。

「私が必要なのは、もっと強い装備──《クリエイション》！」

　そして生み出されたのは、フード付きの真っ黒なローブである。

　だだっ広い荒野にいるので日除けにもなるし、寒い夜に包くるまって使うにはちょうど良さそうだ。

「──《クリエイション》！」

　次に創り出したのは、綺麗に磨かれた樫の木の杖だ。

　今までの【炎弾の杖】より太くて丈夫で殴りやすそうである。

「なんか、恥ずかしいな。中二っぽい格好」

　そんな装備を身に着けてみたが、性能は悪くないはずだ。

　フード付きのローブは耐熱・耐寒効果を付与し、綺麗に磨かれた樫の杖は、魔法の制御力向上や威力向上などの効果をイメージして創造している。

　そして、私のステータスが──

「あっ、【浮浪者】から【魔女】に変わってる……」

　職業の【浮浪者】の文字をステータスから消すという目的を達することができたが、今までの行動を振り返れば、杖を掲げて魔法を放っていたので魔女なのだろうか。

　だが、途中から杖で殴っていたので、実体が伴っていないように思う。

「【創造魔法】を使ってるけど、それ以外の魔法って全然使えないのよね」

　創造したアイテムに込められた魔法を発動しているために、本当に魔法使いらしい魔法は使ったことがない。

「えっと……どうやって魔法を発動するんだろう？」

【創造魔法】を使う時の魔力の流れや感覚をなぞるようにして、掌に魔力を集める。

「うーっ！　──《ファイアー・ボール》！」

　ポフッ──小さい火が掌からちょっと出て消えた。

　これだけで魔力量10くらい使ったので、実戦では全然使えない。

「魔法って練習して上手く使えるようになって初めて実戦で使えるのね。そう考えると、練習も要らず使い手を選ばない【炎弾の杖】って便利ね」

　まぁ、ステータスの【魔女】の文字に見合うように、少しずつ魔法を練習しよう。











４話【魔法スキルの習得。創造魔法は本当に便利です】






　正直、魔法スキルを覚えるために日々練習しているが、【炎弾の杖】だけだと攻撃手段としては心許ない。

　そのために、【創造魔法】で創り上げた魔法使い装備を身に着けて、新たな攻撃手段を模索することにした。

「──《クリエイション》。スキルオーブ【杖術】！」

　３００の魔力量を消費して生み出したアイテムは、スキルオーブ。

　私が異世界に転生する時に選択することができたスキル一覧があった。

　そうしたスキルは、この世界でも鍛錬によって手に入れることができるが、私の場合は、【創造魔法】でスキルを習得できるアイテムを創ることができた。

　ただ【創造魔法】では、ユニークスキルを生み出すことはできないようだ。

　また、【スキルオーブ】の創造には幾つかのルールが存在した。

　例えば、一般的なスキルを最低レベルで創造するのに必要な魔力量は、３００である。

　より希少な、よりレベルの高いスキルオーブを生み出すには、より多くの魔力量が必要になる。

　具体的には、累乗で増えるのだ。

　スキルレベル２だと３００の２乗で９万、レベル３だと３００の３乗で２７００万魔力必要になる。

　最大レベル10のスキルオーブを作り出すには、天文学的な魔力が必要になる。

　なので、スキルオーブはあくまで切っ掛けであり、レベル１のスキルを手に入れて地道に鍛えて強くなるのが現実的なようだ。

「よし、スキルオーブ使用っと。これで【杖術】スキルが手に入ったかな？」

　手元にある樫の杖を振ってみると、少しだけ振る時の速さと威力が上がったように感じる。

「威力は上がったけど攻撃するための手段なら、【杖術】よりも魔法スキルを先に創造した方が良かったかな」

　杖で殴り続けた結果、ステータスに書かれた【魔女】の表記が【武闘家】などに変わるのは、それはそれで女の子としては嬉しくないように思う。

　それに【棒術】スキルはあくまで護身用であり、本命は、独学で練習中の【火魔法】をスキルオーブで習得することである。

　今まで頑張っていたけど、正直魔力を何度も消費して練習を重ねるより、スキルオーブで習得した後に練習した方が効率がいいと思う。

「とりあえず──《クリエイション》。スキルオーブ【火魔法】！」

　そうして、私は【火魔法】のスキルを手に入れて、自力で魔法を撃つということができた。

　その結果、【炎弾の杖】から放つのと自前の魔法では、同じ《ファイアー・ボール》でも違いがあることが分かった。

「自分の魔法の方は、カスタマイズできるんだ」

　例えば、魔力量を多く込めれば、射程や威力が上がったりするメリットがあるが、心理状況に左右されて威力が落ちたり失敗したりする危険もある。

　だが、【炎弾の杖】は、常に威力や出力が一定である。

「【炎弾の杖】は、これでお役御免かな？　今までありがとうね」

　この異世界サバイバル生活で私を支えてくれた道具だ。

　まだ使用回数が残っているので丁寧にマジックバッグの中に仕舞い込み、その後、夕暮れになるまで荒野に向かって《ファイアー・ボール》を撃ちまくった。

　そして、その後数日を掛けて、【火魔法】の他に、水、土、風の４大元素と光と闇の魔法スキルを習得したら、その全てが統合した。

「えっと……【原初魔法】？」

　まぁ六属性全てを扱えるスキルだろう。

　スキルレベル１のためにあまり強力な魔法は使えないが、それでもステータスに雑にスキルがずらりと並ぶよりもスッキリして気持ちがいい。

　それよりも、【原初魔法】を習得したことで、六属性の派生である様々な魔法も使えるようになったのは大きい。

　特に【土壌操作】や【植物操作】などの魔法は、魔力消費量が大きいが、自分の仮拠点の周囲を住みやすくするのに役立った。











５話【いよいよ荒野から抜け出そう】






「さて──《フライ》」

　様々な属性魔法が統合されて作られた【原初魔法】を試すために、色々なことをしている。

　今は、飛翔魔法で空を飛んで人里を探そうと思ったのだが、あまり高くは飛べないし、動きもゆっくりだ。

「本来ならもっと高レベルで習得して、自由自在に飛べる魔法なんだろうけど………」

　現状、移動するならただ歩いた方が早い。

「さて、ようやくこの荒野を抜けて森を見つけた」

　ここ一ヶ月ほど荒野の魔物を倒しながら南に進んできた。

　水も無く、食料となる生物もいない荒野での生活。

　そんな環境下では、【創造魔法】が無ければ、早々に死んでいた。

【創造魔法】は、魔力を消費して知っているものや明確にイメージできるものを生み出す魔法だ。

　また、見たことがないものでも、曖昧なイメージでも魔力を多く消費すれば、不足している知識やイメージを補い創造することができる。

　そうした【創造魔法】を使い、コンビニ弁当やペットボトル飲料などの食料、テントや寝袋などのサバイバル用品、杖やローブ、スキルオーブ、【不思議な木の実】などの空想の物品を揃えることで生き延びることができた。

　そしてようやく、《フライ》の魔法で高所から見渡した結果、遠くの方で緑生い茂る森を見つけることができた。

　今まで創造した様々なキャンプ道具をマジックバッグに詰めて、飛翔……と言うより浮遊した時に発見した森を目指して進んでいく。

「はぁはぁ……疲れた」

　レベルが上がったとは言え、12歳の女の子の体では、歩き続けるのは少し辛い。

　それでも目に付く魔物を倒しながら森の入口まで辿り着き、その晩はその場でキャンプして、翌朝いよいよ森の中に入っていく。

「不思議ね。荒野と森の境目が綺麗にできている……」

　森から浸透した水分が大地を潤し草原に変わることなく、いきなり荒野から森に環境が変わるのだ。

「ふぅ、強い魔物に出会わないといいな」

　私は、そんなことを呟きながら森の中に入っていくと早速、ゴブリンに遭遇した。

　緑の肌と細い手足に大きな頭。そして、女である私を見た瞬間にムクムクと反応する腰蓑の下の──正直、嫌悪感しか湧いてこなかった。

　森林火災を起こさないように新しく用意した【礫の杖】から放つ《ストーン・バレット》と、【風魔法】の《ウィンド・カッター》ですぐさまバラバラにした。

「おえっ……」

　正直、自分が引き起こした惨状を見て気分は良くない。

　今までスライムや小動物の魔物を倒してきたが、人型魔物と言うことに更に、不快感が強まる。

「まぁ、放っておけば、野生動物が食べてくれるわよね」

　異臭を放つゴブリンの死体を食べる生物は……スライムくらいしか思い浮かばなかった。

　スライムたちが綺麗に片付けてくれるだろうと思いながら、一度森の入口まで引き返す。

「森に入ってゴブリンの接近に気付かなかったのは、危ない。もう少し慎重にならないと」

　私は、自分の周りに【原初魔法】で結界を張っているが、スキルレベルが低いので、とても薄く脆いものだ。

　そして、ゴブリンと遭遇した時の距離が近かったのは、反省点だ。

「私は、後衛の魔女。普通、ゲームだと後衛単独で行動するなんて、ほとんどない」

　前衛がいてこそ、後衛の魔法使いは安定感が増すのだ。

　もし魔法使いが単独で行動するならば、常に先手を取り、全体魔法をぶっ放して殲せん滅めつし続けるしかないだろう。

　しかし、いくら素早くても、時に起こりうる不意打ちを受けるとテンポが崩れる。

　私の場合、不意打ちを受ければ、テンポが崩れるどころかそのまま死ぬ可能性が高い。

「とりあえず、優秀な前衛が必要よね」

　そんなわけで、現在の魔力量で制作可能な、前衛を任せられるゴーレムを作ることにした。

「【原初魔法】から得た知識だとゴーレムの性能は、核と素材と、注ぎ込んだ魔力によって左右される、と」

　例えば、核となる魔石が弱いとゴーレムの知能や能力が低くなる。

　素材とは、ゴーレムの体を構成するもので、土を使えばアースゴーレム。石を使えばストーンゴーレム、鉄を使えばアイアンゴーレムとなる。

　最後に魔力とは、ゴーレムを動かす時のエネルギーだ。

　魔石の核が大きいほどゴーレムを動かす時に必要な魔力が多く、また出力や稼働時間も上がる。

「とりあえず──《クリエイション》。ゴーレムの核！」

　現状の私の魔力を全て使って、綺麗な青色をした魔石が創造される。

　それが手の中に生み出されると共に、魔力枯渇で気持ちが悪くなる。

　魔石がひんやりとして冷たくて気持ちがよく、そのまま魔物避よけの香を焚いて眠りに就く。

　翌日には、ゴーレムの核となる魔石に魔力を補充する。

「──《チャージ》。【創造魔法】に使った魔力量の半分まで核に魔力を蓄えられるから６００ってところかしら」

　限界まで魔力を補充した後、ゴーレムの体となる素材を考えるが、一番は土だろう。

　ゴーレムの核は新しく用意できないが、体は素材さえあれば作り直せる。

　とりあえず、ゴーレムの体は安価なもので作ろう。

「さて、土は……って雨ね」

　ゴーレムの核を持って、テントの中に逃げ込み、雨が止むのを待つ。

　雨が降り続くので、テントの中で余った魔力で前世のコンビニお菓子を創造する。

　１個１００魔力量の安っぽいチョコ菓子は、このサバイバル生活の中では魅惑の味だった。

　半日ほどで雨が止み、ゴーレム作りを再開するのだが、そこで一つ問題が発生した。

「あー、地面がドロドロだ」

　疎まばらに草の生える荒野は、雨の水分を吸って粘り気のある粘土質な地面に変わっていた。

「うーん。けど、これはこれで案外悪くないかな？」

　タダの土塊よりも粘土の方が結合状態はいいかもしれない。

　それに土塊で殴るよりも水気を含んだ粘土での窒息や押さえ込みの方がいいだろうし、耐衝撃吸収力もあるかも知れない。

「よし、作りましょう。──《ゴーレム・メーカー》！」

　地面に十分に魔力を送り込み、そして体となる粘土にゴーレムの核を埋め込み、ゴーレムを起動させる。

「お、おおっ……おおっ？」

　ゆっくりと荒野の粘土が起き上がり、クレイゴーレムになる。

　予想外だったのが、体の上半身は人型を保っているが、下半身はべっちゃりとした粘土の塊で這っているようだ。

　そして、目線が12歳の私と同じくらいだ。

　ゴーレムとは、もっと重厚なイメージなのに、ちょっと弱そうに見える。











６話【クレイゴーレムのテト】






「とりあえず、あなたの名前は、テトにしようか。これからよろしくね、テト」

　私が右手を差し出すと、テトは握手を返してくれる。

　見た目は、下半身が崩れたゴーレムっぽいが、意外と知性は高いようだ。

　粘土の体なので握手したら手に粘土がくっつくのかと思ったが、意外とそんなことは無かった。

　むしろ、水気を含む粘土のしっとり加減は、ひんやりとして気持ちがよかった。

「さぁ、今日こそ森の中を探索しましょう。前衛をお願いね」

　無言で敬礼したテトは、何かを探すような素振りを見せると、森の中から１本の木の棒を拾い上げる。

　そして、それをブンブンとゴーレムの膂りょ力りょくで振り回すと、雨が降った後の生木が腐っていたのか、ぐにゃっと折れてしまう。

　なんとなく悲しそうなテト……

「えっと、テトは、武器が欲しいの？」

　私の言葉に、コクコクと頭を縦に振る。

「えっと、じゃあ──《クリエイション》ソード！」

　私が【創造魔法】で創り出したのは、１本の鉄の剣だ。

　刃はあんまり鋭くない分厚いナマクラのショートソードであるが、それを手にしたテトは、嬉しそうにしている。

　そして近くの木を試し切りすれば、切れ味が悪くてもゴーレムの力でガッと樹皮が削れて剣が食い込む。

　斬撃より打撃に近い一撃だが、中々に威力がありそうだ。

「それじゃあ、今度こそ行きましょう」

　私がそう言いゴーレムのテトはコクリと頷き森の中に入っていくと、昨日と同様に早速ゴブリンが現れた。

「テト、お願い！」

　私が指示すると、テトは剣でゴブリンの棍棒と打ち合い、そして力押しでゴブリンを叩き伏せる。

　そこで動きが止まったゴブリンに対して、私が《ウィンド・カッター》を放ち、今回は冷静に倒すことができた。

「よし、いい感じね」

　これなら私自身の危険も少ないと思っていると、テトが死んだゴブリンの心臓に切れ味の悪い剣を突き立てて心臓を抉えぐり出している。

　あまり見ていて気持ちのいい光景ではないが、何かを見つけたようだ。

「テト、それってゴブリンの魔石？」

　私がそう尋ねるとテトは、小指の先程の大きさの魔石を渡そうとしてくる。

　だが、血みどろで肉片がこびり付く魔石を渡されても困る。

「えっと……テトの好きにしていいよ」

　私がそう言うとテトは、口に見える部位からそれを体の中に取り込んでいく。

「えっ、食べても大丈夫なの？」

　私が心配するとテトは、平気といった風にジェスチャーする。

　後で知ったのだが、ゴーレムやオートマタなどの存在は、倒した魔物の魔石を自身の核に取り込んで、知性や能力を成長させることができるらしい。

　ただ、魔物の討伐で一番価値があるのが魔石なので、普通のゴーレム使いは、魔石を与えない。

　何よりゴーレムの核を成長させるのに必要な魔石の量は、とても多いのだ。

　また、何かの拍子にゴーレムの核が破損して機能停止した時、今まで核に吸収した魔石がパァになる可能性がある。

　また破損した核を再生させるのにも大量の魔石が必要なので、成長させるほどに運用コストが高くなり難しくなる。

　そのために、ゴーレム使いはゴーレムを成長させないのが常識なのだが──

「魔石は、私の【創造魔法】で生み出せるから欲しければあげるわよ」

『ゴッ!?』

「って、喋った!?　あ、あはははっ、テトが喋れるようになった」

　テトが短く、ゴッゴッと相槌を打つようにするのが可笑しく、そして久しぶりに誰かと話せたと言うことに涙が流れ始める。
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　私は、意外と荒野の真ん中のサバイバル生活で孤独を感じていたのかもしれない。

　そして、私が落ち着いたところであることを思い付く。

「テト、さっきみたいに切れ味の悪い剣で魔石を取り出すのは大変だろうから、ナイフをあげるね。──《クリエイション》ナイフ！」

　イメージするのは、解体に使える切れ味そこそこのナイフである。

　ナイフを大事そうに受け取ったテトは、それをずぶずぶと体の中に取り込んでいく。

　もしかしたら、ゴーレムの体の中にナイフを仕舞い込んだのかもしれない、と思いながら私とテトは、森の中を進んでいくのだった。











７話【ダンジョンは、富と名誉が得られる分、危険がいっぱい】






　森の中では、時折襲ってくる魔物をゴーレムのテトがほとんど倒してくれる。

　集団の場合には、私も後衛から魔法を放っているが、それでも大抵はテトだけで倒せるので、今までと比べて私のレベルが楽に上がる。

　更に、倒した魔物の魔石をテトが取り込むので、ゴーレムとしての能力がちょっとずつ上がって更に楽になる好循環が生まれた。

　それにゴーレムの運用コストが思ったよりも低い。

　粘土を乾かさないように時折、【創造魔法】で生み出したペットボトルのミネラル・ウォーターを浴び、樹の根元に生えるフカフカな黒土を取り込んでいるので、最初の赤っぽい荒野の粘土の体が少しずつ黒みを帯びてきている。

　必要魔力は、私の《チャージ》で定期的に補充しているから不足はないし、不眠不休で夜の見張りをしてくれるので助かる。

　そして、森の探索を続ける私とテトは、不思議な洞窟を見つけた。

「ねぇ、テト。アレは何だと思う？」

『ゴッ？』

　首を傾げるように隣に立つ不格好なクレイゴーレムのテトに尋ねる。

「これってどう見ても、ダンジョンだよね」

　明らかに奥行きと内部空間がおかしな洞窟。

　小山に空いた洞窟なのに、どう見ても小山を貫通する以上の奥行きがあるのが入口から窺える。

　なにより、小山と洞窟内部では岩肌の質感がまるで違う。

「うーん。どうする？　テト？」

『ゴッ！』

　先に進む、と言いたげに片手に持つ剣を振りかぶる。

「まぁ、テトが行きたいならダンジョンに行こうか」

　そう言ってダンジョン前で、ダンジョン攻略に必要な紙とペン、方位を確かめるコンパスと光源のランタンを【創造魔法】で創り出して、マッピングしながら進むと最初の集団が現れる。

「ゴブリン……それも３体」

　だが、現れたゴブリンは、瞬く間にテトの剣によって撲殺される。

「テト、強くなったわね」

『ゴッ！』

　嬉しそうに剣を洞窟の天井に掲げている間に、倒したゴブリンが白い煙となって消え、装備や魔石をその場に残す。

「なんか、いよいよゲームっぽいわね。テト、魔石はいつものようにしてもいいわよ」

『ゴッ！』

　私がそう言えばテトは、ゴブリンが残した魔石を取り込み始める。

　戦闘を終えた私たちが、テトを先頭にダンジョンの奥へと進んでいくと──ガタン。ヒュン！

『ゴッ？』

「あっ……テトー！」

　地面を這いずるように進むテトは、二足歩行とは違い、地面の幅広い面を踏んでしまう。

　そのために罠のスイッチを踏んで作動させてしまい、壁から放たれた矢がテトの頭部に突き刺さったのだ。

　だが、当のテトは、何事も無かったかのように進む。

「テト、大丈夫!?　頭、頭！」

『ゴッ？』

　──ガタン、ジャキン！

　今度の罠は、槍やり衾ぶすまが飛び出し、テトの体を串刺しにする。

「テトー！」

『ゴッ!?』

　驚いたような反応を見せるテトは……頭に刺さる矢に気付いて引っこ抜く。

　いや、今はそっちじゃないから。

　鈍い子？　アホな子なのテト？

　そして、罠が元に戻ったところで、テトの体に怪我が無いか確かめる。

「テト、平気？　怪我はない？」

『ゴーッ♪』

　クレイゴーレムだからか、傷ついた体も土と水分で上手く再生しているようで無傷だ。

　それに核も体内を移動できるために、傷つかないように移動させて逃がしている。

　更に、スイッチを踏むと眠り薬などが吹きかけられる罠が起動すれば──

『ゴー！』

「ああ、テトって非生物だからそういうの効かないよね」

　物理式の殺傷トラップや対生物用トラップなどに対して、テトはほぼ無敵だ。

　そして、ダンジョンの１階層は、テト無双で終わることになる。











８話【ダンジョン攻略とテトの同族？】






　ダンジョンは、１階層下がる毎に敵が強くなるが、それほど苦戦しなかった。

　前の階層で私とテトは、十分にレベリングして安全マージンを取るので、ゆっくりだが順調に進んでいく。

　それに各階層には、安全地帯が設けられており、私の【創造魔法】と不眠不休で警戒できるクレイゴーレムのテトがいるので、食料不足により探索の続行不能や不意打ちの心配がほぼ無かった。

　唯一、３階層に突入した直後にオーク・ウィザードに遭遇して、奴の魔法でテトが両断された時は焦った。

「テトー！」

『ゴ、ゴゴッ……』

　敵の魔法によりテトの核が傷つき、機能が停止してしまったのだ。

　その時は、【不思議な木の実】で増やした有り余る魔力量を使って特大の《ウィンド・カッター》を連射して、ダンジョンの通路に集団で現れたオークたちを輪切りにしたのを覚えている。

　その後は、崩れた粘土の中からテトの核を探し出し、倒したばかりのオークの魔石を使って修復した。

　ゴーレムの核に魔石を押し当てると一瞬で液状化して、割れた核を繋ぎ合わせるようになるんだ、と初めて知った。

　そして、私が創造したゴーレムの核は、魔力量６００程度の容量だったのが、気付いたら魔力量６０００を超える容量まで成長しており、私の最大魔力量を超えていたのには驚いた。

　核の大きさ自体は、創った時の倍程度なのだが、魔石の密度が濃くなっていた。

　そうこうして最大のピンチであったテトの脱落を何とか切り抜け、その後は魔法使い系の魔物を見つけたら、最優先で私が倒すことになった。

　そして現在──私たちは、ダンジョンの最深部である５階層に来ていた。

「テト、ここまで色々なことがあったよね」

『ゴッ！』

「私やテトの新しい装備を手に入れたり……」

『ゴッ！』

　ダンジョンには宝箱が生成され、それを開けると、様々なアイテムを手に入れることができる。

　金銀宝石などで作られた宝飾品や武器や防具、魔導具などがあった。

　特に、物を鑑定するモノクルなどは、手に入れたアイテムの仕分けに便利だった。

　私の現在の魔力量では創れないマジックバッグなどもあった。

　ダンジョンで見つけたマジックバッグは、トラック１台分の容量はあるので荷物管理が楽になった。

　転生時に貰った腰のポーチ型のマジックバッグは、容量が少ない分、時間遅延の効果があるので、二つのマジックバッグを使い分ければこれからの旅が楽になるだろう。

　テトには、ダンジョンで見つけた私が創造したものよりも上等な剣と魔法に対する防御力が高い盾を装備してもらっている。

　この盾のお陰で敵からの魔法で致命的なダメージを受けることも無くなった。

　更にボスに挑む準備として、ダンジョンの安全地帯でテトにスキルオーブを使い、【剣術】と【盾術】を覚えさせたので、目に見えて武器の扱いが良くなった。

　慣らしのために数日、最深部手前で魔物狩りをして、いよいよボスに挑む準備が整った。

「強くなったよね。私たち」

『ゴッ』

「そろそろ日の光を浴びたいし、ボスを倒して帰ろうか」

『ゴッ！』

　私とテトは、そうしたやり取りをしてボス部屋に踏み込む。

　そして、ボス部屋で待ち構えていたのは、巨大な岩のゴーレムだった。

　体長は私たちの三倍で、質量は軽くトンを超えているだろう。

「テトの同族？」

　私が首を傾げるとテトは、首を激しく横に振って嫌そうな雰囲気を醸し出す。

　同族扱いは嫌なのか。

『ゴォォォォォォッ──！』

　ボスのストーンゴーレムが、咆哮を響かせ、こちらを威圧してくる。

「テト、私を守ってね！　──《ファイアー・ボール》！」

　ボス戦を想定した広い空間であるために、遠慮無く高威力の火魔法が使える。

　更にこの階層に降りるまでの戦闘で、私のレベルや魔力量、【原初魔法】のスキルレベルも上がっている。

　私の認識としては、仲間のテトと一緒にパーティーを組んでいるつもりでいる。

　だが、世界の認識としては、ゴーレムのテトは道具なのである。

　私という人間がテトという道具で魔物を倒しているため、その経験値が私一人に集約されていた。

「今の私なら、これくらい、できる！」

　生み出した《ファイアー・ボール》は、元々の炎弾の半分の大きさだ。

　更にその炎の色は、赤ではなく青白い高温の炎。

　放たれた青白い炎弾がゴーレムの片腕に着弾し、爆発するのではなく、岩の体を溶かして突き抜ける。

「テト！」

『ゴッ！』

　岩のゴーレムが残った腕を振り上げて、質量のある岩石の腕をテトに振り下ろしてくる。

　それに対してテトは、両手で構えた盾で受け止める。

　盾で衝撃を分散し、粘土の体が衝撃を地面に伝えて逃がす。

　殴られた衝撃で押し込まれるが、それでも岩のゴーレムの攻撃を防いだ。

「第二弾、──ファイアー！」

　二発目の青い炎弾が放たれ、今度はゴーレムの足を貫き、崩す。

　体のバランスが崩れたゴーレムは、そのまま藻掻き、片方ずつになった手足を振り回して這うように近づいてくる。

「テト、引いて。第三弾──ファイアー！」

　杖を振って放つ三発目、四発目の炎弾が残りの手足を溶かして、吹き飛ばし、身動きができない状態にする。

　だが、それでも相手はゴーレムだ。

　魔力と体の素材さえあれば、再生してしまう。

「テト、相手の核は、どの辺にある？」

『ゴッ』

　地面に人型を描き、人で言う喉か胸部辺りにあることを教えてくれる。

「なるほど。それ以外の所を削いじゃいましょうか。──《ウィンド・カッター》！」

　高圧縮した風の刃をギロチンのように上から降らせ、ゴーレムの体を刻んでいく。

　ただ、火魔法よりも数段火力が落ちるために、少しずつしか削れない。

　それでも私の有り余る魔力による無数の魔法で、頭部を切り飛ばし、再生を始めた肩口を削り落とし、腰部から砕いて分断する。

「よし、テト、行って良いよ！」

『ゴッ！』

　まるで待ってました、と言わんばかりにゴーレムの胴体に向かって駆け出すテト。

　そして、今の切れ味のいい剣ではなく、最初に渡したナマクラの剣で身動きが取れなくなったゴーレムの岩の体をガンガンと削り始めた。

　おおかたの体の部位を喪失したために、身動きができない岩のゴーレム。

　ゴーレムの核は、蓄えられた魔力を使い再生し、何らかの方法で魔力を回復して再び動き出すだろう。

　だが、それも人の手が介在しないなら、一ヶ月や二ヶ月掛かるだろう。

　その前に、ゴーレムの胴体を削るテトが核に剣を叩き込んで破壊する。

　その瞬間、ボスのゴーレムの体が消え、核となる割れた魔石がその場に残る。

『ゴッ！』

「テト、食べていいよ！」

　ダンジョンのボスだけあって中々に大きなゴーレムの核の欠片が散らばっており、テトはそれを拾い集める。

　そして、拾い集めたゴーレムの核を飴玉でもあるかのようにうっとりとした雰囲気で大事に一つずつ食べていく。

「さて、これでダンジョンの攻略は終わり。あとは──」

　ダンジョンボスを倒したことでダンジョンの部屋の中心から台座に収められた球状の大きな魔石が現れる。

　きっと、ダンジョンコアなどと呼ばれるものなんだろう。

『ゴーッ』

　あまりに大きなダンジョンの魔石を前にテトは、ゴーレムの核を慌てて吸収して、私の服の袖を引っ張ってくる。

「テト、あれが欲しいの？」

『ゴッ、ゴッ……』

　その通りとでも言うような様子に私は苦笑を浮かべる。

「これから人里に行くのに、トラブルの元になりそうなダンジョンコアは持つより、テトが吸収した方がいいか。なら、とっていいよ」

　私が許可を出すと、テトはダンジョンコアに手を伸ばす。

　だが、ゴーレムの核のように砕いて取り込むのではなく、テトの体から泥土が溢れて、ダンジョンの魔石を包み込み、ズブズブとテトの体に沈み込み、吸収していく。

「えっ……ちょっとその光景は、予想外」

　そして、ダンジョンの機能が停止した瞬間、私たちの足元に転移の魔法陣が輝き始め、私は慌てる。

「流石に強制転移も予想外！　ちょ、まっ──！」

　こうして、転移の衝撃で意識を失った私は、深い眠りに落ちていく。











９話【ダンジョン攻略しました。ところであなたは誰？】






　目が覚めると太陽の下で横になっていた。

　テントを張る時に使うアルミシートの上に寝かされていた私は、ゆっくりと体を起こす。

　ダンジョン攻略後は、ダンジョンの外に強制転移させられるようだ。

　背後を振り返れば、ダンジョンのあった小山から入口が消滅していた。

「テトが運んでくれたのかな」

　アルミシートと毛布を掛けられて寝ていた状況からそう判断できるが、肝心のテトがいない。

「まぁ、周囲の警戒に出てるのかな？　とりあえず、何か食べよう」

　マジックバッグから【創造魔法】で作り置き（？）しておいたお茶を取り出して、飲んで落ち着く。

　ちなみにお茶は、アフタヌーンで有名な紅茶シリーズのミルクティーである。

　砂糖たっぷりで甘めのミルクティーを飲んで落ち着いたところで、私のいる場所に何かが近づいてくるのを感じ、反射的に傍に置かれた杖を掲げて、魔法を使えるように待機する。

　すると一人の全裸の女の子が私を見つけて、笑顔で駆け寄ってくる。

「あー、魔女様が起きたのですー！」

　小麦色の肌と茶色の髪に、琥珀色の瞳。

　17歳前後だろうか、雰囲気的にやや幼さを感じる少女が、たわわに実った胸部を揺らして私に近づいてくる。
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「ちょ、全裸だよ！　全裸！　それに誰!?」

「えっ……私のこと分からないのですか？」

　目に涙を溜める健康的な美少女に困惑するが、その手には見覚えのあるものを持っていた。

　重量だけはある頑丈なナマクラな剣は、何かを撲殺した後なのか血が付着している。

「もしかして……テト！」

「はいなのです！　やっぱり魔女様、分かってくれたのです！」

「なぁー！　だから、全裸だって！」

　剣を投げ捨てたテトは、私を全身で抱き締めてくる。

　クレイゴーレムのはずだったが今のテトは、ほんのりと温かく押し付けられる胸が柔らかく感じる。

　なんだか、癒やされるのを感じて、ハッとする。

「ふ、服！　服を着せなきゃ！　──《クリエイション》！」

　私は、とりあえず【創造魔法】でテトの衣服を創り出す。

　上下に飾りっ気のない下着とシャツ、そしてズボンを創り出した。

「魔女様？　これなんなのですか？」

「服よ！　全裸は禁止！　絶対にこれを着て！」

「えー、今までは良かったのです……」

「クレイゴーレムの不定形な体と、ちゃんとした人型じゃ違うの！　お願い！」

　私がお願いと言うか、命令をすると渋々身に着けようとするが、初めての経験であるために、上手く身に着けることができない。

　私は、テトにパンツを穿かせるために、しゃがんだ時に見たものとは──

（……無毛、だと）

　それにパンツを穿かせた後、視線を上げていけば、張りのある巨乳が眼前にある。

　ロリ巨乳な美少女で無毛な無知っ子など、激しく属性を盛っている気がする。

「大丈夫。まだこれから成長する。まだ成長する」

「うーん。魔女様？　どうしたのですか？　胸が苦しいのですか？」

　服を着せたテトは、不思議そうに服の胸辺りを掴む私を不思議そうに見つめる。

「心配ないわよ。それよりテトは、どうしてその姿になったのかな？」

「岩のゴーレムさんを倒した後、ダンジョンの魔石を食べたのです。そしたら、ダンジョンの魔石に精霊さんが居たのです。その子と一緒になったら、こうなったのです」

「ダンジョンコアの精霊……」

　捕らえた精霊から魔力を抽出してダンジョンが稼働していたのかもしれない。

「それでテトが取り込んだ精霊は、どうなったの？　テトの意識は、クレイゴーレムのもの？　それとも精霊のもの？」

「うーん。精霊さんは、ダンジョンの魔石の中で魔力を吸われ続けて、自分がないのです。それにテトは、テトなのです」

　屈託ない笑みを浮かべるテトだが、私は、現在の状況を考察する。

「自我が崩壊した精霊の力を取り込んだ、ってところかな？　その際に精霊の姿がゴーレムの体に影響を与えたのかな？　テト、ちょっと確かめたいことがあるけど、いいかな？」

「いいのです、魔女様！」

　私は、ダンジョンで見つけた鑑定のモノクルでテトを見る。




【テト（アースノイド）】


　ゴーレム核の魔力６５９０／１２０００

　スキル【剣術Lv２】【盾術Lv２】【土魔法Lv３】【怪力Lv１】【魔力回復Lv１】【従属強化Lv１】






　テトには、相変わらずゴーレムの核が存在し、核の魔力が体力も兼任している感じだろう。

　それに精霊としての【魔力回復】スキルを引き継いでいるのか、ジワジワと核の魔力が回復していく他、様々なスキルを手に入れて強化されたようだ。

「テト、新しい種族になってるよ。ゴーレムからアースノイドだって」

「そーなのですかー」

　あんまり分かっていない感じのテトの様子に私は、苦笑を浮かべる。

「テト、おいで。ストーン・ゴーレム戦でよく頑張ったね。魔力を補充してあげる」

「わーい。魔女様の魔力、好きなのですー！」

　魔力に好きや嫌いがあるのだろうか、と思いながら、背中に手を当ててテトに魔力を送り込む。

　あー、とテトは、温泉に入ったような気持ち良さそうな声を上げる。

　そして、魔力の補充が終わって離れたテトは、とても元気いっぱいだった。

　そこでふと気が付く。

「そう言えば、テト？　あなたに渡した剣や盾ってどこにあるの？」

「うん？　ここにあるのです！」

　そう言ってテトは、クレイゴーレムの時と同じように体の内側から取り出して見せる。

　その際、人間っぽかった体の一部が粘土質な物に変わり、内側から膨れる質量に、衣服が破けて、大自然の前にそのたわわな果実を晒すのだった。

「……体内に収納できることは分かったわ。だけど、服は破かないようにね」

　私は、自身のローブを外してテトに羽織らせる。

　私が普段着ているローブに包くるまるのが嬉しいのか、とてもニコニコしている。

　一応、水魔法の清潔化の魔法である《クリーン》で汗や汚れなどは落としているのだが、匂いは残っているのだろうか。

　どこかでお風呂にでも入りたい。











10話【魔女とゴーレム娘の二人旅。そして、第一異世界人を発見する】









　元ダンジョン前の土地を整地して、アースノイドと言う種族になったテトの下着や衣服、装備を創造したり、自分の装備や能力の確認をして過ごす。

　ちなみにダンジョンを攻略した時の私のステータスは、こんな感じだ。





　名前：魔女（転生者）

　職業：魔女

　Lv37

　体力４２０／４２０

　魔力２８１０／２８１０

　スキル【杖術Lv１】【原初魔法Lv３】【魔力回復Lv４】その他、色々……

　ユニークスキル【創造魔法】






　普段使うのは、こんなところだろう。

　その他にもダンジョンマッピングで得た【製図】スキルや、敵への【警戒】、罠の存在に気付く【感知】などのスキルもあるが、それは追々。

　あと名前が、名無しから魔女になっているのは、きっとテトにそう呼ばれたからかもしれない。

　鑑定のモノクルで自身のステータスを確認しても【転生者】の文字が出ない。

　誰かに転生者であることを見られたら、厄介だったので一安心である。

　そう言えば、私の名前は、なんて付ければいいのだろう。

「テト。また旅の先頭、お願いね」

「分かったのです。魔女様！」

　そう言って私とテトは、人里を探して歩いていく。

　先頭に立つテトは、藪などを剣で斬り払って道を作ってくれる。

　それに土精霊と融合したためか、地面に手を当てると、大地の様子が分かるようだ。

「魔女様、魔女様！　あっちの方に水気を感じるのです！」

「教えてくれてありがとう。もし川があるなら下っていけば、人里に辿り着くかもね」

　そう言って私たちは、水気のある方向に向かっていく。

　そして、水気のある場所には他の生物も集まりやすいのか、草食動物やそれを食べる魔物などとの遭遇率も上がる。

「ダンジョン以外にオークがいるのね。──《ウィンド・カッター》！」

「ふぇぇぇっ！　魔女様！　なんか、オークたち、気持ち悪いのです。なんか、ギラギラしているのです！」

　以前までは、女に見えるのは私しかいなかったが、ゴーレムから人化したテトは、立派なロリ巨乳な美少女だ。

　オークが美少女と対峙すれば、下半身直結魔物はそう言う目で見るだろう。

　だが、テトは私の仲間だ。

　いかがわしい目で見たオークは、脳と下半身が直結できないように首を次々と風刃の魔法で斬り飛ばしていく。

　そして、森の中でオークの血の臭いが広がっていく。

「さぁ、テト。オークの魔石を取ったらまた進もう」

「はい、魔女様！」

　そうして私たちは少しずつ進み、夕暮れ前には川辺に辿り着く。

「さて、ここら辺で休みましょう。今日はそうね。カレーでも食べたいわね」

「わーい。カレーってあのパンに入ってるのですか。カレー大好きなのです！」

　私の【創造魔法】で創り出したカレーパンが気に入っているテトに、今日の夕食はレトルトカレーを振る舞うことにする。

　今までは私一人が【創造魔法】で創り出した食事を食べていたが、人化したテトが味覚を獲得したので、二人で食事をするようになった。

　食事は、一人より二人で食べる方が美味しい。

　何より魔石以外に口にする物が増えたテトの表情を見ていると楽しい。

　余談であるがテトは、食べた物を体内で腐敗と分解により土に変えて、自身の体の一部としている。

「それじゃあ結界を張ってご飯にしましょう」

　不意打ちを防ぐ結界を張り、土魔法が使えるテトと協力して川辺を整地して、テントを張り、ご飯の準備を進める。

　今日は飯盒でご飯を炊いて、ご飯ができたらレトルトカレーをお湯で温める。

　更に、ポットで温めたお湯でインスタントスープも作り、栄養バランスを考えて、生野菜サラダと牛乳を創造して完成である。

「さぁ、食べましょう」

「わーい。カレーです。粒々のご飯に掛かったカレーなのです！」

　人ではないテトは、満腹を感じないので、幾らでも食べられる。

　だが、欲しいのは味覚による満足感だけなので、食べる量は私より少し多めくらいである。

　そして、私は自分の食事量を見る。

　私は、あまり多くを食べる方ではなく小食寄りだ。

　もっと食べる量を増やせば、きっとこの12歳のツルペタな私の胸もテトくらいには……

「うん？　魔女様？　どうしたのですか？」

「ううん。なんでもないわ、食べましょうか」

　そうして私たちは、辺りが暗くなり始める前に夕飯を食べ始めた頃──

　ガサガサと何かが接近してくる音に、私とテトが警戒を強める。

　そして、暗い森の中から複数の人影が駆け込んでくる。

「っ!?　こんなところに女の子！　あんたらも早く逃げろ！」

　私たちの前に現れたのは、怪我人に肩を貸して走る人たちだ。

　革鎧や武器などを身に着けたその人たちは、血や土に塗まみれ、その後ろからは人型の豚魔物であるオークが10体迫っている。

　それも脂肪ではなく筋肉質で肌も少し色黒なオークが率いる集団の中には、あの警戒すべきオーク・ウィザードも混ざっている。

「テト！　行きなさい！」

「はい、魔女様！」

　すぐさま、自身の武器を手に取り、駆け出すテト。

　ゴーレムとしての高い身体能力でこちらに逃げてくる人の頭上を飛び越えて、先頭の色黒なオークの頭を一刀のもとに叩き割り、絶命させる。

「──《ウィンド・カッター》！」

　続けて私は、オーク・ウィザードの首を優先的に風刃で切り落とし、更にその周囲のオーク３体も魔法で倒す。

　首を切り飛ばしたオークたちがゆっくりと後ろに倒れ、首の断面から血を噴き出すが、薄暗い森の影に覆われてこちらからはよく見えない。

　魔物を倒す時の血の臭いや臓物には慣れてきているが、流石に食事中にそんなのがあると食欲も失せてくる。

　そして、テトが更に１体のオークを撲殺し、数が半数になったところでオークたちが逃げ始める。

「魔女様！　テト、あの魔物を倒したのです！」

「偉いよ、テト。魔石だけ取って戻ってきて」

「はいです！」

　魔物が現れたのに瞬く間に倒し、呑気に会話する女の子二人を前に、逃げてきた人たちは唖然としている。

「助かった。俺は、冒険者をしているライルだ」

　自己紹介をした冒険者に対して私は、テトが戻ってくるまで、その男性二人に女性一人の三人組を警戒するように距離を取る。

　この世界の冒険者と同じか分からないが、前世の創作物では、魔物討伐などを生業とした人たちで善人もいれば悪人もいた。

　私たちを見て、逃げろと言ったからには善人なのかもしれないが、この世界にない物を創造できる能力を持つ者だと知られたらどんな善人でも豹変する可能性がある。

　だから、私は警戒して、現れた冒険者らしき三人組を見つめる。

「嬢ちゃん、そう警戒しないでくれ。俺たちは、ただ魔物から逃げてきただけだ。それと少し隣を借りたい」

「そうね。怪我人もいることだし、寝かせた方がいいわね」

　私が警戒しながら話す。

　どうやら最低限の武器以外は、追われる時に捨てたようだ。

　上着を地面に敷いて、その上に苦しそうに唸る怪我をした男性冒険者を寝かせる。

　そんな彼らから距離を取って見つめる私のもとに、オークの血に塗れた魔石を持ったテトが戻ってくる。

「魔女様！　魔石を取ってきたのです！」

「ありがとう、テト。それじゃあ──《クリーン》。はい、これで綺麗になった」

　返り血を浴びたテトと魔石を清潔化の魔法で洗浄すると、テトは綺麗になった魔石を嬉しそうに自分のポーチに仕舞う。

　そして、一段落したところで、私とテトに冒険者たちのリーダーが話しかけてくる。

「先程は、オーク共を押し付けるようなことをして済まなかった。更に、こんな不躾なお願いをするのは申し訳ない！　魔法使いだと見込んで頼みたい。弟の怪我を治す回復魔法を！　回復魔法が使えないならポーションを頂けないだろうか！　ちゃんと金は払う」

　ライルと言う冒険者とその隣にいる女性の冒険者も私に懇願してくる。

「……治療なんて、知識だけでしたことがないけど、いい？」

「頼む、頼れるのは、あんただけだ」

　私は二人に退いてもらい、テトに周囲を警戒してもらいながら、鑑定のモノクルで傷ついた男性を見る。

（見た目ほど傷も深くないし、出血も少ない？　けど、オークの武器に毒でも塗られてたのかな？）

　私は、内心そう呟く。

　酷いように見えてべっとりと付いている血の殆どは、オークの返り血のようだ。

　つまり、彼らの実力は、オーク単体か数体程度なら勝てるが10体前後の規模に襲われると危険なくらいの強さだろうか。

　私は、頭の隅でそう考えながら、すぐに治療に関する魔法を使っていく。

「──《ヒール》《アンチドーテ》！」

　まずは傷口を塞ぎ、続いて毒を浄化する。

「ついでに体も汚れてるわね。──《クリーン》」

　傷は、綺麗に治り、血や汚れなどを清潔化の魔法で消す。

　ただ、失血しているために顔色は、青白いままだ。

「これで終わったわ。ただ、出血してたからしばらく安静にした方がいいわ。それから、食べ物は……なさそうね」

「すまん、追われる時に全部捨ててしまった。川を渡って匂いを消して奴らから逃げようとしたんだ」

「ちょっと待ってもらえる」

　私は、一度テントの中に入り、【創造魔法】で食べ物を生み出す。

　フランスパンのような硬めのパンと、パリッとした歯ごたえで茹でても焼いても美味しいソーセージ。

　それらを調理用のナイフで軽く切り、ソーセージはフライパンに移して運ぶ。

「テト、簡単なテーブルを作って」

「わかったのです。むむむっ、たぁ！」

　ズンと地面から岩石のテーブルが生まれて、そこに布を敷いて、フランスパンとソーセージが入ったフライパンを置く。

　そして、ふとさっきまで傷ついていた男性が震えていることに気付き、自分の使っている毛布の予備をライルという冒険者に渡す。

「食べ物と寝具はあげる。私はもう寝るから、後は任せるわ」

　これでようやく眠れる。

　流石に12歳の体で森を歩きっぱなしは疲れる。

　彼らは、あの上位種らしきオークから逃げ出す程度の冒険者だ。

　もし寝ている時に彼らが襲ってきても、テトならすぐに倒してくれるだろう。







　ＳＩＤＥ：冒険者三人組







「う、ううっ……ここは」

「おっ、ジョン、起きたのか！」

「兄貴、俺は……」

　弟のジョンが目を覚ました。

　まだ本調子ではないが、体をペタペタと触り、傷がないことを確かめている。

「俺は、確かにオークに斬られたはず……」

「あなたは、偶然会った魔法使いの女の子に助けてもらったのよ」

　同じパーティーを組む弓使いのアンナが焚火でパンを焼き、腸詰めを焦げないようにフライパンで転がしている。

「魔法使いの女の子？」

　ジョンが不思議そうに自身を見れば、一枚の上等な毛布が掛けられており、アンナが指差した先には上等なテントが見える。

　そして、テントの前で膝を抱えるようにして不寝番をしているテトと呼ばれる剣士の少女を見やった。

「あの子か？」

「いや、テントの中で休んでいる12歳くらいの女の子だ。追い掛けてきたオーク共を魔法で蹴散らして、お前の治療をして、食べ物とその毛布を分けてくれたんだ」

「でも、なんでこんな場所に小さい子が……それにオークを蹴散らすほどの手て練だれだって？」

　気絶していたために訝しげな弟のジョン。

　どう見たって、訳ありな女の子の二人旅など到底信じられない。

　それがこんな魔物の蔓延はびこる森の中なのだから、尚更だ。

　だが、上等な道具や柔らかなパンと香辛料の利いた腸詰め、そして育ちの良さそうな魔法使いの少女とそれを守る剣士の少女を見て、あることを思う。

「ムバド帝国の政変の噂は、聞いたことあるよな」

「ええ、確か山向こうの帝国で起きた王様の交代劇よね」

　ジョンに焼いたパンと腸詰めを渡すアンナが頷く。

　俺たちの住む辺境の町・ダリルの更に山向こうに、ムバド帝国と呼ばれる国がある。

　そこでは現在、皇太子派と皇弟派が争っていた。

　それが、最終的に皇弟が皇帝となり、皇太子派閥の粛清を始めたという噂が聞こえてきた。

「きっと、その政変から逃れるために山を越えてきた貴族の子女なんじゃないか？」

「そう……かもね。それなら、無謀な旅にも理由がつく。それに魔法至上主義の帝国の貴族には、魔法教育がされているって言うし、貴族令嬢と彼女に付き従う女騎士なのかも……」

　食料も見た目以上に持っていることを考えると、稀少なマジックバッグも持ち出して、祖国を追われて山越えしてきたのだろう。

　そんなマジックバッグに入れた食べ物を、俺たちみたいな見ず知らずの冒険者に振る舞う人の良さと警戒心の薄さからするに、元々守られる立場に居たのだろう。

　そう考えると、そんな状況の女の子に助けを求めた自分たちの不甲斐なさを感じる。

「そう言えば、兄貴。俺の治療費や食べ物の対価は……」

「何も言ってなかった。だが、お前は心配するな。ちゃんと払う」

　それよりも大事なのは、俺たちが今受けている依頼だ。

　あの少女たちが倒した魔物は、オーク・ウォーリアーとオーク・ウィザードだ。

　だが、俺たちが奴らに追われる前、更に上位種のオーク・ナイトと遭遇し、１体だけ何とか倒した。

　その偵察の際に、オークの集落ができているのを発見した。

　オークの集落には、オーク・ナイトの他に、ウォーリアー、ウィザードなどの上位種が多数存在し、その中心にはオーク・キングを確認できた。

　今回の偵察依頼で得た情報を町に持ち帰り、すぐに討伐隊を編成しなければならない。

　それがＣランクパーティー【風かぜに乗のる鷹たか】の役目だ。

　魔女とその従者のテトのことをいい方向で勘違いしている冒険者たちは、力を温存するために同じように早々に休むのだった。











11話【町までの同行者が増えました】






　朝、目が覚めた私は、テントの中で背伸びする。

《クリーン》の魔法で身嗜みを整えた私は、いつものようにローブのフードを被り、杖を手にしてテントから出る。

「魔女様、おはようなのです！」

「テト、おはよう」

　テント前で警戒にあたってくれたテトが顔を上げ、昨日助けた冒険者たちもまた、起きていた。

「おう、嬢ちゃん、起きたのか。おはよう」

「おはよう」

　短く挨拶をした私は、腰のマジックバッグから朝食を取り出し、岩石のテーブルの上に置く。

「はい。どうせ助けるのが一度や二度増えるだけだし、どうぞ」

「本当に助かる。ところで、このお礼なんだが……」

　そう言われて、傷ついた冒険者を治療する時に報酬を要求する、という考えをすっかり忘れて、更に二食分の食事を提供した。

（この世界での治療の価値は幾らなのかしら？　それとこんな森の中で得られる食事は？）

　富士山山頂の自動販売機の値段は、通常の自販機よりも３～５倍すると言うし、こんな状況だ。食事も含めて全部を治療費の価格３～５倍でいいだろう。

「そうね。治療って、普通だと幾ら？」

「そうだな。最低、銀貨１枚から上は天井知らずだ。弟の傷の治療には、銀貨10枚以上はしただろうな」

　あの程度の魔法で銀貨10枚、ぼったくり過ぎじゃないだろうか。

　まぁ、回復魔法も提供した食事も元は私の魔力なので、それほど元手は掛かっていない。

　それに失敗するかもしれない初めての回復魔法だったのだ。

　それなら、最低価格の銀貨１枚を基準に登山価格で４倍にしておこうか。

「治療と食事合わせて、銀貨４枚を貰うわ」

「なっ!?」

　驚きの声を上げる男性に対して、軽く言葉を返す。

「別に今じゃなくていいわよ。町に戻ったらとかで」

「いや、今すぐ払う！」

　そう言って冒険者のライルは、ブーツ底や防具裏に隠していた銀貨を取り出し、仲間の女冒険者のアンナの持つお金と合わせて、銀貨４枚を私に差し出してくる。

「これでいいか？」

「……受け取るわ」

　正直、ブーツに隠した銀貨を受け取るのは、あんまり気分的に良くない。

　汚い気がするので、清潔化魔法の《クリーン》で汚れを落とし、滅菌消毒する。

　ブーツの中にお金を仕込むのは、万が一の資金という側面があるのだろう。

　それと同時に、硬貨の金属イオンによる除菌効果で水虫防止になるという、お婆ちゃんの知恵袋では？　と気付き、意外と侮れない気がしてきた。

「一つ聞いてもいい？」

「なんだ？　命の恩人だから、答えられることなら何でも答えるぞ！」

「この川を下れば、人の住む町に繋がっている？」

「ああ、俺たちの住む辺境の町・ダリルだ。よければ一緒に帰らないか」

　そう提案してくるのは、私も寝る前に想定していた。

　怪我は治ったが、まだ本調子ではない冒険者を抱えて町に戻るより、足は遅いがオークの集団を倒せる私たちと一緒に向かう方が安全なはずだ。

　そして、私は彼らから異世界の情報を吸収したいと考えている。

「ええ、構わないわ。テトもいいわよね」

「テトは、魔女様の言うことに従うのです」

　私とテトがそう言うと、ライルさんが安堵する。

「それじゃあ、私たちが朝食を取った後に出発するわ」

　私がそう言って、テトと共に朝食を取る。

　食事の内容は、ライルさんたちから不審がられないように同じ物を用意し、私だけは魔力量を上げるために【不思議な木の実】をこっそり食べる。

　運がいいことに今日は、魔力量上限が５増えた。

「さて、食べ終えたけど……そこの冒険者は、まだ貧血よね」

「すまない。少し待ってくれ」

　怪我を負っていたジョンと言う冒険者は、助けた私に対して申し訳なさそうにしているが、怪我人に鞭打つ気はない。

「ちょっと待ってもらえる？」

　私は、マジックバッグに貯め込んだある食べ物を取り出す。

　一つは、鉄分豊富なプルーンジャム。

　もう一つは、普通のヨーグルトだ。

　それを別の容器に移して混ぜて、彼に渡す。

「これを食べてみて。薬みたいにすぐには効かないけど、やらないよりはマシよ」

「ああ、すまない。ああ、甘酸っぱくて旨い」

　ゆっくりと食べるジョンさんを見るライルさんが私に尋ねてくる。

「色々してもらって悪いな。それとあれはどんな薬なんだ？」

「薬じゃなくて、プルーンって果物で作ったジャムと牛乳を発酵させたヨーグルトを混ぜたものよ。プルーンは、貧血に効くから……女性の月のものにも効くはずよ」

「ホント!?　ちょっと、私にも寄越しなさい！」

「嫌だよ！　これは俺が貰った物だ！」

　こっちの世界でもヨーグルトはあるのか、ライルさんが納得する一方、女性のアンナさんは、怪我をして貧血のジョンさんからプルーンヨーグルトを奪おうとする。

　冒険者というぐらいだからは、女性の場合フィールドワークや不摂生、戦闘のストレスで生理周期が乱れて、悩まされているのだろう。

　そして、私の後ろでは──

「魔女様～、あれ美味しそうなのです……」

「はぁ、分かったわ。テトの分も作って上げるから。それにアンナさんにも作るから落ち着いて」

　結局、【創造魔法】で貯めたプルーンジャムとヨーグルトが消えていく。

　ジャムにたっぷりと砂糖が使われているために、甘いものを嬉しそうに食べるテトとアンナさん。

　そして、頻しきりに恐縮しているライルさん。

　この異世界では、砂糖などの甘味は高級品なんだろうか。

「食べ終わったなら片付けて町に行きましょう。ライルさん、案内よろしく」

「ああ、分かった」

　大の大人なのに、子どもの私にペースを乱されているのは大丈夫なのだろうか、と若干心配しながらも私たちは出発する。

「町は、ここから昼過ぎには見えてくると思うが……」

「まぁ移動は遅いし、もう少し遅い到着かしらね」

　プルーンヨーグルトを食べて鉄分補給したが、すぐには回復しないジョンさんはゆっくりと歩く。

　だが、それよりも私の足の方が遅いので、ジョンさんの負担のないペースで進む。

　きっと町に辿り着くのは、夕方頃になるかも知れない。

　まぁ先頭を楽しそうに歩く無邪気なテトを見ていると、なんだかどうでも良くなる。

　ただ──

「あうっ──魔女様～」

　岩場から足を滑らせて、川に落ちたテトが私に泣きついてくる。

　クレイゴーレムの土塊でできた体は、水に溶けないか心配したが、大丈夫そうである。

　ただ、濡れた体のまま抱き付いてくるのは、止めて欲しかった。

「はいはい。──《ブリーズ》」

　乾燥の風魔法である《ブリーズ》を唱えると、一瞬で衣服の水気を吹き飛ばす。

　キョトンとしたテトが、えへへっと笑うので、仕方がないなぁと私の表情が緩む。

「そう言えば、嬢ちゃんとは、ちゃんとした自己紹介がまだだったな。俺たちは、【風に乗る鷹】って名前のパーティーを組んでる。俺は、リーダーのライル。Ｃランク冒険者で前衛剣士をやってる」

「弟のジョンだ。同じくＣランク冒険者で偵察や罠解除の斥候をやってる」

「私は、アンナ。Ｃランクで弓使いよ」

　自己紹介する【風に乗る鷹】──町では、【風鷹】の面々と呼ばれているらしい。

「テトは、テトなのです！　それと魔女様です！」

「こら、テト！」

　勝手に自己紹介するテトだが、魔女様と紹介された私に視線が集まる。

　魔女などは名前ではなく、現在、名無しの状態だ。

　こうなったら、この場で自分の名前を決めるしかない。

「私の名前は──チセよ。魔女のチセ」

　フィーリングで決めたが、ストンと自分の中に収まるような感じがする。

「そうか、チセにテトか。改めてよろしくな」

「ええ、よろしく」

　袖振り合うも多生の縁、だろうか。

　自己紹介して一段と砕けた感じになり、風鷹の面々から彼らの状況を聞かされる。

「実は俺たちは、依頼でこの森の調査に来たんだ」

「森の調査？」

「ああ、オークの目撃情報が多くてな。森の異変の調査に来たんだ」

　そこで森の奥──私たちと出会った場所からもう少し奥に進んだところに、オークの集落ができていたらしい。

　それに、その集落では、私たちが見た黒っぽい肌のオーク・ウォーリアーや魔法を使うオーク・ウィザードみたいな上位種が誕生しており、更に彼らを率いるオーク・キングもいたらしい。

「なら、早く大勢の騎士か冒険者を集めて討伐した方がいいんじゃない？」

「ああ、そのためには、町に戻って報告しないとな。あの時、チセたちが居なかったら報告できずに死んでたかもしれない。ありがとう」

　そう言われるとなんだかむず痒く感じ、フードの端を掴んで顔を隠すようにする。
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　川沿いには魔物が現れにくいのか、何度かの休憩を挟みつつ、町を目指していく。

　そして、川沿いを下り、森を抜けて平原から道を見つけて、何とか城門が閉まる夕暮れ前には町に辿り着く。

「城門は東と西にあるんだ。俺たちが出た森は、北側だな。チセたちは、どっちの方向から来たんだ？」

「私たちは、その森の向こう側から来たんだけど」

「そうなるとあの山を西から迂回した形のルートだな。あそこは、帝国との国境線地帯で戦場になりやすい場所なんだ」

「西？　東じゃなくて？」

　私たちが辿って来た場所とは、少しズレているらしく首を傾げて聞き返すが、今度は逆にライルさんたちが首を傾げる。

「あの山の東側って言うと、大昔に神様が張った結界が今も残ってるって話だ。だれも立ち入りはできないって話だぞ」

「……そう、私の勘違いだったみたいね」

　神様が張った結界──リリエルと名乗る女神と何か関わりがあるのだろうか、と首を傾げる私は、この辺りの地理についてライルさんから教わる。

　更に私の転移した荒野を南東方向に進めば、ガルド獣人国。

　北西に進めばムバド帝国に入るらしい。

　そして現在いる場所は、私が転生した荒野から見て南西方向にあるイスチェア王国の北方の辺境の町・ダリルというらしい。

「さぁ、俺たちは冒険者のところに並ぶか」

「私とテトは、旅人の列に並ぶべきじゃないかしら？」

「おいおい、チセたちは俺たちの恩人だぞ。一緒に入れるように門番に交渉してやるよ」

　城門には、商人用の列と旅人用の列、そして、冒険者などの列に分かれており、私たちは、そちらの方に並ぶ。

　そして、依頼を終えて町に帰っていく冒険者たちを迎える門番たちが、ライルさんたちを見つける。

「ライル…ってどうしたんだ！　一昨日背負ってた荷物もないし、ジョンの方は装備もボロボロで服も切れてるじゃねぇか！」

「依頼でちょっとヘマしてな。この旅の嬢ちゃんたちに助けられたんだ」

「はぁ～、まぁよく分かんねぇけど、無事でよかった。嬢ちゃんたちの方も分かった」

　町に入る時に軽い質問を受けて、町に入る時に通行税を要求された。

　私とテトの通行税は、ライルさんから貰った治療報酬の銀貨で払う。

「これは返還されないけど、ギルドで身分証になるギルドカードを作れば、次からは払わなくて済むから。はい、大銅貨８枚な」

　そう言って、私におつりの大銅貨８枚を渡してくる。

「大銅貨？」

「初めて見るのか？　銅貨10枚で大銅貨１枚、それが10枚で銀貨１枚だ」

　更に銀貨10枚で小金貨１枚、更に上に大金貨。

　国家決済では、魔法金属で作られた硬貨もあるらしい。

　それと屋台や食事処の１食が銅貨５枚前後、パン屋のパンは、銅貨２枚と簡単な物価指標を教えてくれる。

「そう、教えてくれてありがとう」

　私は、ポーチにお釣りを仕舞い、城門を通り抜ける。

　そして町中の大通りの屋台で大まかな物価を把握しながら進むと、気付けば剣を交差させた紋章を掲げた建物に辿り着いていた。

「ここが俺たちの冒険者ギルドだ」











12話【冒険者ギルドに辿り着きました。ギルドは意外と優しいようです】






　依頼を終えた人で賑わう冒険者ギルドに私は、ライルさんたちと共に入っていく。

　真っ直ぐに迷いなく進むライルさんたちだが、町の外に出る時の荷物はなく、ボロボロになっているジョンさんを見て、周りの冒険者たちがざわめく。

「ライルさん、お帰りなさい。その様子だと、無事とは言えないようですが、どうされました？　それとそちらのお嬢さん方は？」

　ギルドの受付嬢だろうか。年齢は18前後で可愛らしい顔立ちをしており、リスのようにクリッとした目が不思議そうに私とテトを見る。

「依頼の報告をしたい。それと彼女たちは、依頼の途中で助けてくれた恩人だ」

「わかりました。それでは報告は別室で受け付けます。そちらのお嬢さんたちは……」

「ギルドに加入して身分証が欲しいです。あと、手持ちの物の換金をお願いします」

「では、別室でギルドの加入と品物の換金を受け付けます」

　そこで私とテトは、ライルさんと分かれて、別室に案内された。

　新人冒険者よりも依頼を終えた現役冒険者の方が優先されるのか、扱いは雑だ。

　夕方に近づいてきているので、どこかで宿を取って、ベッドで寝たいと思う。

　待っている間は、テトも私に甘えるようにじゃれてくるが、背中に押し当てられるおっぱいの柔らかさとテトのいい匂いに私自身も癒やされる。

　そして、別室のソファーが気持ちよくて、私はそのままテトに寄り掛かるように寝てしまった。

「あれれ？　魔女様、お休みなのですか？　じゃあ、テトが守るのです」

　そんな声が聞こえた気がする。







　ＳＩＤＥ：冒険者三人組







「そうか、オーク・キングの存在を確認したか」

「はい。その偵察の際にオーク・ナイトと交戦し、二度目の交戦でジョンは負傷し、チセの嬢ちゃんたちに助けられてここまで帰ってこられたんだ」

　依頼主であるギルドマスターが俺たちの話を聞き、思案げな表情をしている。

「オーク・キングの討伐にはＢランク。それに集落の方には上位種が混じるオークの集団が２００か。過去の状況と照らし合わせて、Ｂランクを主力にＣとＤランクパーティーを中心に依頼を出す。その時は、お前たちにもしっかりと働いてもらう。それまでに体を休め、装備を整えろ」

　怖面のギルドマスターが、俺たちにもオークの集団の討伐命令を出してくるので、こくりと頷く。

　そうして長い報告が終わり、ふぅと一息吐いたギルドマスターが尋ねてきた。

「ところでお前たちを助けた少女たち、と言うのは、どのような存在なんだ？　報告によれば、水魔法でジョンを治療し、風魔法でオーク・ウィザードを討伐した魔法使いに、オーク・ウォーリアーの脳天を一撃で叩き割り、土魔法も使える剣士など単独でＤランク。場合によってはＣランク相当の実力者じゃないのか？」

　真っ先にオーク・ウィザードを狙う判断を見るからに、以前交戦しているか知識として厄介だと知っているかだ。

　それに加えて、稀少なマジックバッグも所持している。

　それだけでも冒険者の目から見て、チセとテトの二人組の有用性は高い。

「俺たちとしては、嬢ちゃんたち……魔法使いのチセは、帝国の政変で逃げ出した貴族令嬢って感じですね。ただテトの嬢ちゃんは、なんて言うか、騎士らしくもないしメイドらしくもない。なんて言えばいいのか難しいな。けど、悪い子じゃない」

「なんと言うか、世間知らずって感じでした。魔法の腕は高いのに、大銅貨すら知らない。それに見ず知らずの俺に治療をして色々と気を回してくれた優しい子だ。それも森の中での治療費なのに食事含めてたったの銀貨４枚だった。あの傷だと普通に神官に回復魔法を頼むとしたら、それだけで銀貨10枚以上は取られることもある」

「自分たちだって辛いだろうに、優しい子たちだよな」

　そう言って、報告するライルとジョンの兄弟冒険者の言葉にギルドマスターも考える。

「政変で逃げ出したのならば、元貴族でも扱いは平民だ。だが、家から持ち出した物が盗品でないなら買い取るし、実力があろうと女子どもだ。安全性の高い宿を薦めよう」

「ギルマス。助かります」

　頭を下げる俺にギルドマスターは、ふんと鼻を鳴らす。

　怖面のギルドマスターだが、実は女子どもに優しいのである。







　ＳＩＤＥ：魔女







　気付けば、夕方になっていた。

　途中で男性のギルド職員がやってきたが、疲れているだろうからと起こさなかったそうだ。

　そして、流石にそろそろ起こした方がいいと感じたらしいテトによって揺り起こされたのだった。

「魔女様～、起きるのです。魔女様～」

「うん……テト、あと５分～」

「あの人、困っているのですよ～」

　そう言って、私は眠い目を擦りながら目を覚ます。

　どうやら、気付かぬうちに精神的に疲れていたようだ。

　寝ぼけ眼でギルド職員の青年を見る。

「こんにちは。ギルドに登録をしに来たようだけど、大丈夫かい？」

　柔和な笑みを浮かべる男性に対して、ボーッとした頭で頷く。

「……はい、お願いします」

　被りっぱなしのフードを外して、ぺこりと頭を下げると、驚いたように目を見開き、微笑みを浮かべる。

「それじゃあ、ギルドの説明をするね──」

　そうしてギルドの説明だが、簡単に言うと何でも屋であること。

　ランクが上はＳから下はＧまであること。

　殺人や暴行、詐欺、恐喝など社会通念的に罪であることはしないこと。

　また罪を犯したら、ギルドの【罪業判定の宝玉】で調べられるとのことらしい。

　簡単に言うと、こんな感じだ。

「じゃあ、まずはこの書類を書いてね」

「はい」

　書く内容は、名前と得意なことくらいだ。

　そう言えば、初めてこの世界の文字を見るが、なんとなく読み書きができる。

　ただテトは、ペンを持ったまま固まっている。

　ダンジョンコアに囚われた精霊の力を吸収して、言語能力を獲得したが、文字などは習得していないのだ。

「テトの分も私が書くわ……そう言えば、ギルドって加入できない種族とか居るの？」

「そうだねぇ、人間や獣人、エルフ、ドワーフ、竜人とかの種族は、登録できるよ。ただ、魔族って呼ばれている種族は、人々に敵対しているから加入は難しいかなぁ」

　人々に敵対しているために、殺人や暴行、恐喝などの先程説明された社会通念的な罪を犯したりすることがあり討伐対象とされることが多い。

「まぁ、魔族はさっき言った種族以外を一括りにした言葉で、個人主義的なところがあるからね。個人主義だから人と共存した魔族もいるけど、それは極々少数なんだ。もしかして彼女は、魔族かい？」

「精霊に関する種族というくらいしか分かっていないです」

　テトの種族であるアースノイドについてどうやって誤魔化すか、場合によってはテトは加入させないという方向を取ろうかと考えているが、ギルド職員の青年は朗らかに笑う。

「それなら大丈夫じゃないかな。エルフは水や風、光の精霊が起源と言われているし、ドワーフは火や土が起源ってされている。竜人も人とドラゴンが愛し合った末裔とか言われているから、精霊が起源の珍しい種族やハーフと言われても気にしないよ」

　そう言われて私は、ホッとするが、一変してギルド職員は、テトを気遣うように声のトーンを落とす。

「ただ、人間至上主義の考えが強い地域や国もある。そういうところでは、そうしたことを隠した方が円滑に物事が進むよ」

「……ええ、肝に銘じておくわ」

　私は、神妙に頷き、登録のための用紙を提出する。

「それじゃあ、登録料の銀貨３枚を払えば、ギルドカードを渡すよ」

「すみません。お金は今、無いんです」

　ジョンさんの治療で得た報酬は、残り銀貨３枚と大銅貨８枚。

　一人分のギルド登録料しかない。

「売りたい物があるらしいから先にギルドに登録して、あとで差し引こうか。それで登録料が払いきれなかったら、ギルドからの貸し付けにしておくね」

「お願いします」

「じゃあ、罪を犯したことがあるか確認してから二人にカードを渡すね。カードに魔力を通せば、登録は完了だよ」

　そう説明された私とテトは、順番に宝玉に手を翳すが、特に罪となることはしていないので無罪の青色判定が出る。

　なので、渡されたカードに魔力を通すと、自身の名前がギルドカードに記され、ステータスを確認できる。





　名前：チセ（転生者）

　職業：魔女

　Lv37

　体力４２０／４２０

　魔力２８１５／２８１５

　スキル【杖術Lv１】【原初魔法Lv３】その他、色々……

　ユニークスキル【創造魔法】






　だいたいこんな感じのシンプルなやつだ。

　そして、隠したい項目を指で擦りながら、隠れろと念じると消えるので、【転生者】という種族項目とユニークスキルの所を消す。

　続いてテトのステータスも同様だが、ゴーレムの核の魔力が体力も兼任しているので、名前と剣術などの当たり障りのないスキル以外を隠させる。

　これで私とテトは、冒険者という身分を手に入れた。











13話【ダンジョン攻略は、一攫千金の夢があるって本当ですね】






「これでギルドの登録は終わりだよ。最後に質問だけど、これから泊まる予定の宿はあるかい？」

　ギルド職員の青年に尋ねられて、私は首を横に振る。

「泊まる予定の宿はないです。とりあえず、手持ちのものを換金してから考えます」

「それじゃあ、早速この場で換金しようか。品物を出してくれる？」

　そう言われた私は、テトと共に攻略したダンジョンで見つけたお宝を次々と取り出していく。

　正直、女二人組がこれだけの宝飾品などをマジックバッグから取り出すのは異常なことだと思うが、それでもギルド職員の青年は詮索せずに白い手袋を嵌めて調べ始める。

「これは……なるほど」

　何がなるほどなのか分からないが、手元に用意した紙に鑑定したお宝の値段を書き込む。

　そして、全部の鑑定が終わり、ふぅと長い溜息を吐き出している。

「近々オーク・キングの討伐のための報酬も確保しておかないといけないけど、全部を買い取るくらいの予算はあるよ」

　そこから買い取ったこの宝飾品とお宝を然るべき場所に売れば、更なる利益が上げられる、と暗に言う。

「すみません。査定のリストを見せてください」

「ああ、いいよ」

　私は、渡された査定額を確認する。

　宝飾品は、金属的な値段、実用的なデザイン、嵌められている宝石の大きさなどで総合的に判断されているようだ。

　銀製だと銀貨５枚前後、金製だと銀貨20～30枚前後であり、宝石の有無などでも少し変わってくる。

「大金貨15枚かぁ……」

　私は、そう呟いて考える。

　硬貨の価値は、銅貨１枚１００円、大銅貨１０００円、銀貨１万円。小金貨が10万、大金貨１００万と言った感じだ。

　そうなると大金貨15枚となると、１５００万ほどだ。

　異世界の物価を正確には把握していないが、ダンジョンのお宝一部だけでもしばらくは慎ましく暮すことができそうだ。

　それに──

「なら、このマジックバッグとこっちの鑑定のモノクル、それと炎弾や石礫が撃てる杖だけど……売る場合は、幾らになりますか？」

「っ!?　魔導具を売ってくれるのかい!?」

「売りません。参考にするだけです」

「だよねぇ。まぁ売ってくれても予算がないんだよねぇ。とほほっ……」

　そうざっくりと斬り捨てると男性は、落胆するように肩を落とすが、大まかな目安を教えてくれる。

「マジックバッグは、容量や内部の時間経過によってだけど最低でも大金貨５枚から天井知らず。鑑定のモノクルは、調べられるレベルにもよるけど小金貨５枚から50枚、使い捨ての魔法の杖は、最低銀貨３枚が相場かな」

　まぁマジックバッグなど、輸送用の大型トラックを携行できると考えれば、数千万から億円の値段が付くだろう。

　国家の軍事行動や冒険者のダンジョン攻略に必要だと考えれば、その価値も頷ける。

　それに鑑定のモノクルも見た目は、ただの片眼鏡なのに全ての宝飾品を合わせても、なおそれより高い。

　それに【創造魔法】で魔力量40で創れる【炎弾の杖】などが銀貨３枚なので、それを売っていれば、食うのに困らなそうだ。

　魔導具というのは、相当に高価なもののようだ。

「それなら、宝飾品全部をこの査定額の値段で売ります」

「ありがとう。二人分の登録料銀貨６枚を差し引くと査定額の合計は、大金貨14枚と銀貨94枚になるよ」

　あのダンジョンは５階層と小さめだったが、それでもこれだけ稼げる。

　それにテトが吸収したダンジョンコアも売っていればもっと……そう考えるとダンジョンドリームに取り憑かれる冒険者たちも多いのではないかと思う。

「大金貨をそのまま持ち歩くと危ないから、ギルドカードに記入しておく？　そうすれば、どのギルドからでも引き出せるよ」

「そうね。それなら大金貨14枚を私とテトのカードに半分ずつ入れてください。残りの銀貨96枚は当面の生活費にします」

　私がそう言うと、隣に座るテトが私の服の袖を引いてくる。

「魔女様、テトはいいのです。魔女様が全部持ってて欲しいのです」

「テトも働いたんだから、これはテトの分よ。もしかしたら、欲しい物ができた時、ギルドカードに貯めておけば、買うことができるわよ」

「ううっ……でも……」

「働いた後、自分で欲しい時にお菓子を買えるお金、欲しくない？」

「お、お菓子……」

　目を輝かせ、涎をジュルリと啜るテトに苦笑いを浮かべ、生活費は私が管理するが、報酬は山分けという形で強引に押し通した。

　ゴーレムの物は創造者の物、と言う認識が魔法使いの常識なのだろうが、私は、テトに対して道具と言うよりも一人の人格を感じており、世間通りに扱うことはできない。

「思ったより長く時間を取っちゃったね。私はこれで仕事が終わりだから、オススメの宿に案内してあげるよ。１泊銀貨１枚で料理が美味しい、安心安全を提供してくれる宿だよ」

「お願いします」

「魔女様以外のご飯、楽しみなのです」

　私たちはカードの処理と銀貨96枚を受け取り、ギルド職員の青年に案内されて宿屋に向かう。

「ここがこの町オススメの宿──【秋あき麦むぎ亭てい】だよ」

　青年の案内で宿に入ると、既に食堂の方は夕食時であり、料理を運ぶ女の子が忙せわしなく働いていた。

「ただいまー、大事なお客さんを連れてきたよ」

「あっ、お兄ちゃん、お帰り！　ちょっと、おかーさん！　お客さんだよ！」

　お兄ちゃんと呼ばれる青年に、家族経営らしい宿。

　そして、現れた恰幅のいい宿屋の女将さんに見られて、私はフードの端を摘まみ、目元を隠す。

「あらあら、いらっしゃい。あんたがお客さんを連れてくるなんて珍しいね！」

「ギルマスとライルさんたちからの頼みだよ。女の子だけで冒険者になりに来たんだから、少しでも安全な場所を紹介してほしいってね」

　ギルド職員の青年、もとい宿屋の息子は、そう説明する。

「なるほどね。二人とも、部屋はどうする？」

「二人部屋でお願いします。とりあえず、二人で１週間の食事付き」

「なら、台帳に名前を書いておくれ。二人で銀貨14枚だよ。もしも早めに宿から出て行く時は、精算して返すからね」

　私は、こくりと頷き、銀貨14枚を女将さんに渡す。

「早速、食事にするかい？」

「宿の部屋で食べたいから、運んでもらえますか？」

「それは構わないよ。はい、これが宿の鍵だね」

　受け取った鍵は二階の一室のもので、他にも寝具の交換や清掃などの話、宿泊のルールなどを聞き自室に戻る。

「……ランタンの燃料は、購入か。勿体ないわね──《ライト》」

　光魔法で明かりを灯し、衣類などを一括で洗浄・浄化して身綺麗になる。

　そして、ベッドに腰を掛けると、ふと長い溜息が漏れる。

「フカフカなのです～。テトは、今日ここで休むのですか？」

「ええ、そうよ。そう言えば、今までずっと夜の見張りを頼んでいたわね。ありがとう、テト。それと負担掛けてごめんね」

「えへへっ、テトは、全然負担じゃないのです。でも魔女様の役に立てて嬉しいのです～」

　そう言って、ベッドでゴロゴロするテトは、ピタリと動きを止める。

「魔女様。今夜も見張りはいるのですか？」

「ううん。安全な宿らしいから、今晩は見張りとかしなくてもいいよ」

「前から思っていたのです。テトも魔女様と一緒に寝たいのです！」

「それじゃあ、今晩は一緒のベッドで寝ましょう」

　屈託ないテトに自然と顔が綻び、人里に辿り着くまでの長い道のりの緊張が少しずつ解けていく。

　部屋に届けられた食事は、硬めのパンと美味しいシチューとサラダだった。

　パンだけで言えば、私の【創造魔法】で創り出したパンの方が絶対に柔らかいのに、どうして自分で生み出したものよりも人の手を介した料理の方が美味しくて、温かいんだろう。

　いつもよりも食事が美味しく感じ、泣きそうになる。

　そして疲れた私は、テトの体にしがみついて横になると、転生してから初めて強い安らぎを感じる。

　ああ、そうか。

　精神年齢は記憶も朧気な前世を基準にしているのかも知れない。

　だが私の肉体は、まだ12歳の子どもなんだ。

　どんなに平気なつもりで背伸びをしようとしても、心は疲れてしまう。

　だから、今日はもう休もう。











14話【魔女は、勤勉にギルドに通う】






　朝、目が覚めた。

　同じベッドで寝ていたテトの胸に顔を埋めており、ゆっくりと視線を上げると、にやけた表情で眠ったままのテトを見ることができた。

「ふへへっ、魔女様、もっと食べさせて、黒土～」

「どんな夢を見ているのかしら」

　私は苦笑しながらテトの腕から抜け出し、優しくテトの髪を手櫛で梳き、起こさないようにゆっくりと離れる。

「さて、今日の予定はなにをしようか」

　転生者である私と生後（？）数週間のゴーレムのテトだ。

　正直、常識がない。

「とりあえず、色んな知識を集めないと、文化や風習、スキルについて学ぼうかな」

　そして、町の鐘が８回鳴る頃まで、窓から外の大通りの様子を眺める。

　人々の動きや行き交う人の服装などは、私の記憶の中にある中世ファンタジーらしいものである。

「むにゃむにゃ～、魔女様～、赤土は、赤土のお団子は、あんかけ仕立てで～」

「テトはほんとうにどんな夢を見ているのかしら。ほら、そろそろ起きなさい」

「はい、魔女様！　テト起きたのです！　起床したのです！」

　私の呼び掛けと言うか命令にテトは、シャキッと起立する。

　本当に寝ていたのか、疑問に思う反応の早さだが、多分これは元ゴーレムとしての命令機能が残っているので、その命令系統からの強制覚醒だろう。

　まぁ、手間が少なくて楽でいい。

「さぁ、着替えて朝食を取りに行きましょう」

「はーい。ごはん、ごはん～」

　嬉しそうに着替え始めるテトに微笑みを浮かべ、食堂に向かう。

「おはようございます。昨日は、よく眠れましたか？」

「ええ、よく眠れたわ、ありがとう。朝食を頼めるかな？」

　私が宿屋の娘さんに頼むと、すぐに朝食が出てくる。

　パンに厚切りベーコン、生野菜のサラダ、スープと栄養バランスが良さそうだ。

「「いただきます」」

　私とテトは、手を合わせて食前の祈りを捧げて、食べ始める。

　朝食を食べながらそっと他の宿泊客や食堂の客を観察して、食前の祈り方を盗み見る。

（その辺は、教会的な文化圏なのかな？）

　朝食を食べながら他の客を観察していると、あることに気付く。

（冒険者らしい人が少ない？）

　今、食堂を利用している人は、商人風の人や近所の住人たちだろう。

　冒険者らしい人もチラホラいるが、それでもこれから仕事に出かけるような感じではなく、仕事のないオフ日のようなラフな格好をしている。

　昨日の夕方に食堂を覗いた時には、冒険者らしき人たちは結構多かったと思う。

「ねぇ、ちょっといいかな？」

「はい。何ですか？」

　朝食を食べ終えた私は、食後に水を飲みながら近くを通った宿屋の娘さんに尋ねる。

「冒険者の人たちは少ないみたいだけど、どうして？」

「あー、それは、依頼を探しに行く冒険者たちは、鐘６回の頃には、食べ終えて出かけていますから」

「そう、勤勉なんだね」

　冒険者という名前とは打って変わって、みんなライルさんたちのように真面目で勤勉なのだろうかと思ったが、どうやら違うようだ。

「鐘６回の時に新しい依頼が張り出されるらしくて、割のいい依頼を目当てに朝から依頼の争奪戦らしいですよ」

「そうなんだ」

「冒険者は、ある程度の実力が付くまでは死ぬかもしれないし、報酬も安くて大変なお仕事が多いってお兄ちゃんが言ってました」

「あなたのお兄さんは、私たちを案内してくれたギルド職員の人だよね」

「はい。うちのお兄ちゃんは、そうした朝の依頼を張り出す準備で今日は早くからギルドに行ってますよ」

「冒険者もギルド職員も大変だね。ありがとう、いい話が聞けたわ」

　私がそう言うと、宿屋の娘さんから何か期待するような目を向けられているのに気付く。

「はい。またいい話があれば教えてね」

「はい！」

　私は、宿屋の娘さんのエプロンのポケットにそっと大銅貨１枚を入れた。

　正直チップ文化には馴染みがないが、今後も何か良さそうな情報があれば、チップを渡して教えてもらうことを覚えなきゃ、と思う。

「さて、テト。ギルドに行きましょう」

「はい、魔女様。それで今日は何するのですか？　またオークを倒すのですか？」

　小首を傾げるテトだが、私は首を横に振る。

「とりあえず、一週間ほどギルドの資料で調べ物をするつもりよ」

「わかったのです！」

　そう言ってギルドにやってくれば、既に冒険者たちが割のいい依頼を選び取った後なのか閑散としていた。

　私も早速依頼の掲示板を見に行って私たちのランクであるＧランクを見る。

「町中のお手伝いに薬草採取とか……」

【創造魔法】で創り出した紙とペンに、掲示板に残っている依頼の内容と報酬、備考などをメモして、自分たちが依頼を受ける時の相場の目安を記録する。

　そして、自分たちのランクより上の依頼なども確認していくと、オーク関係の依頼が幾つか残されていた。

「オークの食肉確保とオーク討伐の依頼かぁ」

　それぞれ報酬に違いがあるがここに残っている、ということは、総合的に割の悪い部類の仕事なんだろう。

　掲示板を確かめた後、カウンターの受付嬢に話しかける。

「すみません。ギルドに本とかって置かれていますか？」

「本、ですか？　それだったら２階の資料室で誰でも閲覧できますよ。ただ、本の持ち出しはできませんから、個人で複写などお願いします」

「わかりました。ありがとうございます」

　私は、テトを連れて２階の資料室に向かい、そこに詰めている司書を兼任する事務員さんに利用の注意を聞いて、通い始めた。

　１日目、とりあえず目に付く本として教会から出版されている聖書などを流し読みするが、意味が難解すぎて、読むのに苦労する。

　テトは、早々に飽きる。

　２日目、今度は【創造魔法】で【速読】と【並列思考】スキルのスキルオーブを創り出してスキルを習得して順調に読み進める。

　資料室の本の中でも、魔族の一つの種族の起源に関する話は、興味深かった。

　吸血鬼の起源は、とある魔術師が、恋人の死体を使役したことが始まりと言われている。

　何時しか仮初めの生命が宿り、その魔術師と子を成したことで吸血鬼たちが生まれた、という説だ。

「テトに似てる……」

　その魔術師は、恋人の死体を素材にフレッシュ・ゴーレムを作ったのではないかと思う。

　その結果、ゴーレムの核と死体が結び付き、多くの魔石などを取り込み、テトのように精霊も取り込んで進化した結果、吸血鬼の始祖が生まれたのかもしれない。

　魔族は、魔石を体内に持つ人種という定義もあるらしい。

　そのため広域的にテトは、ゴーレムの魔族と言えなくもない。

　テトの場合には、私から不足する魔力の補充を受けられる。

　吸血鬼の場合は、その名の通り吸血行為によって魔力を補っていたのかもしれない。

　そして、そんなテトは──

「てりゃー」

「ぐわぁぁぁっ！」

　流石に、資料室に籠もるのに飽きたためにギルドの訓練所で好きに動くことを許可した。

　そうしたら、早速同じように訓練所に来た冒険者たちと打ち合うことになったが、見た目と違い、タフさと怪力で次々と冒険者たちを薙ぎ払っていく。

　オークとは違って人間が相手なので、怪我をさせないようにテトに手加減するように命令してある。

　テトとしても人間を怪我させずに無効化する技術というものを、拙いながらも学び始めていた。

「これは、いい兆候かな」

　そうして、二日目の調べ物も終わった。

　私がテトをギルドの訓練所に迎えに行った時には、息一つ乱さないテトとその傍に死屍累々の冒険者たちが地面に転がされていた。

　大怪我はないが、転がされてできた擦り傷や、訓練用の木刀で叩かれてできた打撲傷なんかを負っている。

「お疲れ様、それとテトに付き合ってくれてありがとう。──《エリア・ヒール》《クリーン》」

　テトと訓練してくれた冒険者たちには、お礼として回復魔法と清潔化魔法を掛ける。

　そして、以降は、テトに訓練を挑む人が増え、私は資料室での調べ物の帰りにお礼として回復魔法と清潔化魔法を掛ける日々が続く。

　三日目の調べ物は、薬草と魔物に関する本を。

　四日目は、スキル一覧などを見つけ、有用そうなスキルを紙にメモする。

　そして夜には、宿の一室で本から得た情報を元に【創造魔法】でスキルオーブを創り出して取り込み、自己強化を図る。

　五日目は、流石に連日資料室に籠もり続けているのは疲れたために、テトと共に買い物に出かけた。

「あっ……」

　日用品や着替えの衣服などを探しに来た私は、ある洋服店で木製のマネキンに着せられた一着のワンピースに目を惹かれる。

「お客さん、あのワンピースが気になるのかい？」

　白のワンピースと胸下からの青色の生地を使った二重構造のワンピースから目を離せずに、小さく頷く。

　白と青の配色だが、やや丈の短いスカートの裾にはフリルがあしらわれており、落ち着きと可愛らしさを両立したワンピースとなっている。

「このワンピースは、高級な魔蚕の絹の反物を仕立屋が丁寧に仕上げて、最後に魔法使いが【耐久向上】と【皺・汚れ防止】、【サイズ調整】の付与魔法を施した一点物だよ」

「すごいのですね～。魔女様に似合いそうなのです！」

　売り口上を口にする店主に対して、テトが相槌を打つが、私はそんな高級品がどうして辺境の町にあるのか、普通なら売れ残らないのではないかと疑問に思う。

　そんな私の視線を受けた店主が深い溜息を吐き出す。

「嬢ちゃん。疑う気持ちは分かるが、こいつの性能は本物だ。ただ、な……ちょっと訳ありなんだよ」

「訳あり？」

　服屋の店主がこのワンピースが生まれた理由を話す。

　元々は、貴族令嬢の外出着として作られた服らしい。

　だが、少女向けのワンピースとしては、色合いが落ち着き過ぎて流行りから外れている。

　それだけなら、まだこの色合いを好む貴族令嬢の少女が買っただろうが、スカートの丈が少し短すぎたのだ。

「貞淑を重んじる貴族令嬢が足を見せるのは、あんまりよくないからな。売れなかったんだ。だから、富裕層の庶民向けに売り出すと、今度は高すぎて買われない」

　高級反物と一流の職人、魔法の付与などを施したワンピースは、高価になり過ぎて買い手が付かないのだ。

　そうして、流れに流れて、この町まで辿り着いたようだ。

「つまり、不良在庫ってことね」

「ああ、付与されている魔法が冒険者の普段着に向いているから引き取ったが……」

　どうやら売れないみたいだ。

「なぁ、嬢ちゃんたち買わないか？　おじさんを助けると思って」

「うーん」

　そう言われた私は、高級品のワンピースに手を伸ばし肌触りを確かめる。

　この世界に来て一番の滑らかな触り心地だ。

　だが、値段が──

「大金貨１枚は、流石に買えないわよ」

　服一着１００万円など、ダンジョンのお宝を売って得たお金があれど、先の見えない今の状況では贅沢品である。

「残念だけど、今回は縁がなかったってことで……」

　同じような肌触りの衣服を【創造魔法】で創るには魔力が圧倒的に足りないだろう。

　私は、後ろ髪を引かれながら、そのワンピースから離れようとするが──

「じゃあ、テトが買うのです！」

「ちょ、テト!?」

「魔女様が欲しい物できたら使えばいいってくれたお金があるのです！　そのお金で買って魔女様にプレゼントするのです！」

　ニコニコと私のためにプレゼントしようとするテトに、ダメとは言い辛く、しばし悩んでから小さく溜息を吐き出す。

「はぁ、わかったわ。でも私も半分出すわ。それと、不良在庫を買うんだから、オマケはしてくれるわよね」

　私が店主に尋ねると、いい笑みを浮かべて頷いている。

「それはもちろんだよ！　あのワンピースを買ってくれるなら少しオマケするよ！」

「それじゃあ、ギルドからお金を下ろしてくるから」

「行ってくるのです！」

　一度、服屋を出てギルドで私とテトのギルドカードからお金を引き下ろして、服屋に戻る。

　そこで先程のワンピースと、冒険者の訓練所で汚すことが多いテトのための着替えのシャツとズボンなどを全部合わせて大金貨１枚で購入して、宿に帰る。

「魔女様～、さっそく可愛い服を着て見せて欲しいのです！」

「まだ、ダメ。もう少し、後よ」

　本日の買い物では、消耗品の衣服以外には、満足のいく物が見つからなかったので、宿に帰って【創造魔法】で創り出すことになった。

「あのままワンピースを着ると、足が寒そうなのよね。──《クリエイション》！」

　私は、購入した白と青のワンピースに合わせてタイツを創り出す。

「魔女様、それはなんなのですか？　魔物の抜け殻なのですか？」

「それは、足に穿くものよ。生足を出しておくと寒いからね」

「テトも魔女様と同じ物が欲しいのです！」

　タイツを手に取ったテトは、私と同じ物を欲しがるが、テトの着ている服装だとタイツはあまり似合わない。

「代わりにニーソックスはどうかしら？　膝上まで覆えてテトに似合うわよ」

「魔女様が似合うって言うなら、そっちの方にするのです！」

「どうせなら、もう少しテトに似合う服装も創りましょう。──《クリエイション》！」

　そして、買い物と【創造魔法】で揃えた衣服を私とテトが試着する。




[image: ]




　私の衣服は、インナーは白と青のワンピースに黒のタイツ。その上からフード付きのローブを羽織っている。

　テトの衣服は、剣士らしく、動きやすさを重視したシャツと丈夫なホットパンツだ。そして、健康的な生足を覆うニーソックスが逆に太ももを強調している。

「魔女様、可愛いのです。それに触り心地が凄く良くなっているのです」

　後ろから抱き締めてくるテトは、私の脇腹辺りのワンピースの生地を撫でるので、くすぐったさに身を捩よじる。

「テト、くすぐったいから止めて」

「あわわっ、ごめんなさいなのです！」

　テトは、撫でる手を止めて謝るが、決して私を放そうとしない様子に苦笑しながら尋ねる。

「テト、新しい服の着心地は、どう？」

「着心地が良くて凄くいいのです！　魔女様、ありがとうなのです！」

「テトが喜んでくれて嬉しいよ」

　他にも下着や小物なども【創造魔法】で揃えて、五日目の休日を過ごした。

　六日目──魔法使いの教本などはないが、その代わりに魔法使いが魔力を貯めて、必要な時に魔力を引き出せる鉱物【魔晶石】と、魔力を活用した技法である【身体強化】についての本を読み、資料室で調べたいことが無くなった。

　そして七日目──











15話【有り余る魔力を、パワーに変えて】






　資料室で調べることも無くなり、七日目には、私も訓練所に居た。

「魔女様？　今日は、魔女様も一緒なのですか？」

「私は端の方でちょっと瞑想しているから、普段通りやっていいわよ」

「わかったのです！」

　テトは、普段と変わらず挑戦してくる冒険者を相手に、模擬戦を繰り返す。

　色々な武器を扱う冒険者たちを相手に連日模擬戦をしているので、徐々にそれぞれの武器の対処方法を身に着け始めていた。

　その一方で私は、訓練所の端の方に座り、【身体強化】についての練習を手探りで行なっていく。

「体内の魔力を感じ取る……は、できるね」

　魔法を使い慣れているために、魔力を感じることはできる。

　普段は、体内の魔力から必要な分を魔法の発動に使用しているが、今回は魔力全体の動きを観察していく。

「あっ、今気付いたけど、体から魔力が放出してる」

　魔力のロスと言うべきものだろうか。

　体内から自然に放出されて、空気中に消えていく魔力がほんの少しある。

「えっと、魔法使いの瞑想は、この自然放出される魔力を体内に留めて、回復を早める、か」

【身体強化】の指導教本の写しを読みながら、体内魔力を操る。

　意外と、自然放出される魔力にまで意識を向けて体内に留めるには、コツがいる。

　だが、資料室の本を読む時に習得した【並列思考】スキルが効いているのか、魔力の観察と集中の作業により体内に魔力を留めることができた。

　それにより、自然放出で喪失する魔力を体内に留め、魔力の自然回復が高まっている。

「これが瞑想か。更に、この状態を維持して動き続けることを【魔力遮断】ね」

　体外に放出する魔力を体内に留めて遮断することで魔力を感知する魔物から気配を隠す技法らしい。

「けど、意外と疲れるわね」

　瞑想のコツは掴んだが、この状態を維持しながら動くのは神経を使う。

　理想は、放出される魔力を何時間も押し止めたまま自然に動くことだが、それに至るまでには慣れと鍛錬が必要だろう。

「さて次は、いよいよ【身体強化】ね」

　瞑想を解き、ゆっくりと体から放出する魔力量を増やしていく。

　そして、体内の魔力を消費しているのを感じ、近くの小石を拾い上げる。

「【身体強化】は……うん。成功かな」

　拾い上げた小石を指先の摘まむ力だけで砕くことができた。

「これが基本的な【身体強化】で、それを特定の部位に集めることで威力を上げる、と」

　例えば、腕に魔力を集めれば重い剣を軽々と持ち上げ、足に魔力を纏えば足が速くなる。

　体全体を覆えば、物理と魔法の両方に対しての防御力が上がる。

　普通の冒険者たちは、度重なる戦闘で無意識に体内の魔力を攻防に使うらしい。

　私は、一度全身から放出している魔力を止めて、目だけに魔力を集中させて模擬戦するテトと冒険者たちを見つめる。

「うわっ、テト凄い。ああなっていたのね」

　目に魔力を集中させることで、他者の魔力を見る【魔力感知】ができた。

　その【魔力感知】で見たテトは、全身から魔力を発して【身体強化】を常時維持しているような状態だ。

「なるほど。テトの体の強さが分かった。だから、毎日魔力の補充が必要なのね」

　対する冒険者たちは、魔力量で圧倒的にテトに劣っている。

　だが、少ない魔力量でも無意識で体の各所を魔力で強化したり、武器に魔力を乗せたりすることでテトの【身体強化】の防御を突き抜けようとしていた。

「全然、前衛の戦いって分からないけど、魔力の攻防だけを見ているのも面白いなぁ」

　テトは、全身を魔力の鎧で覆っているような物なので分かりづらいが、同格の冒険者同士だと、攻撃された場所に合わせて、魔力を集めて防御している。

　大抵は、魔力量を多く集めれば、攻撃を防げる。

　逆に集める魔力が少ないと、防御が崩されたり、防御しても体に衝撃が伝わりダメージとなる。

「けど、魔力量だけが絶対じゃないか。体格や筋力差もある」

　きちんと魔力量を多くして防いでも、体格のいい人からの攻撃なら、少ない魔力でもその防御が崩される場面を多々見かけ、その逆で少ない魔力でも防げることがある。

「基礎的な身体の強さと【身体強化】の強度の掛け合わせって感じかな？　そうなると体格がいい人が有利か」

　だが、逆説的に言えば、圧倒的な魔力量さえあれば、体格差の不利さえ覆せる。

「私も魔力を──むぅ……これ以上は放出できない」

　毎日【不思議な木の実】を食べている私の魔力量は、徐々に増えて現在２８００を超えている。

　ギルドに集まっているＤランク冒険者たちに比べて多いのだが、それを一気に放出して【身体強化】をしようとしても、ある一定の魔力量までしか流すことができない。

「【身体強化】には、上限があるのね。それとも放出量はこれが上限であとは魔力の密度かな」

　私が少しの間、最大魔力を放出したことで、私の魔力放出に気付いたのか、何人かの冒険者たちが私に対して身構えていた。

『おい、今なにか、あの嬢ちゃんからやべぇ雰囲気あったぞ。あの子何者だ』

『テトちゃんのご主人のチセちゃんだよ。なんか、凄いものを一瞬感じたけど、なんなんだ』

『上位の魔物が発する威圧に似てたぞ。あの歳でそんなことできる子が居るのか？』

『テトちゃんの強さだってＣランク以上の実力だろ。チセちゃんだって、今日は日向ぼっこしてるみたいだけど、魔法使いらしいし魔法の練習とかじゃないか？』

　などと噂されている私は、少し目を閉じて瞑想に集中し、全力の魔力放出で減った魔力の回復に努めている。











16話【ついに先輩冒険者に絡まれた。ただし、テトが……】






　私が瞑想しながら、他の冒険者たちの様子を観察していると、ギルドの訓練所に数人の冒険者たちがやってくる。

『おい、ここにテトって小麦色の女がいるって聞いたが、どいつだ！』

　酒焼けしたようなガラガラ声と柄の悪そうな冒険者たちが、テトを指名する。

「新しい挑戦者なのですか？　いいのです！　一人ずつどこからでも来るのです！」

「ちげーよ、バーカ！　話の通り頭が緩そうなやつだな」

　模擬戦で使っていた木刀を構えるテトだが、予想と違う人たちが来て小首を傾げる。

　そして、そんなテトに用件のある不良冒険者たちは、意味不明な要求を垂れ流す。

「ギルドに入る前から随分鍛えてるようだな！　お前、俺たちのパーティーに入れ。取り分は、お前が１割だ。すぐにランク上げてやるぞ」

　どうやらテトをパーティーの勧誘に来たようだ。

　ただ、いきなり現れての、一方的な物言いに周りの冒険者たちもざわめく。

「うーん？　魔女様に聞かないと分からないのです～」

　テトとしても判断できないようで、私に丸投げの発言に、そうだろうなと内心苦笑する。

　また、周囲の冒険者たちは──『ザンス！　この不良冒険者が！』『おめーらなんてお呼びじゃねーんだよ！』『いつもの酒場に帰れよ！』『金がねぇなら働け！　腕っ節強いのが自慢ならオーク討伐に行けよ』『お前らがいると冒険者ギルドの評判まで落ちるんだ、さっさと辞めろ』──と不良冒険者たちを睨み、野次まで飛ばしている。

　野次の内容から、素行が悪いが実力だけはある冒険者で相当に嫌われているようだ。

　本来なら関わるべきではないだろうが、テトのご主人様である私が逃げるわけにはいかない。

「私の仲間に何か用？」

　テトの傍に近寄り、話しかけてきた柄の悪い冒険者たちに言葉を返す。

「私がテトとパーティーを組んでいる魔女のチセよ。パーティーの勧誘ならお断りよ」

「ガキがしゃしゃり出てくるんじゃねぇよ！　俺たちは、小麦女に用があるんだ！　ガキは、とっととお家に帰んな」

　テトとパーティーを組む私のことも知っているのか、見下したような態度を取ってくる。

　それに彼らが綺麗な小麦色の肌からテトを小麦女と言うので、馬鹿にされているような気がして段々と腹が立ってくる。

「おい、そこの小麦女！　こんなガキに使われる立場でいいのか？　冒険者になったなら、もっと自由に生きようぜ」

「うん？　テトは、魔女様が好きなのです。魔女様と一緒にいられればそれでいいのです～」

「魔女だかなんだか知らねぇが、俺たちの言うこと聞けばいいんだよ！　そしたら、楽にランク上げてやるっつってんだよ！」

　脅しのように声を荒らげるやつらだ。

　そして、魔力を目に集中させると、相手は瞬間的に声に魔力を乗せて威圧していることに気付く。

　無意識の恐喝なのだろう。

　魔力に対抗する手段を学んでいない新人冒険者たちにとっては、有無を言わさぬ強制力があるのだろう。

　私が黙って考察し、テトも私の傍に控えているのを見て、今まで脅していた相手と同じように私たちも萎縮しているように思ったのだろう。

「よくよく見たら、そっちのガキも綺麗な顔してるな。小麦女と一緒に仲間にしてやるよ、ただし二人揃って報酬１割だな！　他にも色んな雑用があるだろうけど、新人育成だから、文句はないよなぁ！」

　私の体やテトの胸を舐め回すように見つめる不良冒険者たちからは、人間の悪意による気持ち悪さを感じる。

「お断りよ」

「あん？　てめぇ、状況分かってんのか！　女二人で冒険者稼業なんてやっていけると思ってんのか！　そこの小麦女と同じで夢見がちな頭の緩い馬鹿か！」

　私が怒りを抑えながらきっぱりと断ると、相手は腰に吊るした剣を引き抜く。

　先程覚えたばかりの魔力放出による威圧の実験台にでもしようか、と考えている間にテトが私の脇を通り抜けて、不良冒険者のリーダーの顔面を殴りつけていた。

「──魔女様のことを悪く言うなぁぁぁっ！」

　テトの魔力を纏わせた拳は、脅しで抜いた不良冒険者たちの武器を砕き、その顔面にパンチを叩き込んで一撃で地面に沈めていく。
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　特に地面に倒れたリーダーのザンスと呼ばれた冒険者には、テトが追い打ちで何度も蹴りを入れ始める。

「魔女様の悪口を取り消すのです！　取り消すのです！」

「テト、止めて！　もう気絶してる！　追い打ちはダメよ！　私は、平気だから！」

　慌てて私がテトを止めて引き離すと、テトの目元が潤み、ボロボロと涙を流し始める。

「うわぁぁぁっ、だって、だって、あいつら、魔女様のこと馬鹿って言ったぁぁぁっ──」

「あー、よしよし。大丈夫だから、大丈夫よ」

　生まれてそれほど時間が経っていないテトは、どうやらかなり情緒面が幼いようだ。

　自分自身に対する悪意には鈍いのに、私に対する悪意には敏感な所は、使役者を守るゴーレムの性質を引き継いでいるのだろうか。

　しばらくワンワン泣き続けるテトを宥めつつ、他の冒険者たちにこいつらどうしよう、と視線で訴える。

　とりあえず死んではいないようだが、一撃で顔面ノックアウトで脳震盪を起こしており、顔が赤黒く腫れ上がっている。

　そして追い打ちを受けたリーダーのザンスは、顔面だけでなく蹴りで肋骨が何本か折れているのか、苦しそうな呻き声が聞こえる。

「えっと、とりあえず証拠隠滅のために回復魔法を……って、テト」

　泣き止んだテトだが、私を馬鹿にしたやつらを治療するのは嫌なのか、服を掴んで俯いたままブンブンと首を左右に振る。

「あー、どうしよう。これ……」

　近くの冒険者に助けを求めるが、困ったような表情を返される。

「ザンスのやつらは、普段から依頼や狩りの獲物を横から奪ったり、酒場で絡んでくるから正直、スッキリしてるけど、テトちゃんがザンスのやつらを瞬殺できるほど強いとは思わなくて、困惑している」

「冒険者同士の揉め事、ってどうなるのかな？」

「うーん。ギルドでの仲裁になるけど、チセちゃんとテトちゃんを報酬の１割だけで働かせようとしてたから、普通にザンスのやつらの方が批難される」

　それに、今まで問題しか起こさなかった不良冒険者と、Ｃランクパーティーの【風に乗る鷹】を助けた女の子たちだったら、信用度が違うらしい。

「そういうものなの？　私たちはまだ登録したばかりだけど」

「どっちがギルドとして有益かの話だ。もちろん、俺たちは二人を擁護するぞ」

　それを皮切りに他の人たちも私とテトの擁護に回ってくれるようだ。

　なんだか、人の温かみを感じて少しホッコリする。

　そして──

「おーい！　ギルドマスターを呼んできたぞ～」

「……これは、どういう状況だ？」

　ギルドマスターと呼ばれた厳つい細身の男性がギルドの訓練所に姿を現わす。

　そこで冒険者たちがこの場で起きた出来事をギルマスに説明してくれる。

　ただ、その説明は、私たち寄りの説明だったので、私たちに対するギルマスの視線が柔らかくなった。

「チセ君にテト君だな。今回のことで君らを疑っていないし、正当な自衛だと思っている。だが一応、君たちの口からも説明して欲しい」

　立場の弱い女の子だからなのか、見た目とは裏腹に丁寧な口調のギルマスに、私たちの口から今回のことを語る。

　その間、テトはずっと私の胸に顔を埋めて、落ち着いている。

「なるほど。報酬は二人合わせて１割。納得せずに恐喝で先に剣を抜いたか」

「いいの？　私の話を鵜呑みにして。冒険者としての依頼もまだ受けていないんだけど……」

「冒険者としては、１週間休んだりすることは珍しくない。それに女の子二人だけで森を抜けての長旅の後ならば、まだ依頼を一つも受けずに休むのは、当然だ」

「そう言われると、心が楽になるかな」

　私は、少しだけ肩の力を抜いて答える。

「そろそろ調べ物が終わったから、明日から少しずつテトと一緒に依頼を受けようと思う」

「勤勉な冒険者は歓迎だ。だが、野外に出る時は気をつけろ。君らも知っているだろうが、オーク・キングが誕生している」

　厳めしいギルマスは、ふと表情を和らげるが、すぐに引き締めて忠告してくれる。

「今日はもう帰りなさい。後のことは大人の私たちが片付けておく」

「お願いします。それと──《エリア・ヒール》《クリーン》」

　そして、いつも模擬戦終わりにしているように訓練所の冒険者全員に回復魔法と清潔化の魔法を掛けて、一度会釈してからギルドを出るのだった。







　ＳＩＤＥ：冒険者ギルド







「ふぅ、無自覚な強者か。末恐ろしい」

　魔女のチセと彼女を守る剣士のテトを見送り、不良冒険者のザンスたちの処遇を決める。

　その際、チセたちがこの１週間に行なったことを思い返す。

　本人たちは、情報収集のための資料室通いと体を鈍なまらせないための訓練所での模擬戦だったのだろう。

　だが、重要なのは先程行なわれた無償の──正確には、テトの模擬戦の謝礼という形の回復魔法だ。

　このギルドの訓練所には、怪我をして依頼を受けないが体を鈍らせたくない冒険者たちが集まっていた。

　そんな者たちに対して回復魔法を使用した結果、オーク・キング討伐に向けての回復を待っていた冒険者が早期に戻り、討伐の準備がスムーズに進んでいる。

　そんな負傷していた冒険者たちの中には、オーク・キング討伐という稼ぎ時に間に合ったために、魔女を名乗るチセのことを裏で聖女や幸運の女神などと言う者がいるらしい。

　それにオーク以上のタフさの剣士のテトと模擬戦をしたことで、Ｄランク程度の冒険者たちならば、パーティーで１体ずつオークを安定して狩れるほどに動きが良くなっていた。

　逆に、実力に不安があった冒険者たちには、テトの高い膂りょ力りょくに何度も立ち向かうことで、勝てないまでもオークの攻撃を防ぎ、生き残ることができるという自信を持たせてくれた。

「チセくんとテトくん。君らは、ちゃんとギルドに貢献しているんだよ」

　当人たちがいない中、ポツリとそう呟くのだった。
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　さて、トラブルが起きたために早めにギルドを後にした私たちは、早々に宿に引き籠もるのも不健康だと思い、ダリルの町を見て回ることにした。

「ほら、テト。屋台のお菓子買ってあげるから機嫌直して……」

「はい……魔女様」

　私の手を掴んでトボトボと付いてくるテトの世話を焼きながら、買い食いなどをしつつ過ごす。

　しばらく、お菓子などを食べているとテトの機嫌が直ったのかニコニコするようになり、そこで今後の予定を繰り出す。

「テト、明日からは町の外の依頼を受けようか」

「明日からですか？」

「そう、そろそろ依頼を受けよう。そして、段階的に依頼をこなしてまずはＤランクを目指しましょう」

　特にこの世界での目的はない。

　だが、冒険者ギルドが管理しているダンジョンに入るには、最低Ｄランク以上の冒険者か、それに準ずる戦力を持つ人間のみが入場を許可されている。

　それなりに社会的地位があればやりたいこともできるし、何か欲しい魔導具などがあればダンジョンに挑んで探せばいい。

　それに──

「テトはアースノイドって新種族っぽいから、ランクが上がって身分が保障されれば、生きやすいはず」

「魔女様は？　魔女様は、どうするのですか？」

　そう問われて私は、悩む。

「うーん。とりあえず、冒険者やっていれば、お金が集まって財力を満たせるし、強くなって武力が高まる。そしてダンジョン攻略や強い魔物を倒せば、名声が得られる。私たちを守るために必要な全てを効率良く集められるけど、先を考えてなかったわね」

　そう考えると、新種族のテトはどのくらい生きるのだろうか。

　そして、魔族扱いされれば、人の世では生きづらくなると思う。

「私は、テトと一緒に居られる安住の地を探そうかな」

「魔女様が一緒ならどこでも楽しいのです！」

　無邪気に喜ぶテトに、私は苦笑を浮かべる。

　この先、10年後か、20年後だろうか。

　この世界で特異な私やテトを守るための場所を探す。

　この瞬間から、それが私の目標となった。

「魔女様、冒険者やってれば、またダンジョンコア食べられるのですか？　あれ、すごく美味しいのです」

「うーん。ダンジョンコアで味を占めちゃったか。でも、ダンジョンコアの魔石をギルドに持ち込めば、お金の他にもダンジョン攻略者の名声が得られるからダメよ」

　たった一つダンジョンコアの魔石を取り込んだだけで新人種になったのなら、二つ目、三つ目を取り込んだら、どうなるのか、私は怖い。

　そんなことを思いながら、宿に戻りいつものように食事を取る。

　最初はテトのお願いで一緒のベッドで寝たが、今ではそれが常態化して、常にテトに抱き締められるようにして眠る。

　朝になり、私たちは１週間分の宿代を追加で払ってギルドに向かう。

　そして、薬草採取の依頼を受注して、そのまま町の外の北の平原まで足を運び、薬草を採取する。

　町の外に出て平原でポーションの材料となる薬草を30本集める、という依頼だ。

　報酬も大銅貨２枚と安く、宿代の足しにしかならないが、今はオーク・キング討伐の準備でポーション需要が高まっているらしい。

　そんな平原で私たちは──

「【創造魔法】で薬草１本生み出すのに、魔力量20かぁ」

　私の魔力を使ってズルをしても依頼を達成できるが、消費魔力に対する金銭効率は悪いので地道に薬草を探す。

「魔女様～、こっちにも薬草あったのです～！」

「テト、お疲れ様！　それじゃあ、丁寧に束ねてマジックバッグに入れておきましょう」

　テトの意外な特技は、地面にあるものを探すことだ。

　なので、次々と薬草を見つけて、私が渡した採取用の短剣で指示された通りに丁寧に薬草を集め、私が転生時に持っていたポーチ型のマジックバッグに入れる。

　私が転生時に持っていたマジックバッグは、時間遅延効果があるので、薬草の鮮度を落とさずに持ち帰ることができる。

　テトが一生懸命に薬草を探す一方、私は目元に魔力を集中させて平原を見渡す。

「魔力の多い薬草は、これね」

【身体強化】の応用である魔力の視認によって、マナポーションの材料を見つけることができた。

　一つずつ丁寧に採取して、10本になったら紐で縛ってマジックバッグに入れる。

　マナポーションの素材の薬草採取も常設依頼であり、薬草10本で大銅貨５枚の報酬とポーションの薬草よりも報酬が高い。

「まぁ、魔法使いの人口の少なさからくる需要だよね」

　薬草採取の依頼の際に、たまに１本や２本混じっているので、それを個別でギルドが買い取ることはある。

　ちなみに、こちらの薬草採取の依頼も集めるのが大変な割にＦランクらしい。

「さて、テト。どれくらい集まった？」

「全部で94本なのです～！　魔女様の方は～？」

「私は、マナポーションの薬草が40本よ。テトと私の分合わせて依頼７回分ね」

　最低ＧからＦに上がるには、ＦもしくはＧランクの依頼30回分の達成が必要になる。

　なので、私とテトは二人でやっているので倍の60回分の依頼をこなす必要がある。

　ちなみに、この30回分の依頼と言うのは、新人が毎日一つずつ依頼を達成させることを想定している数らしい。

「この調子なら10日以内には、二人揃ってＦランクに上がれるね」

「でも、魔女様～？　毎日この数集めたら、他の人が困らないのですか？　それに採り尽くしちゃうのですよ？」

「それは、心配ないよ。薬草は、根っこさえ残っていれば、三日くらいで生え揃うらしいからね」

　それに最近だと、町の北側にオークの出現が確認されて以降、薬草採取を担うＦランク以下の冒険者たちが、安全のために町中依頼か、森から離れた南側の平原で薬草採取しているために、私たちのいる町の北側は、薬草を採る人が少ない。

「さぁ、帰ろうか」

　私とテトは、そのままギルドに戻って集めた薬草を納品する。

　薬草採取は安い依頼であるが、時間遅延のマジックバッグのお陰で鮮度を維持できた。

　またオーク討伐のポーション需要で、本来なら大銅貨26枚の報酬が少し値上げされて切りよく大銅貨30枚＝銀貨３枚になった。

　日本円にすれば一人で日当１万５０００円と考えると、中々にいい仕事だろう。

　まぁ、私のような【魔力感知】やテトのように地面との親和性が高くないと難しいだろうが……

「さて、今日はもう宿に帰ろうか。実験したいこともあるし」

「実験、なのですか？」

「そう、私の使える魔力を増やす実験」

　そう言った私は、早めに宿に戻り、ベッドの上で瞑想して魔力の回復に努める。

　毎日、朝には【不思議な木の実】を食べているのでレベルアップなしでも私の魔力は、少しずつ増えて、現在は約２８００だ。

「いくよ。──《クリエイション》！　【魔晶石】！」

　魔法使いが使う魔力の回復手段の一つとしては、魔力を回復させるマナポーションともう一つ、魔力を貯めておくことができる鉱物結晶の【魔晶石】がある。

　今回は、私の【創造魔法】によって【魔晶石】を生み出す。

「ふぅ、できた……けど、空よね」

　私が創造したのは、あくまで魔力を貯める器としての空の【魔晶石】だ。

【魔晶石】の創造には、魔力量を２０００ほど消費し、余った魔力を空の【魔晶石】に注ぎ込めば、感覚的に魔力を１０００まで貯められるようだ。

　消費魔力の半分が魔力容量になるようだ。

「魔女様？　なんで使える魔力を増やすのに結晶作るのですか？　マナポーションでいいんじゃないのですか？」

「そうね。マナポーションは、飲み過ぎるとお腹がタプタプになっちゃうからね。けど【魔晶石】は、そのまま結晶に貯められた魔力を引き出して魔法を発動させるのよ」

　うーん？　首を傾げるテトには、と水っ腹になる感覚や魔晶石の魔力で魔法を発動させる利便性が分からないのか、私は思わず苦笑いを浮かべてしまう。

「とりあえず、疲れたから少し休むわ」

「分かったのです」

　そして、瞑想することで魔力の回復に努める。

「一日４回【魔晶石】を生み出して余剰魔力を貯めておけば、いざって時に色々使えるかな。いや、これも【創造魔法】の魔力に使えるんだよね」

　私の魔力と【魔晶石】に貯めた魔力で【創造魔法】を使えば、今まで創造できなかったものが作れるかもしれない。

　それに最悪、【魔晶石】自体を売り払って金策にしてもいい、と考えている。

　そんな実験を終えた私は、テトと夕飯を取り、いつものように眠るのだった。
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　ここ二週間、私とテトは、薬草採取の依頼を受け続けた。

　その結果、Ｆランクに上がり、Ｅランクの討伐依頼も受けられるようになった。

　私の装備は、あのワンピースの上から羽織るローブと変わらないがテトは、動きやすい服装の上から革の胸当ての防具を装備して、一いっ端ぱしの女剣士らしさが増した。

　そして、日々の余剰魔力で【魔晶石】を少しずつ創造して魔力を補充した結果、数が50個を超えて外部魔力が５万になった。

　Ｆランクに上がった私たちだが、まだ討伐依頼を受けることができずにいた。

「ふぅ、目の前に魔物がいる森があるのに、立ち入りを制限されるなんてね。別の町に行こうかな」

　現在ダリルの町では、北の森でオークの集落とオーク・キングが誕生したことにより、Ｅランク以下は立ち入り禁止となっている。

　また、【風鷹】の面々を含む冒険者たちがオークの集落を殲せん滅めつする依頼の邪魔になるかもしれないので、下級冒険者の立ち入りを制限している。

「まぁ、順調にいけば、そろそろ討伐が終わる頃かしら？　テト、そろそろ帰ろうか」

「わかったのです、魔女様！」

　いつものように採取した薬草をマジックバッグに仕舞い、西の門に向かう。

　冒険者の列に並び、町に入ろうとした時、北の森から咆哮のような低い声が聞こえた。

「テト、気をつけて！」

「はい、魔女様！」

　テトは、すぐさま剣を引き抜き警戒する。

　町に入るための列に並んでいた旅人や商人たちも何事かと警戒する中、森から10体の赤黒い肌をした人型の魔物が全力で駆けてくる。

「オーガだ！　逃げろ！」

　人食い鬼の魔物として有名なオーガが北の森から現れたために、人々が狂乱状態になり、いち早く町に入ろうと押し寄せる。

「落ち着け！　ゆっくりとだ！　ゆっくりと町の中に入れ！」

　人々を誘導するよりも早く、全力で走るオーガたちの方が城門前まで到着しそうだ。

「くそぅ、なんでＣランクの魔物が10体も現れるんだよ！　誰か、冒険者ギルドから冒険者を呼べ！」

「今は、オーク・キング討伐で人はいねぇよ！」

「それでもギルドから人を呼べ！　城壁の上から追い払うぞ！」

「死ぬ気で人々を守れ！　応援も呼べ！」

　また、町を守る門番たちも震えながら、次々と指示を出している。

「このままじゃ町の外の人たちが蹂躙される……テト、何体相手にできる？」

「うーん？　分からないのです！　でもやるのです！」

「まぁ、当たってみるしかないわね！　いくわよ！」

　初見の魔物であるが、ダンジョンで戦ったボスのストーン・ゴーレムほど圧力は感じない。

　大きさもそうだが、強さだってそれより下だろう。

　テトが剣と盾を掲げてオーガの一団の先頭に斬り掛かる一方、私は、飛翔魔法を唱える。

「──《フライ》！　勝利条件は、城門に到達する前にオーガ10体を倒す。もしくは、避難が終わるまでの時間稼ぎってところかな。──《ウィンド・カッター》！」

　数メートル浮く程度だった飛翔魔法は、以前に比べて高さと安定感を増している。

　俯瞰視点から見下ろし、テトが相手にするオーガとは別の個体に向けて風刃を放つ。

　だが、小手調べとして放ったオークすら両断する魔法は、オーガの強靱な肉体によって防がれ、薄皮一枚の傷に留まる。

「なるほど、【身体強化】かぁ。でも、ストーン・ゴーレムほどじゃないかな」

　オーガは、自身の魔力を体に纏わせることで防御力を高めているようだが、感覚としては、ストーン・ゴーレムの方が格上だ。

　だが、ドロップにより素材が得られるダンジョン魔物とは違い、地上の魔物は死体から様々な有用部位を剥いで利用するので、死体の損傷具合を気にしなければいけない。

「うーん。下手に攻撃を続けても素材が傷つくだけだけど、だからって高威力の火魔法はなぁ……」

　オーガを倒すだけならできるだろうが、素材を傷めず倒すには、少し工夫が必要なようだ。

　それに──

「はぁぁっ！」

　テトの剣とオーガの棍棒が打ち合うが、テトの武器の方が壊れてしまう。

「ああー！　魔女様から貰った剣が──！」

　そして、オーガの棍棒によって殴られたテトが地面を十メートルほど転がり、町の外に並んでいた人々から悲鳴が上がる。

「いったーい！　もう、許さないのです！」

　だが、何事も無かったかのように立ち上がるテトは、猛烈な勢いでオーガに肉弾戦を挑む。

　ゴーレムの膂りょ力りょくと魔力総量の多さによる【身体強化】の強度は、テトの方が数段高く、一撃毎にオーガの腕を砕き、足を踏み抜き、胸部を陥没させる。

『ガァァァァァッ──』

　そんなテトを狙って３体のオーガが殺到し、手数を捌きつつもオーガの足をローキックで叩き折り、１体ずつ機動力を削いでいる。

　ただ殴り返されて吹き飛ばされ、服や防具がボロボロになっていくが、それでも構わずに殴り掛かっていく。

「テトの戦い方って、ほとんど狂戦士みたいね。さて、私は──」

　テトの脇を通り抜けて城門に迫るオーガたちに《ウィンド・カッター》を連発しても、無駄にオーガの体を傷つけて怒りを買うだけだろう。

　ならば──

「【魔晶石】の魔力を利用して──《ハーディング》《シュート》！」

【魔晶石】を基点として硬化の魔法を発動させ、【原初魔法】で打ち出す。

　超々硬度の結晶体が高速で飛んでいき、それに気付いたオーガが棍棒を掲げて打ち返そうとする。

　だが、高速で飛翔する結晶体は、棍棒を削り、貫通して、オーガの頭部に深々と突き刺さる。

　オーガの頭部に潜り込んだ時に、【魔晶石】の魔力が切れて、硬化の魔法が解けると共に衝突の衝撃で【魔晶石】が砕けたようだ。

「【魔晶石】自体を攻撃に転用した実験は、概ね成功かな？」

　同じ速度で小石をぶつけることはできるが、オーガの【身体強化】に阻まれて小石の方が砕けてしまうだろう。

　なので、【魔晶石】の魔力で硬化を維持し、結晶の魔力でオーガの【身体強化】を中和して貫通する物理魔法を作り上げた。

「魔法名は──《ハードシュート》でいいかな」

　再び【魔晶石】の魔力を利用して硬化を維持し、【原初魔法】で私自身の魔力を上乗せして高速で打ち出す。

　それにより超々硬度を持った【魔晶石】がオーガの頭部に高速で突き刺さり、脳を破壊する。

「うん。とりあえず、頭部以外の素材は綺麗に残るし、残りも仕留めよう」

　打ち出された破壊の礫がオーガの脳を一発で破壊していく。

　そして、瞬く間に頭部を破壊されたオーガの死体ができあがり、残った１体が慌てて反転して森に逃げようとするが、それを逃さず後頭部を【魔晶石】で狙撃して倒す。

「テト、そっちは終わった？」

「はい、魔女様！　今終わったのです！」

　４体目のオーガの顔面に拳をめり込ませて倒したテトは、頬に返り血が付いたまま振り返り答える。

　怪我はないが、何度も殴られたり、爪で引っ掻かれたりしたので、服や防具がボロボロで辛うじて下着や布キレが体を隠している。

「テト。私の予備のローブを羽織って肌を隠した方がいいわ」

「はーい。魔女様のローブなのです！」
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　私が清潔化の魔法で返り血を落とすとテトは、予備のローブに包くるまり嬉しそうにする。

「それと、衛兵さん？　ちょっと冒険者ギルドから人を呼んでくれますか？　この事態を説明したいので」

「えっ、あっ……はい！」

　我先に町に逃げようとしていた人たちは、足を止めて、私たちを見ている。

　オーガという危険な魔物が出現し、それを一方的に倒しながらも淡々とする私たちに向けられる視線から逃れるように、フードを目深に被り、伏せた目で自身のステータスを見る。





　名前：チセ（転生者）

　職業：魔女

　Lv44

　体力４２０／５００

　魔力２４２０／４０２１

　スキル【杖術Lv１】【原初魔法Lv３】その他、色々……

　ユニークスキル【創造魔法】






　町に来た時の魔力量が２８００だったが、町に滞在する約一ヶ月の間も【不思議な木の実】を食べ続け、オーガたちを倒した結果、レベルが７つも上がり、魔力量が４０００の大台に乗った。

　ステータスを確かめている間に、町からギルドの関係者たちが集まり、続いてオーガたちが現れた北の森からオーク・キング討伐のために出ていた冒険者たちも戻ってくる。

「なんだこれは!?　だれがオーガを倒したんだ！」

「おい、北からこっちに逃げてきたオーガが全員死んでるぞ！」

「こんな倒し方は、見たことないぞ。頭を一撃で破壊されている」

「こっちの死体は、殴り倒されてるぞ！　どうやったらこんな風に倒せるんだ!?」

　その後、集まった冒険者たちやギルドの関係者たちによって話が整理された。

　まず、オーク・キングを中心としたオークの集落の討伐は、完了したとのことだ。

　ただ、オークの集落ができたことによって、そのオークを食料とするオーガの集団も近くの洞窟に住み着いていたらしい。

　討伐隊には、オーガを倒せる実力者がいたが、討伐すべきか放置すべきか意見が分かれた。

　オーク・キングは、Ｂランクの魔物であり３００体近いオークの集落も危険だ。

　一方、オーガの脅威度は、オーガ単体がＣランクであり、集団でも＋Ｃランク。

　協調性がないオーガは、各個撃破すれば問題ないと判断された。

　逆にオーガとの戦闘で、オークの集落に警戒されると厄介だと判断して、後回しにしたそうだ。

　その結果、皮肉にもオーガの一団が先に町に強襲を仕掛け、それに気付いた冒険者たちはオーク討伐を終えた直後に、オーガを追って慌てて戻ってきたらしい。

「そして、町に到着する手前で私とテトによってオーガが撃破されていた、と」

「その、助かった。けど、本当にどうやって倒したんだ。あのオーガたちを」

　オーガ強襲の経緯を説明してくれた【風鷹】のライルさんが、そう聞いてくる。

　オーガは、生まれながらの強靱な肉体と無意識で発動させる【身体強化】により、古くから恐ろしい魔物とされているのだそうだ。

　一般的に倒す方法は、失血死を狙うか、傷を徐々に切り開いて致命傷を与える方法だ。

　より上位の冒険者や鍛錬を続けた騎士なら一撃で両断できるが、今回のオーガの死体は異常とのことである。

　頭に太い槍でも突き刺したかのように一撃で頭部を破壊されたオーガの死体が６体と、撲殺されて胸や顔が陥没したオーガの死体が４体。

「テトは、本気で殴っただけよ。私の方は簡単に言えば、【魔晶石】に貯めた魔力を使って、高速で飛ばして頭を打ち抜いただけかな？」

「【魔晶石】を打ち出す!?　……何かを飛ばしたって報告があるけど、【魔晶石】を打ち出すとは、凄い威力だな」

「【魔晶石】の魔力を【硬化】に回したからね。それでオーガの【身体強化】を中和しつつ一点突破したわ。まぁ、魔力が切れたら射出の衝撃で【魔晶石】が砕ける使い捨ての物理魔法──切り札ってやつかな」

　私の説明に、切り札をオーガ６体に使ったと考え、【風鷹】のリーダーのライルさんが表情を引き攣らせる。

「逃げ遅れた人たちのために、そんな貴重なものを……。それに、一体どのくらいの魔力が入るやつだったんだ？」

「だいたい魔力量が１０００貯められるやつ。それを６個使ったわ」

　そう言って、溜息を吐いてみせると、ライルさんが小声で呟いている。

（一発小金貨５枚の攻撃魔法……確かに切り札だけど、割に合わない。……だが、人命には……）

　オーガ１体の討伐報酬の相場は、小金貨２枚。革や骨、魔石などの素材売却額を加味しても、トントンかやや赤字である。

　魔法使いにとって何度も使い回せる貴重な魔力タンクの【魔晶石】を、使い捨ての高威力魔法に変えたことに戸惑っているのかもしれない。

　一般的には勿体ないのかもしれないが、【創造魔法】で創れる私にとってはタダ同然である。

　なので私としては、人命の方が大事だと思っている。

「ライルさんは気にしないで、私たちが好きでやったことだから」

「あ、ああ、そうか。……わかった」

　そう言って、納得していない表情だがライルさんは考えることを止めたようだ。

　そうしてオーク・キング討伐やオーガ襲撃の後始末を終えた後、町に入って薬草採取の報告のためにギルドに戻ると、私とテトはギルドマスターに呼ばれた。











19話【飛び級でのランクアップは、お約束です】






　オーガの討伐を終えた後、私とテトは、ギルドの応接室でギルドマスターと対面していた。

　不良冒険者と対峙した時、私たち側に立ってくれた彼は、現在とても申し訳なさそうな表情をしていた。

「君たちが城門近くに現れたオーガの集団を討伐した報告は受けている。それに君たちが討伐していなければ、逃げ遅れた人々が少なくない被害を受けていただろう。感謝する」

「いえ、ただ倒せるだけの道具があっただけですから」

「それでも報告では、１発小金貨５枚相当の【魔晶石】を使ってオーガ６体を倒したと聞く」

　礫を高速で打ち出す魔法は、Ｄランクの魔法使いでもできるだろう。

　普通の石ころでは、【身体強化】をするＣランクのオーガの体に当たって砕けてしまう。

　今回は、【魔晶石】を使い捨てにして、オーガの【身体強化】と強靱な肉体を突破して倒すことができた。

　だが、一般的に何度も使える手段ではない。

　私的な実験としてやってみただけなので、そんなに恐縮されると逆に申し訳なく思う。

「ギルドとしての見解を話そうと思う」

「あ、はい。お願いします」

　次はどうやってオーガのような魔物をスマートに倒そうか、と考えていたところで話し掛けられたので、一瞬反応が遅れてしまう。

「貴重な【魔晶石】を使い捨てた君たちには申し訳ないが、ギルド内には、オーガ討伐の依頼が張り出されていなかったために、事後受注による依頼の報酬は発生しない」

　それは仕方がないかな、と思いながら頷く。

「しかし、オーガの素材は綺麗に残っているので、そちらはギルドで解体し、素材を売却した場合、１体小金貨２枚相当になる。普通ならオーガの死体が丸々、あれだけの数が揃うことはないし、依頼による報酬もない分、多少は色を付けた」

　テトが倒した分と合わせれば、大金貨２枚。

　普通の人が同じように【魔晶石】を使い捨てで使ったら赤字だろうが、私たちにとっては十分に利益になる。

　そんなオーガの素材売却の話を聞いていると、隣に座るテトが服の袖を引く。

「魔女様～、テトの魔石～」

「ああ、そうね。オーガの素材の売却は問題ないけど、魔石だけは貰えるかな？」

「それは構わないが、売却で一番価値があるのは、魔石だが……」

「この子、魔石マニアだから」

　そうもっともらしい理由を口にして、テトが魔石好きなのです～とアピールすれば、ギルドマスターに、なるほどと頷かれる。

「確かに、自身が倒した魔物の魔石を集めて、戦果を飾る人は多い。特に騎士やお金に困っていない上位の冒険者にそういう傾向があり、十分楽しんだ後は、売却もできるからな」

　地球でもハンティングした生き物を剥製にして飾ることがあるが、異世界ではその対象が魔石のようだ。

　なるほど、自身の実績を示すための魔石……そういうのもあるのか、と感心する。

「確かに、魔石を残しておくのもできるが、少しはギルドの方に卸して欲しいな」

「それなら私が倒した分は、売却するわ」

「それなら６体分の魔石か。なら合計で小金貨16枚になるがいいか？」

　そう聞かれた私は、首を縦に振って素材の売却に同意する。

「これで話は終わりかな？」

「いや、二人のランクアップについての話もある」

　そう言われた私たちは、ギルマスの話に耳を傾ける。

「二人の実力は、大勢が見る前でＣランクの魔物10体を討伐。また、パーティー【風に乗る鷹】たちも二人がオークの上位種を瞬殺しているところを見ていたので、ランクを上げる実力はあると判断した」

　そして、一度息を整えて、飲み物で喉を潤したギルドマスターが話の続きをする。

「人命優先の態度や行動などは、ギルドとしては掛け替えのない人材となり得ると判断したために、二人を一気にＣランクに上げることも考えた」

「考えたってことは、違うのね」

「チセ君。君が使ったオーガの討伐手段は、【魔晶石】を利用した高威力な物理魔法だ。ただそれは使い捨ての道具を利用して、本来の実力を底上げしているとも考えられる。それを鑑みるに、チセ君はＤランク。単独でオーガを殴り倒したテト君はＣランクに上げたい」

　このランク上げには、私たちが【魔晶石】を使い捨てで使った赤字の補填という意味もあるのだろう。

　私としては、管理されたダンジョンに入る最低条件であるＤランクを貰えるなら、ギルドマスターの提案に異論はない。

「私は構わない──『テトはいやなのです！』……テト？」

「むぅ、私は、魔女様と一緒がいいのです～！　一人だけＣなんていやなのです～！」

「ちょ、テト!?」

　突然異議を申し立てたテトを宥めながら話を聞くと、私とランクが違うのが気に入らないらしい。

　だが、私をＣランクに上げるのは無理なので、テト自身がＤランクになると言い出した。

「今までランクを上げろと言う要求は多く見てきたが、ランクを下げろと本人から言われたのは初めてだ……」

「ごめんなさい……」

「いや、まだランク上げをしてないから手間はない。ただ、よくよく考えれば、ＦランクからいきなりＣランクに上がると目立ち、この前のザンスのような不良冒険者に目を付けられるかもしれない。なら、Ｄランクでワンクッション置いた方がいいかもしれないな。その代わり、Ｃランクに上がる時の試験を免除できるように処理しておこう」

　それに私たちの実力だとすぐにＣランクに上がりそうだ、と話してくれる。

　ついでに薬草採取の依頼も終えて、新しくなったカードを受け取る。

「これがＤランク冒険者のギルドカードね」

「わーい、魔女様と同じカードなのです～」

「とりあえず、Ｄランクおめでとう、ってところかな。それで、二人はこれからどうするんだ？　この町では、しばらくオークの残党狩りの依頼があるはずだ」

　オーク・キングの集落は破壊したが、その際に逃げたオークも多数いる。

　オーク討伐の依頼は、基本Ｄランクなので、しばらくは討伐依頼には困らなそうであるが──

「Ｄランクになったからこの町を出て、旅をするわ」

「冒険者ならそうか……それで目的はあるのか？」

「特に目的もないわ。けど……テトと暮らせる安住の地を探すのが目的と言えば、目的かな」

　私の言葉に、どこか痛ましそうに見つめるギルドマスターだが、それもすぐに消えていつもの強面に戻る。

「君たちほどの冒険者なら、どこに行っても活躍できるだろう。この町に残って欲しい気持ちもあるが、応援しているよ」

　ギルドマスターから応援されて、私とテトが、ギルドから辞して宿に戻ると──

「オーガの集団を倒した二人って、チセちゃんとテトちゃんだったなんて！　凄いです！」

　宿屋の娘さんに、なんだか英雄のように扱われたが、困った表情だけ浮かべてそそくさと自室に戻った。

「なんだか色々と疲れたわね。今日は、もう寝よう」

「はい、魔女様、お休みなのです～」

　そうして私たちは、オーガを倒す活躍をしても、その戦いに興奮することもなく、いつものように静かにベッドで眠る。

　ただ、町の脅威となるオークの集落とオーガの集団が討伐されたと聞いて、下の食堂兼酒場では、人々が騒ぐ音が夜遅くまで続いていたそうだ。











20話【テトの新しい装備。そして、次の場所へ】






　ダリルの町での目的を達成した私たちは、次の場所を目指すための旅の準備をしていた。

「オーガ討伐の報酬でお金も貰ったし、色々と揃えましょう」

「はーい。と言っても、何を揃えるのですか？」

　欲しい物はその都度、私の【創造魔法】で創り出せばいい、とテトは考えているようだ。

　確かに、食料品や日用品などはそれでいいかもしれない。

「怪しまれない程度に、食べ物とかを買っておきましょう」

「えー、保存食美味しくないのです～」

「じゃあ、テトが好きなドライフルーツはなしね」

「魔女様、買いに行くのです！　買い物を頑張るのです！」

　甘味の話を出すとすぐに意見を変えるテトにクスリと笑い、私たちは買い物をする。

　確かにテトの言う通り、【創造魔法】で必要な物を創り出せばいいが、私の魔法でも創り出せない物がある。

「本とテトの新しい装備を買いましょうか」

「本と装備、なのですか？」

「そうよ。本の知識は、私の【創造魔法】でも創り出すことができないわ」

　私の【創造魔法】で創れるものは、私の知識やイメージに依存するのだ。

　だから、具体的なイメージを補完するための知識を効率良く収集できる本。

「それに、もっと私が強くなるためには魔法の知識が必要なのよ」

「そうなのですか～」

　自分に言い聞かせる様に言った言葉にテトは、相槌を打つ。

　オーガと一戦を交えた時、私が感覚で【原初魔法】を使っていることを思い知らされた。

　これから冒険者を続けていくに当たって、魔物を倒せるだけではダメである。

　周囲に被害を与えずに魔物の素材も傷つけずに倒せる魔法を覚えたい。

「《ハードシュート》は、確かにＣランクの魔物に通用したけど、【魔晶石】を使わなくても倒せる手段を身に着けないと」

　それに硬化した【魔晶石】を飛ばす《ハードシュート》は、物理魔法だ。

　霊体などの物理攻撃が効かない相手には、別の攻撃魔法が必要になる。

「それにテトは、剣が折れちゃったじゃない。私が創造した物やダンジョンで手に入れた物より、テトの実力に見合ったオーダーメイドの武器の方がいいと思うのよ」

　剣に拘りのないテトにとって、あまり興味のないことだろう。

　だが、目元に魔力を集中させて分かったのだが、剣士の中には、魔力伝達率のいい武器を使っている人もいる。

　例えば、ミスリルや魔鋼などと呼ばれる金属の武器だ。

【身体強化】の魔力は、自分の体以外の物には通し辛い。

　体を纏う【身体強化】の魔力を１００とするなら、普通の剣に魔力を纏わせると10程度まで減衰する。

　これがミスリルや魔鋼の場合だと、50から60程度の魔力を纏わせ、魔力が纏う分だけ武器の強度と切れ味が増す。

　魔力制御能力が高まれば武器に纏わせる魔力も多くなるが、ミスリルや魔鋼などの元々伝達率がいい武器を使った方が効率的に強くなることができる。

「だから、テトの武器を買おうと思うの」

「うーん。よく分からないけど、魔女様がくれるものは、なんでも嬉しいのです！」

「それじゃあ、武器屋に寄りましょう」

　私とテトは、ギルドで聞いた冒険者たちが多く利用する武器屋に立ち寄る。

「こんにちは。少しいいかしら？」

「なんだ？　嬢ちゃんたち、冷やかしなら帰れ。今は、仕事の最中だ」

「兄貴、そんなこと言うなよ。いらっしゃい、何をお探しかな？」

　気難しそうな職人の兄と柔和な笑みを浮かべる弟のドワーフ兄弟が経営する武器屋は、話の通りらしい。

「予算は、大金貨３枚の範囲で、この子の武器と防具を揃えてもらえるかな？」

「お願いするのです！」

　愛想のない私と逆に愛想を振りまくテトを見比べ、装備の予算を聞いていた武器屋のドワーフ兄弟が私たちの注文を断ろうとする。

「ふん。ここにあるのは、ガキのおもちゃじゃねぇんだ」

「そうだね。お金を積まれても、使えない人に武器は──って、ええっ!?」

　私とテトは、それぞれギルドカードを提示し、Ｄランク冒険者であることを示す。

「Ｄランク。それにチセとテト……」

　唖然とした様子で私たちの名前を呟く武器屋の弟ドワーフに対して尋ねる。

「売ってくれない？　魔鋼かミスリルの剣とテトの動きを阻害しない革鎧をお願い」

「ちょっと待て。あんたがテトって冒険者なら、あんたの使ってた剣を見せてくれ！」

　先程までこちらを適当にあしらおうとしていた武器屋の兄ドワーフが急に態度を変えた。

　それでもテトは気にせず、ニコニコしながら、テトに渡したマジックバッグから折れた二本の剣を取り出す。

「これは魔女様から貰った剣、こっちはダンジョンの剣なのです！　折れちゃったけど、どっちも魔女様から貰った大事な剣だから、あげられないのです！」

「じゃあ、嬢ちゃんは、オーガとやり合ったのか？」

「途中で折れちゃって、最後は殴り倒したのです」

　そう聞いて、顎に手を当てる武器屋のドワーフ兄と引き攣った笑みの弟。

「あ、あははっ……僕のところにも倒されたばかりのオーガの革が来たんだ。それでどんな倒され方だったか知ってるんだけど、まさか君たちがあんなやり方を……」

　私は、超硬度の結晶を高速でぶつけて頭部を破壊し、テトは肉弾戦で撲殺である。

　テトが倒したオーガの死体は、革の傷は少なかったが、その下の肉や骨、内臓がグチャグチャになっていたらしい。

　まぁ、オーガの肉や内臓にはほとんど使い道がなく、骨も粉末にして金属と混ぜ合わせて合金にするくらいが問題のない使い道だったらしい。

「ふむ、飾りっ気がない。ナマクラの方は、確かに切れ味は悪いが鉄の純度が恐ろしく高くて頑丈だな。ダンジョン産の方は、鍛冶の見本のような剣だ。ただ、どっちも手入れが悪いな。魔法で血糊は払ってあるけど、研ぎ直しもされてねぇ。けど、魔力を通してるな」

【創造魔法】で創り出したナマクラとダンジョンで見つけた剣をそう評価する武器屋のドワーフ兄が、私たちを見詰める。

　そして、二本の剣を確認した後、工房の奥から何本かの剣を持ち出してくる。

「嬢ちゃん。この剣を持って、魔力を流して見ろ」

「わかったのです」

　並べられた武器は、右から順番に鉄、魔鋼、ミスリルとなっている。

　武器屋のドワーフ兄の指示に従うテトは、武器を手に取って魔力を通していく。

　その際、私も目に魔力を込めて武器の魔力伝達率を見れば、武器屋のドワーフ兄弟も私と同じように目に魔力を集中させていることに気付く。

「おっ、そっちの嬢ちゃんも気付いたか？　俺たちが目に魔力を集めているのを」

「ええ、二人は【身体強化】を習得しているんですか？」

「いや、俺たちは生まれてこの方、道具作り一筋だ。ただ──」

　物を作る──特に魔力が籠っていたり、込めたりする作業が多いために、必然的に職人たちは魔力を見ることに特化していくらしい。

「冒険者たちが無意識に体の魔力を使うように、俺たちは逆に秘伝として魔力を扱う術を学ぶ。町の鍛冶師と金物屋の違いってのは、魔力を扱えるかどうかだ」

「なるほど、勉強になります」

　他にも目に魔力を集中させることで細かな作業が見えやすくなったり、鍛冶の火の明かりで目を痛めたりするのを防ぐなどの面もあるらしい。

　私に彼らの仕事について説明してくれる一方、テトが武器に魔力を纏わせる魔力量と魔力伝達率を確認したようだ。

「さて、話を戻すか。テトの嬢ちゃんの剣は、魔鋼の剣を薦めたいな」

「一応、大金貨３枚まで予算があるからミスリルの剣も買えるんじゃない？」

「まぁ、待て。確かに魔力の伝達率を考えるならミスリル一択だ。だが折れた剣を見た限り、テトの嬢ちゃんは相当、力が強い。そうなると、武器自体が頑丈な魔鋼の方がいいんだ」

　なるほど……と私が説明に納得する一方、テトは首を傾げている。

「それとな。テトの嬢ちゃんの折った剣は、大分魔力が馴染んでいやがる。こいつを使わない手はねぇぞ」

「どういうこと？」

　私が尋ねると、いいことを聞いてくれた、と言うように鍛冶の火で日焼けした顔が愉快そうな笑みを作る。

「普通の鉄剣だと、魔力の通りが悪い。だけど、道具は使い込まれるほどに馴染む。それは魔力も同じだ。少量の魔鋼を芯にして魔力に馴染んだ鉄で打ち直せば、いい剣が生まれるんだ」

「魔女様の剣がまた使えるようになるのですか？」

「ああ……最初は、魔鋼だけで作るよりも劣る。だが魔鋼を混ぜることで、魔力に反応して徐々に剣の鉄が魔鋼に変質して強くなる。それに、使用者の魔力が馴染んだ武器は、魔力に反応して正しい形状に戻ろうとする」

　一息にそう説明する武器屋の兄であるが、それに対して呆れ気味の弟が補足してくれる。

「最初は、魔鋼未満の剣になるけど、魔鋼だけで作るより圧倒的に安くなる。それに将来的には、手入れいらずの魔剣を作ろうって言ってるんだよ。兄さんは」

「手入れいらず、ってのは聞き捨てならねぇな。【自動修復】っつうんだよ！　それに昔から有名な魔剣の類いは、時間を置けば直るってのは相場が決まってる！」

　そう提案された私は、悪くないように思う。

　これから旅を続けていく以上は、一箇所の鍛冶師にお世話になることは難しいために、テトの武器だけでも自動修復して手入れがいらなくなるのはありがたい。

「テトは、どう思う？」

「魔女様の剣がまた使えるならそれでいいのです」

「じゃあ、お願いします。費用については──」

　その後、テトの魔剣を作って貰うことになり、一緒に採寸して貰って私たちが倒したオーガの革を使った防具をオーダーメイドすることになった。

　魔剣が大金貨１枚、オーガの革鎧一式が小金貨５枚と、用意していた予算の半分で済み前金の半分を支払って店を後にする。

「次は本屋ね。本は、魔法書……と」

　町の本屋にも辿り着き、興味のある本を小金貨７枚分買った。

　内容は薄くても１冊で銀貨５枚以上する物が多く、流し読みして必要な本を選別していくと、最終的にそれだけの値段になった。

　結果、本とテトの装備の購入によりオーガの討伐で手に入れたお金では足りなくなりギルドカードに貯めていたお金も使った。

　翌日からテトの武器も無いので、Ｄランクに上がってもまた薬草採取に向かい、生活費の足しにする。

　オーク・キングの討伐が終わったからと言って、まだオークの残党が及ぼす危険があるために町の北側には人が少ないと思った。

　だけど──

「……テト、やっぱり付いてきてるわね」

　薬草採取の依頼のために平原に向かうと、私と同じくらいの年頃のＦかＧランクの見習い冒険者の少年少女たちが付いてくる。

　私たちの邪魔をしないように、だけど離れ過ぎないような距離感で周囲を警戒して薬草を探している。

「魔女様、嫌ならテトが追い払ってくるのです」

「いいわ、気にしなくて。あの子たち自身、邪魔をしているわけじゃないし」

　オークの残党が現れた時に見習い冒険者たちでは、身を守ることができないだろう。

　だから、【オーガ殺し】の冒険者である私とテトの後に付いていけば、ある程度の安全を確保しながら、薬草が採取できると打算的に考えたのかもしれない。

「ホント、私が悪い冒険者だったらどうするつもりだったのかな？」

　一度、薬草を納品する時、受付嬢にそう愚痴を零すと、テトと共に微笑ましげに見られた。

「子どもたちも人を見て選んでますよ。自分の身を守るためには幾ら強くても粗暴な人には近づきませんよ」

「魔女様、なんだかんだで気にしているのです。それとなく、薬草のある場所に誘導して、正しい採取の仕方を見えやすいように実演しているのです」

「……違うわよ。ただ、薬草を見落としただけだし、あの子たちが自分で採取方法を盗み見て覚えているだけよ」

　私が顔を逸らしながらテトの指摘を否定するが、テトと受付嬢からの生暖かい視線は途切れない。

　そうして何故か、私たちがやっていることになっている薬草採取の引率は、引退した衛兵や元Ｄランク冒険者が引き受けて、その後も続いていくことになる。

　そして１週間後、テトの装備が完成した頃に、武器屋に受け取りに行く。

「おう、似合ってるじゃねぇか！」

「ありがとうなのです！」

　武器屋のドワーフ兄弟が仕上げた装備一式を身に纏ったテトは、一いっ端ぱしの女冒険者に見える。

「それじゃあ、残りの代金よ。数えてちょうだい」

「おう、確認したぜ。いい仕事をさせてもらった！」

　私から代金を受け取ったドワーフ兄は、初めの時の気難しそうな顔とは打って変わって達成感に満ちた表情をしていた。

「魔女様、魔女様！　さっそく、やっていいですか！」

　装備の支払いが終わったテトは、打ち直された剣を引き抜き構えている。

　私が、チラリと武器屋のドワーフ兄弟を見れば、頷いてくれる。

「魔力を通してもいいけど、振り回しちゃだめよ」

「はいなのです！」

　そう言って、テトは体から膨大な量の魔力を放出し、それを剣に流し込んでいく。

「おいおい、こりゃ、たまげた……」

　テトの魔力を吸った剣の刀身が徐々に黒く染まっていき、先端まで変色していく。

「普通は、少しずつ使っている間に魔力が馴染んで色が変わってくのに、一気に魔剣に変わっちまった」

「魔力量が凄い……剣士だけど、宮廷魔術師並みに魔力あるんじゃないかな」

　唖然とするドワーフ兄弟の前で、嬉しそうなテトは私に振り返る。

「どうですか、魔女様！　これでテト、魔女様を守れるのです！」

　テトが魔力放出を止めた瞬間、ふらっとしてその場にしゃがみ込む。

「テト、大丈夫？　無理しすぎよ」

「ふへへっ、ごめんなさいなのです」

　テトは核から一気に魔力を送り出して、魔鋼の変質を早めて魔剣を完成させた。

　ゴーレムから進化した新種族のために人間よりも多い魔力を持つが、使った魔力の回復手段は乏しいのだ。

「もう、無茶しないの。それじゃあ、テトを連れてこのまま、町を出ます」

「改めて、いい仕事させてもらったぜ。それだけの魔力を持つテトの嬢ちゃんが使えば、更にもう一回、魔剣が変質しそうだな」

　そんな武器屋のドワーフ兄弟に見送られて店を出て、町の乗合馬車の停車場を目指す。

　武器の完成を待つ間に乗合馬車の発車日時を調べ上げ、武器を受け取った後でそれに乗って、気ままに次の町を目指すつもりだ。

「テト、本当に大丈夫？」

「ふへへっ、魔女様に抱きつけると嬉しいのです～」

　背中に手を回して支えて、こっそりと魔力を《チャージ》して回復させているが、全然反省の色が見えない。

　そして、乗合馬車の停車場に辿り着いた時、私たちを【風に乗る鷹】の三人組が待っていた。

「よっ、チセの嬢ちゃんとテトの嬢ちゃん、待ってたぜ」

「ライルさんたち、なんでいるの？」

「見送りだ、見送り。他の冒険者たちが世話になったから、その見送り代表だ」

　私とテトは、世話になった、と言われて首を傾げる。

　この町にいたのは、ギルドの資料室通いで１週間。

　ランク上げで薬草採取の依頼を受けていた２週間。

　そして、テトの装備が完成する間の１週間。

　合計で１ヶ月程度の滞在で冒険者たちを世話した記憶は、特になかった。

「ジョンの治療やオーガの討伐の件もあるけど、二人はここ１週間ほど薬草採取の依頼を終えた後に訓練所にいただろ」

「そうね。ギルドの訓練所で護身術や避よけ方の練習をしていたけど……」

　私は、魔法による遠距離主体であるが、万が一接近された場合を想定して、護身術を練習していた。

　ギルドの訓練所で休憩中の斥候や弓使いの人たちから足捌きや接近された時の考え方などを教わり、テトに追い掛けてもらって練習していた。

「オーガも単独で倒せるのに、まだ強くなろうとする二人に触発されて燻っていた冒険者たちもやる気になったんだよ」

「そう？　別に意図したことじゃないから感謝されるいわれはないけど……」

「だけど、感謝してるんだよ。まぁ、そんな感じだ」

　そうして私たちは、ライルさんたちから挨拶を受けた。

　特に弓使いで同じ女性冒険者のアンナさんが女の二人旅を心配してくれたのは、嬉しくもあり、恥ずかしくもあった。

『そろそろ出るから乗ってくれ！』

　乗合馬車の御者が馬車の周りに集まった人たちに声を掛けている。

「魔女様、行きましょう！」

「ええ、行きましょう。それじゃあ、さようなら。ダリルの町」

　私たちは、乗合馬車に乗り、ゆっくりと進む馬車の中から遠ざかるダリルの町を見つめていた。
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　ガタゴトと揺れる乗合馬車に乗った私とテトは、次の町に向かっていた。

「これは、思った以上にキツイわね。（──《クリエイション》クッション）」

　硬い荷台と揺れる馬車にお尻が痛くなることを早々に察知した私は、マジックバッグの内側でお尻に敷くクッションを二つ【創造魔法】で創り出す。

　レベルの上昇と【不思議な木の実】を食べ続けたことで魔力量が４０００の大台を超えて、創れる物の範囲がグッと広がっている。

　ただ創造できる範囲が広がっても、場当たり的に欲しい物を創るだけなので、全ての魔力は活用できていない。

　一日の余った魔力は、魔力タンクである【魔晶石】の創造に当てて、そこに魔力を補充している。

「テト、クッションよ」

「ありがとうなのです！」

　最初は、町から離れる乗合馬車の旅、というものに少しばかり興奮したが、進む速度は遅いし、風景もあまり変わらない。

「テト、ドライフルーツ食べる？」

「食べるのです！」

「テト、水を飲む？」

「貰うのです！」

　暇すぎてやることと言えば、テトへの餌付けとダリルの町で買った本を読むくらいだ。

　そして、そんな私たちを他の乗客がチラ見して、興味無さそうに静かになる。

　揺れる馬車で酔いそうではあるが、【身体強化】の応用で頭部に魔力を集中させれば、記憶力の向上の他にも三半規管が強化されて酔い止めになる。

「なるほど……他の魔法には、こういうのがあるのか」

　購入できた魔法書には、基本的な火、水、風、土の下位の魔法しか書かれていない。

　だが、他にも魔法の技能的要素のことは書かれていた。

　そうした要素を組み合わせ、規模や数の大小を変えることで魔法はより複雑になり、中位や上位の魔法として扱われるそうだ。

　私は、メモ用の紙とペンを取り出し、技能的要素の組み合わせを書き残す。

　あとは、魔法の実践で習得を目指したい。

　今書き出した上位の攻撃魔法が完成したならば、オーガ相手に【魔晶石】を使わなくても綺麗に倒すことができるだろう。

　ローブのフードを深く被った私は、乗客から見れば怪しいだろう。

　だが、乗客の警戒は長く続かずに、しばらくして他の乗客たちも世間話を始めた。

「お嬢ちゃんは、魔法書を読んでるみたいだけど、魔法使い見習いなのかい？」

「うん？　まぁ、似たようなものかしら」

　乗合馬車の御者が場を盛り上げるために私に話を振ってくるので、そう受け答えをする。

「へぇ、すげぇ。どんな魔法が使えるんだい？」

「だいたい、明かりを灯す《ライト》の魔法とか清潔化の《クリーン》の魔法とか、そんな日常的なやつと攻撃魔法が少し……」

　女の二人旅が珍しいためにあまり頻繁に声を掛けてこないが、馬車の雰囲気を保つために最低限の受け答えはした。

　乗合馬車で暇なテトは、私の太ももに頭を預けるように寝転がり、じゃれてくるなど乗客たちから微笑ましげな視線をもらう。

　そして、夕方前──

「今日は、ここまでだ」

　そう言って、御者が馬車を街道沿いの休憩所に止めた。

　乗合馬車や商人たちは、街道に一定間隔で設けられた村や休憩所を利用することで、危険な夜間に協力して身を守るらしい。

「それじゃあ、テト。テントを張って、夕飯の準備をしましょう」

「はい、なのです！」

　ダリルの町に来る以前の生活に戻ったように、テトは手際よくテントを張っていく。

【創造魔法】で創り出したテントだと目立つので、外側には蝋を塗って撥水性を持たせた地味な色合いの布を被せて偽装している。

　寝る準備を整えた乗合馬車の乗客たちは、それぞれが自前で食事を用意している。

　大体の人が保存食を食べる中、私たちは簡単な調理をして夕食の準備をする。

「なぁ、嬢ちゃんたち、それは……」

「即席スープ。お湯を入れて混ぜるだけよ。欲しいの？」

「ああ、くれるのか？」

　インスタントスープを瓶に移し替えたものを使っており、それが気になる乗客が話しかけてきた。

「そうね。一杯、小銅貨３枚かな」

　創造したインスタントスープは業務用のもので、日本円で一杯20円もしない。

　だが、この異世界にはインスタントスープのような便利なものがないので、珍しさも加味して小銅貨３枚……日本円で３００円でも欲しい人は居るようだ。

「一杯頼む」

「器は持ってきて、そこに注ぐから」

　乗合馬車の野営で温かなスープが飲めるとあって、お金を出して求めてくる人が多い。

　小さい子どもがいる三人家族が一杯のスープを買って、三人で分けて食べようとするので、こっそり多めに注いであげた。

「はぁ、野菜のスープで温まるなぁ」

「ああ、ちょっと物足りないけど、それでも旨い」

「野営の時の硬いパンを柔らかくするには、ちょうどいい」

　そう言う乗合馬車の乗客たちの反応を見つつ、夕食後に私が先にテントで休み、テトに不寝番をしてもらう。

　女の二人旅だ。もしかしたら深夜の寝静まった頃に襲ってくるかもしれない。

　だが、そんな心配は杞憂に終わり、無事に朝を迎えることができた。

　馬車の旅の二日目には、買った本も二度読み直して飽きてしまった。

　それでも本の中には気になる文言があった。

『──魔力が多い人は長寿傾向となり、また極一部の魔法の神髄に辿り着いた者は不老を得ることも可能である』

　その部分を何度も読み返して、自分の未来に対して少しの不安を感じながらも、乗合馬車は順調に進んでいく。

　そして馬車の旅だと、二日目くらいから他の人の体臭が気になり始める。

　一緒に馬車に乗って匂いとかが漂ってくるのは嫌なので、希望者に《クリーン》の魔法を使ってあげた。

　そして三日目──新たな町・オットー市に辿り着いた。











22話【オットー市の依頼】






「ありがとう、楽しかったわ」

「ありがとうなのです！」

「おう、嬢ちゃんたちも元気でな！」

　乗合馬車を降りた私とテトは、御者や馬車の乗客たちに別れを告げて、門番に聞いたギルドに向かう。

　オットー市は、辺境の町ダリルに比べて魔物被害が少ないために城壁が低く、それに合わせて町が横に広がっている。

　町の外縁部は、町の発展に合わせて建てられた平屋の集合住宅が建ち並び、下町のような雰囲気を醸し出している。

「この町には、どんな依頼があるのかな」

「どんな依頼でもテトが頑張るのです！」

　そう言いながらギルドに入り、中を確かめる。

　女の子二人でやってきたからか、ギルドに居た冒険者たちの視線が集まるのを感じたが、すぐに視線が外される。

　そうして私たちは、受付嬢のいるカウンターに向かって行く。

「こんにちは、さっきこの町に到着したから挨拶に来ました。これがギルドカードです」

「テトもなのです！」

　私とテトのギルドカードを受け取り、そしてＤランクであることを確認してカードと私たちを二度見する。

　フードを被った魔法使いの少女と童顔巨乳な美少女の剣士が、一人前とされるＤランクであることに驚いているようだ。

「ギルドとしてオススメの宿はありますか？　見た通り、女性パーティーだから安全性の高いところを希望です」

「それでしたら、大通りの宿にいいところが一軒あります」

　詳しい場所を聞いて、今日はそこに泊まることを決め、カードを返してもらう。

「依頼は明日から受けるので、その時はよろしくお願いします」

「あっ、はい。よろしくお願いします」

　年下なのに大人びた話し方をする私に驚きつつも、ちゃんと受け答えをしている。

　そして、私とテトは、依頼掲示板を見る。

「うーん、うーん。分からないのです！　でも、この依頼は薬草採取なのです！」

「そうね。でもそこはＧランクの依頼だから、もう少しランクの高い依頼を見ましょう」

　文字が読めなかったテトだが、依頼を通して簡単な単語と数字を判断できるようになっており、日々の成長に驚かされる。

　そんな中、ＤとＥランクの依頼を確認していく。

「改めて見ると、色々な依頼があるのね」

　討伐依頼はもちろんだが、Ｄランクからは護衛依頼や魔物の素材の収集依頼、近隣の村々からの依頼、金持ちの商家からの依頼などがある。

　一通りギルドの依頼掲示板を下見した私たちは、ギルドを出て受付嬢に薦められた宿に泊まる。

　値段は、ダリルの町の宿屋よりも少し安い大銅貨８枚でベッドや食事の質は、そこそこだった。

　食後に物足りなさを感じた私たちは、【創造魔法】でダリルの町で食べた美味しい屋台の串焼きを１本創造して食べる。

　夜は、テトに抱き締められるような形でベッドで眠りに就き、翌日は朝一で張り出されるギルドの依頼を見に行く。

「えっと……あっ、この依頼は、昨日無かったわね。内容は……いいかも」

「魔女様～？　それってどんな依頼なのですか？」

「Ｅランクの依頼で【開拓村の後方支援】だって」

　具体的な内容は、ここから三日ほどをかけて行った場所にある開拓中の新たな村への支援だ。

　既に森を切り開いて、村ができていて、開拓事業に参加した冒険者たちがそこで村人になる予定らしい。

　ただ、力自慢の冒険者たちに開拓事業は任せるが、日常的な支援は別の冒険者に求めるようだ。

　報酬は、食費などは依頼主持ちで、１日当たり銀貨１枚だ。

　この開拓事業は、オットー市を含む幾つかの都市を管理するギャスパー伯爵家の主導で行なわれているようだ。

「とりあえず、話を聞きに行こうか」

「はい、魔女様！」

　私は、依頼書を持って受付嬢に話を聞きに行く。

「すみません。この依頼、どういう内容ですか？」

「はい。あっ、受けてくれるのね。依頼の業務の内容は、食事の用意、衣類の洗濯、住居の掃除など、生活全般の補助です。その……男性冒険者さんが多いので」

「なるほど……分かりました。この依頼を受けます」

「ありがとうございます。それでは、受理しますね」

　依頼を受けた私とテトは、その足で依頼の開拓村に向かって歩き出す。

　いや、正確には【身体強化】で、三日の距離を一日半で駆け抜けた。

　馬車に乗ってのんびりとした旅も悪くないが、【身体強化】で駆け抜けるのもまた爽快感があって楽しかった。

　そして私とテトは、街道で野営をした翌日に依頼にあった開拓村に辿り着いた。

　木々が切り倒され、複数の冒険者たちが古い家の跡地にテントを張って、しばらく寝泊まりしている様子が窺える。

　ただ──

「酷い……」

　そこかしこに土や魔物の返り血で汚れた衣類が放置され、開拓事業の支援物資として送り込まれた食材が散らかり、飲み終わった酒瓶が転がっている。

　村ができていると言うが、テント村だとは思わなかった。

「すみません！　後方支援の依頼を受けに来ました！」

「新しいやつが来たか！　おーい、監督官を呼べ！」

「ガッシュさん、お客さんですよ！」

　この開拓村のテント生活に疲れているのか、一人の青年がよろよろと立ち上がり、私たちのところに来る。

　そして、私とテトの姿を見て落胆する。

「はぁ、女子どもが二人か。まぁ、料理くらいは少しはまともになるよな」

「私はチセ。それと相方のテトです。それであなたは？」

「ああ、僕は、この開拓事業の監督官で、村が軌道に乗ったら代官に就任する予定のガッシュ・ギャスパーだよ」

「ギャスパーって確か開拓事業の……」

「そう、一応王国の伯爵家の一員だけど……まぁ、味噌っかすの七男だよ」

　貴族といっても三男辺りまでは地位と仕事にありつけるが、それ以外は身の振り方に困るらしい。

　なので平民に紛れたり、武官や文官になったり、こうして開拓事業で成果を出して独立する他ないのだとか。

「とりあえず、なんですか？　この状況は？」

　フードを被ったまま、厳しい視線を不健康そうな生活状況のテント村に向けると、ガッシュさん当人も困ったように頭を掻いている。

「開拓事業って言っても、魔物に襲われて滅んだ村の復興なんだよね。だから、決まった範囲の木を切り倒して、森の魔物を駆除して、人を呼んで終わりだと思ったんだけど……」

「生活基盤がほとんどないし、日々の生活能力もないから場当たり的なのね」

　言葉を濁すガッシュさんに対して、私が直感として思ったことを口にすると項うな垂だれる。

　たとえ七男坊だとは言っても一応貴族のガッシュさんは、生活能力が皆無なのだろう。

　それに、冒険者たちも基本は根無し草が多いし、野営の食事は作れても生活基盤を作り上げるのは難しい。

　本当によろしくない、だから支援が必要なのかと私は、こめかみに指を押し当てる。

「それじゃあ、ガッシュさん。この開拓事業に参加している冒険者は、何人いますか？」

「４パーティー20人ほどだ。全部が男所帯だよ」

　家を持ちたい妻帯者の冒険者は、堅実にお金を貯めてどこかの畑を買い取るらしい。

　ここに居る人たちは、独身冒険者が中心だ。

　開拓事業を成功させれば、この地に定住して家と土地持ちになるか、冒険者に戻るなら伯爵家がその分の報酬を払うことになっている。

　開拓事業の成功には50人、いや将来的には１００人ほどを受け入れられる状態にしなければならない。

「とりあえず、パーティー毎にしっかり雨風凌げる場所が欲しいわね。そうなると五軒ほど家を復活させないと。テト！」

「はい、なのです！　──《ブロック》！」

　テトは、使われていない近くの家の跡地に手を当てる。

　すると、残された家の石壁がガラガラと崩れてバラバラになる。

「うぉっ!?　何するんだ！」

「いいから、見てなさい」

　テトが崩した石たちは、テトの土魔法によって汚れが落ち、不揃いな石が粘土のように千切れて、くっついて大きさが均一な石材になる。

　そして、それが昔の家の土台の上に整然と積み上がっていき、あっという間に家ができる。

「あっ、魔女様、入口がないのです」

「それじゃあ、入口を作って壊れないように補強や細かな修正を続けて」

「はいなのです！」

　仮設住宅を修正するテトが、古い家の残骸を二つ消費して一つの家ができあがる。

「おおっ、すげぇ……」

「とりあえず、開拓に来た冒険者たちは、この家を使ってね。その辺でテントを張られると困るから。テトも無理しない範囲で家の修理をしてね！」

「はいなのです！　──《ブロック》！」

　二つ目の家を作り始める一方、私も開拓村の状況を確かめる。

「仮設住居はこれでいいわね。あとは──ガッシュさん、この村の古い地図とかないの？」

「えっ、あっ……ありません！」

「なら、紙でも木でもなんでもいいから、この村の今の状況を書き出して」

「は、はいぃぃぃっ！」

　年下の少女である私に凄まれたガッシュさんは、慌てて準備し始める。

　私は、この開拓村の惨状に無意識に魔力が漏れて、威圧していたのかもしれない。

「おおっすげぇ、あの嬢ちゃん。ガッシュに言うこと聞かせたぞ」

「って言っても俺たちだって、酒が欲しいって頼み込めば、ホイホイ出してくれるしな」

「違いねぇ！」

　ガハハハッ、と軽口を叩く冒険者たちに対して、私はキッと睨む。

「食材とかの管理は私たちがするから、今までみたいにバカスカお酒を飲めるなんて思わないでね」

「おいおい、そりゃねぇぞ！　唯一の楽しみが！」

「そうだぜ！　金払いがいいって言っても、こんな開拓村に娯楽なんてありゃしねぇだろ！　ふざけんな！」

　状況を見ても、冒険者たちの言いたいことも分かる。

　だが、ここで引いたら開拓村の全部が破綻する。

「なにか、文句、ある？」

　自然に漏れ出した魔力の威圧とは違い、全力で魔力を放出して威圧する。
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　威圧を受けた冒険者たちは、体を硬直させて臨戦態勢を取る。

　仮眠を取っていた冒険者たちも慌てて目を覚まして、武器を取ってテントから出てくる。

　冒険者たちに、私がただの子どもではないことを理解させたところで、威圧を止める。

「私は私の仕事をするわ。私たちが管理すべき村の食材に手を出させるわけにはいかないのよ。その代わり、開拓の途中で狩った魔物を食べるのも、売って金銭を得るのも自由だし、この開拓村に来た商人から自分で買うのも自由よ」

「わかった。俺たちも悪かったよ」

　魔力の威圧で黙らせ、理性的な説得をすれば、リーダー格の冒険者も納得してくれる。

「魔女様～、お家ができたのです～」

「テト、ありがとう。冒険者のみんなは、早速その家を使ってね！　もちろん、今使っている場所のゴミも片付けて一纏めにしておいて、私が焼却するから」

　そう言って、私の威圧で目を覚ました冒険者たちは、ノロノロと動き始める。











23話【お風呂は心の洗濯】






「チセさん！　地図を作ってきました！」

「ありがとう。……なるほど、ここが畑で井戸は中心にあったのね。そうなると、川は村の東側ね」

　それに壊れた古井戸の周りには、桶が転がっており、その場所で水浴びしたような様子が見られる。

「古井戸の修理は後にして、先に川辺に行きましょう」

「本当に、今度は何するんですか!?」

　若干、悲鳴混じりに尋ねてくるガッシュさんに私は、振り返り答える。

「お風呂場と洗濯場を作るのよ。ホント、世話が焼けるわね」

　テトとガッシュさんを連れた私は、村の近くの川までやってくる。

　ゴロゴロとそこそこの大きさの石が転がっている川は、十分な水量が流れている。

「テト、水路と浴槽と洗濯場を作ってくれる？　深さは、そう私の太ももくらいの」

「はいなのです！」

　テトは、川辺の石も先程の家を作った時と同様に形を揃えて、水路と浴槽、洗濯場を作り上げる。

　作り上げた直後から川から水路と浴槽に水が流れ込んで、排水口から川に戻っていく。

　私は、排水口に土魔法で成形した石の板を作り、流れ出る水を堰き止める。

　川から流れ込む水が浴槽に溜まったら、今度は取水口の水路を同じように石の板で堰き止める。

「おおっ、凄いですね！　本当にお風呂場と洗濯場ができました！　ですが、なんでこれだけの腕がある魔法使いのチセさんたちがこんな開拓村の依頼に来るんですか」

「うん？　ただ興味があったからよ」

「魔女様が選んだからなのです！」

　何でも無いように答える私たちに、ガッシュさんが納得いかないような顔をしている。

「それでガッシュさん。開拓物資には、斧や鍬くわ、食料の他に衣類もある？」

「えっ、あっはい。ちゃんとありますけど……」

「そう、なら汚れた衣類をまた着せる必要はないか──《ファイアー・ボール》！」

　川から引き込んだ浴槽の水に炎弾を叩き込むと、蒸気が一気に噴き出し、周囲が白く染まる。

「うわっ!?　今度は何ですか！」

「ただのお風呂の準備よ。あー、でも浴槽のお湯の量が減っちゃったし、熱くなり過ぎたわね。少し水を入れて温度を調整しないと」

　私は何度も川の水を引き込み、温度を調節するために魔力量を調節して弱めの炎弾を湯船に叩き込んでいく。

　すると、村の方でテントから仮設住宅に引っ越しをしていた冒険者たちが、川の方向から上がる白い湯気とお湯が沸騰する音に、魔物でも出たのかと警戒するように駆けてくる。

「……何やってるんだ、嬢ちゃん」

「ああ、お風呂を作ったの。ガッシュさんから新しい衣類を貰って入ってね。それと村に戻ったら、汚れた衣類も纏めておいてね。そこの洗濯場で綺麗に洗うから」

　一方的に告げる私に冒険者たちは唖然となる。

「いや、風呂なんて入らなくても別にいいんだが……それにうちのパーティーには、《クリーン》の魔法使えるやつがいるし」

「入りなさい。これは命令よ」

　年上の冒険者たちに言うことを聞かせるために、魔力を放出して威圧すると全員がビクッとなる。

　そして、その威圧を止めて淡々と理由を説明する。

「その《クリーン》の魔法は一人を完全に綺麗にするまでに何回必要なの？　それと今の開拓村にいる冒険者全員を綺麗にするのに魔力は足りる？」

「い、いや……」

「でしょ？　だから、全員お風呂よ。開拓作業や魔物討伐で土や汗、返り血で汚れているはずよ。だから綺麗にするのよ。これは病気の予防でもあるの」

　そう言って冒険者たちを説得して、お風呂に入らせることになる。

　一度に全員は入れないので、お風呂に入るグループ、お風呂の周りを見張るグループ、開拓村で汚れた衣類を集めて運ぶグループと分かれることになる。

　なんで俺たちがこんなことを、という不満そうな表情が見えるが、【創造魔法】で創り出した洗濯籠を持たせて汚れた衣類を集めさせる。

「さて、汚れた衣類……本当に土の汚れや返り血とか放置してて、一度洗っただけじゃ落ちないじゃない」

　集まった衣類を手に取れば、悪臭と酷い汚れを見て溜息を吐く。

「──《クリエイション》洗剤。──《ウォッシュ》！」

　川辺の水を利用して水球を作り出し、その中に【創造魔法】で創り出した洗剤をぶち込み、汚れた衣類を次々と放り込んで、水球の内側に渦を作って揉み洗いをする。

「流石、洗剤。汚れが落ちてる」

　洗剤の匂いも付いた衣類を別の綺麗な水ですすぎ洗いすれば、薄らと汚れの跡が残っているが、返り血や汗、土の汚れなどが大分綺麗になる。

　これで衣類は、格段に清潔になったはずだ。

「これだけの溜まった衣類を干すのも大変だけど──《ドライ》！」

　今度は、熱風を送り込むようにして衣類を乾かしていく。

「あんまり熱風で乾かすと衣類の生地が傷むけど、今回は仕方がないか」

　そうやって洗濯を終えた衣類を仕分けていくと、穴が空いたり、破けているものが多い。

「この服は破けて使えないけど当て布にしましょう。こっちは穴が空いてるから塞げば使える。こっちは使えるわね」

「ふぅ、久々に風呂に入ったぜ」

　洗濯物を仕分けながらテトと一緒に衣類を畳んでいくと、最初にお風呂に入った冒険者たちが上がって来たようだ。

「おーい、嬢ちゃん。風呂から上がったぞ」

　汚れた服を一週間ほど着続けていたが、新しい着替えをガッシュさんから受け取った開拓村の冒険者のリーダーが声を掛けてくる。

　汚れが落ち、ついでにナイフで髭などを剃ったためか、新品の服と合わせて小綺麗な姿になっている。

「綺麗になったじゃない？　山賊からちゃんとした冒険者になったみたいよ」

「酷ぇな！」

　私の辛辣な言葉に苦笑いを浮かべるリーダーだが、神妙な表情に変わる。

「早く開拓村を成功させて、腰を据えようと思って焦ってたし、開拓事業が躓つまずいて自暴自棄になってた。ちゃんと人間らしい生活ってやつを忘れてたんだな。思い出させてくれて、ありがとう」

「……別に、私たちは受けた依頼をこなしているだけよ」

「魔女様、照れてるのです～」

　テトに茶化されて、恥ずかしさを隠すためにフードをより深く被る。

「それじゃあ、最初の人が出たら、お湯を抜いて新しく入れ直すわ」

「ああ、助かる。けど……魔力は大丈夫か？　さっきから魔法を使いっぱなしだろ？」

「平気よ。魔力量は多いから」

　ゼロからお湯を生み出すのではなく、川の水を温めたり、操って洗濯に利用したりしているだけなので、心配されるほど魔力量は消費していない。

　そして、お風呂のお湯を川に捨てて、再び浴槽に溜めた水に火球を叩き込んでお湯にする。

　二度目のお風呂なので、どのくらいの魔法を使えば適温になるのかも大体把握してすぐに用意できる。

「そろそろ、夕飯の準備をしないとね。ガッシュさん、食材は？」

「そ、それが……ないんですよ」

「はぁ？　食材がない？」

　どうやら私たちの前任者は、相当やらかしていたようだ。

　食材の横領と後方支援の管理の怠慢。

　依頼人は伯爵家だが、実際は現場の監督役のガッシュさんである。

　前任者の不正を目にしても、日々の依頼で鍛えられた冒険者の体躯に萎縮してしまい、何も言えなくなっていたそうだ。

　更に、開拓依頼を受けている冒険者たちも勝手気ままに振る舞い、事態の収拾が付かなかったそうだ。

　一応、依頼の関係者だから暴力が及ぶことはないが、それでもそれぞれが自由にやっている状況だ。

「──で、最終的に開拓者である冒険者たちが我慢できずに、前任者を追い出して後方支援の依頼は失敗。ただその腹いせに今週分の食材の半分に土を掛けてダメにした、と」

　葉物野菜やパン、肉類は、ダメになった。

　残ったのは、瓶詰めの酒や最初から別途保管されていた塩などの調味料ぐらいだ。

　あと、甘味などの嗜好品も横領されていたそうだ。

「はぁ、頭が痛い問題ね。でも、起きてしまったことは仕方がないか」

　次の物資が運び込まれるまで、今ある食材でやりくりしないといけない。

　私は、とりあえず残っている食料を見ることにした。

「肉類は狩りでなんとかなるし、野菜も根菜類は無事だからそれで凌ぎましょうか。あと、森も近いなら野生化した野菜や山菜で葉物野菜は補える。パンは──仕方がない。私たちの手持ちの分を出すわ！　テト、手伝って！」

「はいなのです！」

　パンは、私のマジックバッグの中に入れてあるものを取り出す。

　それでもテトと二人旅のカモフラージュ用のものなので数も少なく、【創造魔法】で補充が必要だろう。

　そして、手元にある食材で野菜スープと肉野菜炒めを作り始める。

　村の中に竈を作り、魔法で火力を調節した私は、調理用に威力を調節した《ウィンド・カッター》で野菜を纏めて切る。

　私は、肉野菜炒めを担当し、テトには野菜のスープを任せる。

　スープは、野菜と私たちが買った保存食のベーコンを入れてコトコト煮込んでいくとドンドンと灰汁が白い泡となって浮いてきて、それをテトが掬って捨てる。

　そして、できあがったスープは大鍋のまま運び、肉野菜炒めも巨大な中華鍋のようなフライパンで三回ほど作り、巨大な金属バットに移し替える。

「ご飯できたから、みんな自分の食器持ってきて。パンは一人２個。肉野菜炒めとスープは、私とテトが決まった分量を盛り付けるから文句は言わないでね」

　そうして、冒険者たちが夕食のためにゾロゾロと並び始める。

　薄汚れて生活感がない人たちだったが、こうしてお風呂に入って身綺麗にして、食事で胃袋を掴んでやればチョロいものだ。

「うめぇ、久しぶりの料理って感じだ……」「ああ、あいつらの作る料理が不味かったからすげぇ旨く感じる」「おい、お前のところに入ってる肉、ちょっと大きいだろ！」「へへん。運が良かったんだ。あの嬢ちゃんにも言われただろ。文句言うなって」

　最初は、駄目人間臭のする一団の表情が少し明るくなったように感じる。

「それじゃあ、全員注目して──」

　夕食を食べ終わった頃合を見計らって、私が軽く手を叩いて全員の意識を集める。

「私とテトが今日、色々とやったけど、それでも開拓支援を継続するには、人手が足りないこと分かっている？」

「掃除、洗濯、お風呂の用意に、食事の準備。それにこの後、食器の後片付けもあるのです」

　私の隣に立つテトが指折り数えながら、今日のことを口に出す。

「ああ、本当にやることが多いんだな」

　冒険者のリーダーも一日で劇的に変わった開拓村の様子を見回しながら、私たちの仕事を認めてくれるようだ。

　だから、私は彼らに協力を求める。

「人手が増えるまでは、食事は朝と晩に一度に大量に作るわ。二食で悪いけど、それくらい私たちの作業を減らさないと他のことができないわ」

　本当なら、もう少し支援依頼の人が集まるはずだったのだが、地味な長期依頼なので人が集まらずに、今は私とテトの二人で回すしかない。

「ガッシュさんもそれでいいですよね」

「あっ、はい！　それは仕方がないですね」

　なんか頼りないなぁ、と思いながら話を続ける。

「じゃあ、次に私たちの一日のスケジュールね。朝に食事を作って、食後は食器の後片付けと衣類の洗濯をするわ。だから洗濯物は、今日出した洗濯籠に出しておいてね。午後からは、まだ未定だけど色々と細々としたことを手伝って、夕方に川辺のお風呂場でお湯を沸かしておくから全員お風呂に入ること。それから夕飯を食べて就寝よ」

　そう言って宣言すると、何人かまだ納得していないような顔をしている。

　だが、反論する理由もないために、特に何も言わないようだ。

「それじゃあ、私たちもご飯を食べて、片付けしたら休むわ」

　私とテトは、別に取っておいた夕食を持って仮設住宅に戻り、冷えてしまった料理を魔法で温めてから一緒に食べる。

　食後には、食器や調理器具を川辺に運び、洗って片付けた後、ようやく仮設住居の中に広げた寝袋の中に入り込む。

「なんだか久しぶりに沢山人と話した気がするわ」

「魔女様、格好良かったのです」

「とても疲れたわ。人に指示出したりするのは好きじゃないのよね。お風呂に入りたいけど、今日は休みましょう」

　私は、意識が落ちる直前に自身とテトに《クリーン》の魔法を使った。

　明日はもう少し段取り良く進めたいと思いながら、家の中に敷いた寝袋の中で眠りに就くのだった。
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　開拓村の朝は早い。

　日の出と共に起き出した私とテトは、冷たい井戸水で眠気を覚ましてから冒険者としての一張羅の装備ではなく、開拓村の作業に適したシャツや簡素なワンピースに着替えて、その上からローブを羽織る。

　そして、テトと一緒に食材を確認して、朝食を作り始める。

「みんな、ご飯ができたわよ！」

　大きな声で家々を回れば、パンツ一枚で寝相の悪い男たちがノロノロと起き上がってくる。

「はい。それじゃあ、並んでご飯を取っていってね。それと洗濯物は、そこの籠に出してね」

　私が指示を出すが、もう一週間も同じようなことをやっていれば嫌でも慣れるらしい。

　それに全員がギルドで依頼の取り合いをしていた冒険者のために、朝には滅法強い。

　それに対してガッシュさんは、と言うと──

「お、おはよう、ございます……」

「ええ、おはよう。はい、パンとスープとおかずよ」

　貴族の七男坊だからなのか、朝は弱めだ。

　それでも胃に温かいスープを流し込めば、そこそこ使い物になる。

　そして食事が終われば、後片付けが始まる。

「テト、そっちの洗濯物を持って。私は、こっちの食器を運ぶから」

「はいなのです！」

　テトは数十人分の衣類で山となった籠を両肩に一つずつ乗せて川辺まで運ぶ。

　私は、【原初魔法】に統合された【闇魔法】の《サイコキネシス》によって、食器をまとめて空中に浮かべて運ぶ。

「念動力ってとても便利ね。テト、足元が危ないわよ」

「わっとと、ありがとうなのです！」

　洗濯物を洗うために川辺まで移動する途中、テトが足元の木の根に躓つまずきそうになる。

　私はそれを注意しつつ、《サイコキネシス》の見えない魔法の手で躓きそうなテトと崩れそうな洗濯物の山を支えて何でも無いように進む。

「さて、洗いましょうか。──《ウォッシュ》！」

　川から綺麗な水を魔法で操り、水球を作る。

　その中に、【創造魔法】で創り出した自然に優しい洗剤を投入して洗濯物を次々と綺麗にしていく。

　洗濯物から汚れが落ちれば、汚れた水を捨てて、新しく綺麗な水ですすぎ洗いする。

「テト、それを干してくれる？」

「はい、なのです！」

　すすぎ洗いを終えて、次に風魔法と内向きの結界魔法の組み合わせで脱水した洗濯物を干すのをテトに任せる。

　川辺の近くには、木と木の間に丈夫なロープを張り、そこに数十人分の洗濯物を掛けていく。

　それが終われば、数十人分の食器も洗って日陰に干していく。

「さて、食器や調理器具は終わりっと。今日は天気も良くてもう暑いから乾きが早そうね」

「そうなのです！」

　私が、手を翳しながら空を見上げれば、曇一つ無い快晴だ。

　痛いくらいの眩しい日射しと川から流れてくる涼風が気持ちいい。

「テト、洗濯物を干すの手伝うわ」

「お願いなのです！」

　12歳のお子様身長だと洗濯物を干すためのロープが少し高く、背伸びをしなければ届かない。

　なので、こちらも《サイコキネシス》の魔法を使い、次々と空中に洗濯物を舞い上げてロープに掛けていく。

「よぅ、今日も精が出るな！」

　そして、川の近くで作業していた開拓団の人たちが休憩ついでに、私たちに声を掛けてくる。

　最初は、魔法で洗濯をして宙を舞う衣類に唖然としていた冒険者たちも納得はしないが諦めたように受け入れていた。

「お疲れ様、みんなは休憩？」

「おぅ、流石に暑いからな。ちょっと水浴びしに来た！」

　狩猟した魔物を川の冷水で冷やして処理したり、村の周りの伐採や開拓作業で汚れたりする冒険者たちは、結構な頻度で汚れを洗い流すために川で水浴びをする。

　そんな彼らは、私たちの目の前でシャツを脱ぎ捨てて上半身裸になって川の中に入っていく。

「川の水が火照った体に効くなぁ！」「飛び込むな、馬鹿！　水がこっちまで飛ぶだろ！」「やりやがったな！　喰らいやがれ！」「てめぇ良くもやりやがったな！　こっちに来い！」

　川にゾロゾロと入り込む男たちが水の掛け合いを始める様子を眺めて、呆れたように見つめる。

「本当に体は大人なのに、いつまでも子どもねぇ」

　大人びた子どもの私の声が彼らに届いて急に恥ずかしく感じたのか、ばつの悪そうな顔をして大人しく水浴びをする。

　その一方で、洗濯物を干し終えたテトは、キラキラと目を輝かせている。

「楽しそうだから、テトも一緒に水浴びするのです！」

「えっ、一緒に水浴びって？　ちょっと、テト!?」

　暑い日なので、川辺の岩の上に靴とニーソックスを脱いで、シャツを着たまま川の中に飛び込んでいく。

「はー、気持ちいいのです～」

　力強く川を泳ぐテトを見ると【体術】スキルの影響からか、泳ぎ方が様になっている。

　ただ一応、ゴーレムで体の構成要素の多くは、泥土のはずなのに良く泳ぐことができると感心する。

　そして──

「結構デカい」「子どもっぽいと思ったけど、意外と体付きは立派だ」「安産型か」

　先に水浴びしていた開拓団の冒険者たちが、水に濡れて衣服が肌に張り付いて透けて見えるテトを見つめている。

　その不躾な視線を不快に感じた私は、小さく《ウォーター》の魔法を唱える。

「あー、目がぁぁぁっ！」「痛ててっ、鼻に水が入った」「ごほごほっ、咽むせた……」

　テトの胸元を凝視していた開拓団の冒険者たちの顔に弱めの水球を当てた結果、目や鼻、口に水が入り、苦しさから悶えている。

　そんな彼らの様子を小首を傾げて不思議そうに見るテトは、私のところに戻ってくる。

「魔女様も一緒に泳ぐのです！　水が気持ちがいいのです！」

「いや、私は別に──はぁ、分かったわ」

　テトの誘いを断ろうとすると、川の中から潤んだ目で見つめられて、仕方がなく了承した。

　水着なんてものはないので、ローブや靴を脱ぎ、濡れても平気な普段着のまま川の中に入っていく。

「あっ、冷たくて気持ちいい」

「魔女様も気に入ってくれて嬉しいのです！　このまま、お夕飯の食材も探すのです！」

　そう言ったテトは、私の手を放して、川辺の岩の裏などに隠れた沢ガニや川エビ、川魚などを探し始める。

　食材の調達のついでなら、と私も川の中を泳ごうとして──沈んだ。

「っ!?　魔女様！　水の中で沈むのは、危ないのですよ」

「ゴホゴホッ……ちょっと待って、もう一回、もう一回！」

　水の中でイメージした動きができずに混乱した私は、もう一度泳ごうとして沈んだ。

　前世では知識として泳ぎ方を知っているので、今の体でも泳げると思っていた。

　なのに、何故か手足をバタバタと動かしても体が川底に沈んでしまう。

「…………」

「魔女様、大丈夫なのですか？　水に足をつけて涼むだけでいいのですよ」

「……そうするわ」

　初めて知った事実だが、どうやら私は泳げない人間──金槌らしい。

　思わぬ自分の欠点にショックを受けた私は、ローブのフードを目深に被って、川辺の岩の上に座って泳ぐテトを眺める。
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　そんな私の様子を見た開拓団のリーダーが笑いを堪えながら、声を掛けてくる。

「くくくっ、まさか大人びた嬢ちゃんにこんな欠点があったなんてな」

「……笑いたければ笑いなさい。私も今日、初めて知ったわ。自分が金槌ってことを」

　そう言って、一人ふて腐れる私を見て、困ったように笑うリーダーが隣の岩に腰を下ろす。

「笑ったのは悪い。だけど、ちょっと安心したんだよ」

「安心した？」

　私は、深く被ったフードの下から隣に並ぶリーダーの横顔を見る。

「こんな若いって言うか小さな腕利きの魔法使いが、ガタガタの開拓村を立て直しちまったんだ。俺らみたいな引退も考えている冒険者とは違う完璧な人間なのかと思っていたけど、まさか泳げないとはな……」

　私が泳げずにジタバタした様子を思い出したのか、くくくっと喉を鳴らして一ひと頻しきり笑ったリーダーは、真剣な表情で私に告げてくる。

「──けど泳げないってのは冒険者としては、ちょっと問題だぞ」

　魔物の討伐や素材の採取の時に、向かう先に池や底無し沼、川などがあると万が一に水辺に落ちた時に命の危険がある。

　また、オークから逃げていた【風鷹】の面々も匂いを掻き消し逃げるために、自ら水に入ろうとしていた。

「私は、泳げなくても平気よ。飛翔魔法で空を飛べるし、体の周りに結界を張れば、泳げなくても水底を歩けるわ」

「いや、そっちの方が泳ぐより遙かに難しいだろ！」

　そうツッコミが入って僅かな間が空いた後にリーダーは、また笑い始める。

　そして、今回のことがなんだか悔しいので、開拓村の暑い日の休憩時間に川辺でテトと一緒に泳ぎの練習をした。

　その結果──どんなに練習しても私の体は、水に沈むので最後の方は泳げるようになるのを諦めた。











25話【新しい技術の習得】






　開拓村の支援の仕事は、食事の用意と洗濯だけではない。

　川辺での洗濯を終えた後は、村に戻って各仮設住宅の細かな埃やゴミなどを風魔法で巻き上げて集め、村の端で火魔法で燃やして、畑の予定地に灰を撒いていく。

　そうした掃除と洗濯を終えたら、ほとんど午後になる。

「それじゃあ、テト。行きましょうか」

「はい、なのです！」

「チセさん、テトさん、またお出かけですか？」

　最初の数日は、ボロボロの開拓事業計画にメスを入れるために、監督役のガッシュさんと一緒に資料を眺める日々だった。

　資料整理や開拓方針の優先順位が決まり、たまにアドバイスする程度にまで計画を軌道に乗せることができた。

　本当に、前世の精神性を持つと言っても、12歳の子どもが口を出すことを受け入れてくれたガッシュさんの柔軟性には感謝している。

「ええ、テトと一緒に近くの薬草を取ってくるわ」

「行ってくるのです！」

「お願いしますね」

　テトがブンブンと手を振りながら、村で作業する開拓団の人たちに見送られ、開拓村の南西方向にある平原まで出る。

「ポーションに使う薬草は、本当にどこにでも生えているわね。それにマナポーションの薬草もある」

　私の【創造魔法】で様々な物を創り出すことができるが、【創造魔法】を介さずに物を作り出す技術が欲しいと思っていた。

　そんな中、開拓団の冒険者の一人に、薬の調合技術を持つ冒険者がいた。

「幸い調合技術を教えてくれることになって良かったわ」

「そうなのです。良かったのです」

　ポーションの調合を教わることに関しては、私と監督役のガッシュさん。そして、その調合師の冒険者との利害の合致があって実現した。

　──私としては、ポーション作製の調合技術を学びたい。

　──ガッシュさんとしては、開拓事業の支援物資で運び込まれるポーションを現地で生産し、空いた分の予算とスペースに別の物資を詰め込みたい。

　──調合師の冒険者は、将来的にこの村で薬屋を開業するための地盤を作りたい。

　そうした三者の利害が一致し、私たちが開拓村の近くにある平原で採取できる薬草を集める代わりに、調合を教えてもらうことになった。

　更に私には、もう一つの目的があった。

「さて、薬草はこんなところかな。それじゃあ──《クリエイション》。石鹸草の種」

　私は、【創造魔法】でとある薬草の種を生み出した。

「魔女様？　それは、何なのですか？」

「石鹸の代わりになる薬草の種よ」

　私が自重することなく【創造魔法】で創った洗剤で洗濯をしているので、私たちが開拓村を去った後に同じ水準の洗濯ができなくなっては、開拓団の人から不満が出そうである。

【創造魔法】で創り出した洗剤は置いて行けないが、その代わりとなる石鹸になる薬草の種を平原に蒔き、調合できる冒険者に石鹸作りを任せようと思っている。

　一応、ダリルの町の資料室で石鹸代わりの薬草の記述を見たことがあるので、特別珍しさはないと思う。

　だが、【創造魔法】で生み出した私が考えた新種の石鹸草は──。





　・薬用として使えて匂いがよく毒性がない。

　・周囲の植生に強い影響を与えないため繁殖力は抑えめだが、生命力は強い。

　・様々な環境に適応しやすく、石鹸成分も環境に優しい天然由来。






　そんな私が考えた最強の石鹸植物の種の一部をその土地に蒔く。

　残りは、テトの土魔法で作り出した鉢植えに植えて、調合師の冒険者に渡すつもりだ。

「さぁ、薬草も十分集まったし、帰って調合を教わりましょう」

「はい、なのです！」

　私とテトは、開拓村に帰り、草原で採取した薬草と石鹸植物の種を持って、井戸に近い場所の修理した家の中に入っていく。

「こんにちは。今日の分の薬草を採取してきました」

「今日は、よろしくなのです！」

「採ってきてくれたみたいだね。助かるよ」

　家の前から声を掛けると、調合技術を持つ冒険者が扉を開けて、招き入れてくれる。

「こっちが今日採取した薬草です。それとこっちの種が──」

「この前言っていた、二人の故郷から持ち出した石鹸の種だね。これがそうか……僕の知ってるやつとは別種だね」

　先程採取してきた薬草をその場で適切に処理しながら、石鹸植物の種を横目に見ている。

「本当に種を貰っていいんだね？」

「ええ、その代わり、私にポーションの調合を教えて欲しいです」

「まぁ、そのくらいは片手間に教えてあげるよ」

　石鹸植物の種を受け取った冒険者から私は、調合技術を教えてもらう。

「ポーションとかの魔法薬と普通の煎じ薬。その違いは、分かるかな」

　そう問われた私は、迷わず答える。

「植物の魔力の有無とか、ですか？」

　私たちが採取する薬草は、魔力を多く含んでいる。

　そのために、目に魔力を集めて探せば、容易に判別することができる。

「半分正解。確かに魔法薬には、魔力が通っている。だけど魔法薬は、その植物や魔物の内臓などの素材と素材に宿る魔力に人間の魔力を加えて増幅・変化させたものなんだ」

　そこからは、調合師としての話と冒険者としての経験の両方を聞かせてくれる。

　なぜ、調合に素材の鮮度が重要になるかと言えば、ポーションを含む魔法薬には、薬効成分と魔力が含まれるから。そして、調合師が加える魔力の要素が重要になる。

　鮮度が落ちて素材に含まれる薬効成分と魔力が薄まれば、どれだけ調合師が魔力を付与しても回復効果は落ちる。

　逆に、どれだけ一流の素材が揃っていても、作り手の腕と魔力、そして加える魔力の方向性が悪ければ、できの悪いポーションどころか毒薬になる。

「と、調合師の基本はこんな感じかな。まぁ、鍛冶師も金属や魔物素材と鍛冶の炉、それと鍛冶師の魔力を合わせて武具を作るから似てるかな。まぁ、あっちは道具。こっちは消耗品だけどね」

　話してくれた内容には、テトの魔剣を作る時に聞いた武器屋のドワーフ兄弟の話と通じるものがある。

　そんなテトは、調合技術には興味がないのか、一人鉢植えを【土魔法】で作り出して石鹸植物の種を植えていた。

　そんなテトに調合師は、苦笑を浮かべている。

「まぁ、ポーションの講義は、このくらいにしておこうか。それじゃあ、実際に作ってみようか」

　そう言って、ポーション作りを実演してくれる。

　私は、マジックバッグの中から【創造魔法】で創り出した無地の本を取り出して、ポーション作りの話を書き留めていく。

「マジックバッグ持ちかぁ。羨ましいなぁ」

「そうですか？」

「そうだよ。僕が冒険者になったのは自分でいい素材を集めるためなんだけど、やっぱり、どんなに丁寧に処理をしても不意の雨で素材が濡れて町に帰った時には、素材がダメになったことがあったからね」

　だから、環境に左右されずに持ち運べるマジックバッグは、当時の憧れだったらしい。

　更に、鮮度を維持して運べる時間遅延型のマジックバッグは、今でも垂涎の品だと言う。

　それを聞いた私は、自分のマジックバッグが時間遅延タイプであることは黙っていようと思うのだった。

　他にも、煎じた薬草をお湯の張った鍋に入れて混ぜながら、ゆっくりと魔力を流し込みながら、彼の色々な体験を聞かせてくれる。

「僕が駆け出しの頃は、ポーションを買うお金もなくて、怪我をした時、近場で採取した薬草を口ですり潰したものを傷口に当てて応急処置をしたことがあるんだよ」

「えっ、それって、効果あるんですか？」

「人間の体液には魔力が宿りやすいって言われてるからね。だから、唾液と噛み潰した薬草を口の中で混ぜ合わせた塊を傷口に塗るのは、古くからの民間療法だよ」

　そんな方法があるのか、と驚く私に、とても理に適っているんだよ、と説明してくれる。

「人間の口を大釜に見立てて、魔力を込めて回復効果のある薬を作る。一応、理論としては今やっているポーション作りと同じだからね」

　そうした体験譚や民間療法の話を手早くメモし、他にも何か有益な話はないかと真剣に耳を傾け、時に本に書き残す私を調合師の冒険者がクスクスと笑う。

「それにしても嬉しいなぁ……」

「嬉しい？　どうしてですか？」

「いや、ダメになっていた僕らを正論で叩きのめしていた大人びた女の子が、こんなおじさんの話を楽しそうに聞いてくれるからね」

　そう言われた私は、口元に手を当てて触ってみるが、自分ではよく分からない。

　そこに、鉢植えを抱えたテトが指摘してくる。

「魔女様は、楽しそうに笑っていたのです。それに目が凄いキラキラしてたのです」

「そうだね。大人以上に大人っぽかったけど、子どもっぽい所もあるから安心したよ」

　一応、前世持ちのために、子どもっぽいと言われるのは釈然としない。

　そこでふと、私は何歳くらいで亡くなったのだろうか、と疑問に思う。

　前世の知識は残しているのに、個人としての記憶が欠落しているが、これまでの知識量から考えて、成人は済ませていると思う。

　考え込み始めた私の頬をテトが指で突っついてきて、その様子を調合師の冒険者にまた笑われてしまう。

「まぁ、ポーション作りの基本は、こんな感じかな？」

　そうこう話し合っている間にポーションが完成し、冷まして布で濾した後、ポーション瓶に詰められる。

　できあがったポーションは、体力を１０００回復する代物だった。

　開拓村のＣランク冒険者の体力が３０００前後であることを考えれば、体力１０００を回復できるポーションは一般人向けということになる。

「さぁ、やってみて」

「魔女様、頑張るのです！」

　そして、二人の応援の言葉を受けた私は、初めてのポーション作りに挑戦する。

　ポーションを作る作業を目に魔力を通して見ていたので、魔力を通すというのがどういう感じなのかも分かった。

　私は、薬草を丁寧に処理して煎じ、それを大鍋の中に入れる。

「薬草とお湯の分量ってどのくらいが最適なのかしら？」

「それは、経験と勘によるかなぁ。ベテランの調合師だって使う道具が変われば、慣れるまではポーションの質が落ちるし」

　そう説明してくれる調合師の話を聞いて、それは使う大鍋が金物屋によって大きさが微妙に違うためではないかと思う。

　調合技術を習得したら、【創造魔法】で創り出した計量カップでちゃんと分量を調べてみようと思う。

　そんな事を思いながら木べらを通して、大鍋の中の液体に魔力を浸透させる。

　井戸水と煎じた薬草から染み出す薬効成分が大鍋で混ざり合い、液体にどんどんと私の魔力を注ぎ込む。

　その大鍋を混ぜて魔力を注ぐ行為に、少し気分が乗ってきて鼻歌が零れてしまう。

　このポーションを使った人の怪我が良くなるように、そうしたことを思いながら特に決まったメロディーのない即興の鼻歌を歌い、ポーションが蓄えられる魔力量の底を感じ取り、作業を終える。

（この大鍋の中の液体に魔力を限界まで満たすのに、魔力量が大体１０００必要なのね）

　私の現在の魔力量が４０００を超えたところなので、ポーション作りとは結構な魔力を使うようだ。

　だが、これで10本分くらいのポーションができるはずだ。

「えっ、これは……」

　そして、私が作り上げたポーションを見て驚愕する調合師の冒険者は、できあがったポーションを瓶に詰めて性能を比較している。

「そんな……初めて作ったチセちゃんが僕と同等の物を作り出した……これが才能の差……」

　私が作り上げたポーションの色合いは、調合師の男性が作った物と同じで、回復量も同じだ。

　そして、振り返った調合師の男性は、真剣な表情で私を見てくる。

「チセちゃん。今の魔力量は、どのくらい？」

「私は、４０００を超えたところよ。今後も伸びて行くと思うわ」

　最初は、50と一般人でも少ない部類だったが、【不思議な木の実】とレベルアップのお陰で大幅に増えている。

　そして、今後レベルアップの速度が鈍化しても【不思議な木の実】を食べ続ければ、確実に魔力量は増えていく。

「凄いなぁ。僕の魔力量は、２０００だ。しかも魔力の成長が頭打ちだよ」

　そう言った彼の目には羨望の色が宿っていた。

「魔法薬の調合は、調合師の魔力量の多さがアドバンテージになる。魔力が多ければ、ポーションを一度に大量に作れる。また、一本作るのに何日も掛けるような魔法薬の作製時間を短縮できる」

　魔力が少ない調合師は、釜の大きさを小さくして一度に作れる量を減らしたり、魔力制御でポーションに浸透させる魔力の無駄を減らしたり、【魔晶石】に魔力を貯めて魔力量を底上げしたり、逆に、込める魔力量を減らした粗悪品を大量に作ったり──

「だからね。魔法使いのチセちゃんに言うことじゃないかもしれないけど、その魔力は君の強みだよ」

　もう、その魔力と今やった調合だけでどこでも生きていける、と言われた。

「さて、魔法使いだったから、魔力量と魔力制御は良かったけど、調合技術の方は、まだ素人だからね。どんどんと色んな素材の処理方法を教えていくよ」

「はい、お願いします」

　どうしようもない才能の差を見せつけられた調合師の男性は、それでも私に調合技術を教えてくれる。

　むしろ、自分の全てを覚えてくれと言わんばかりに教えてくれるので、その全てを白紙の本に書き残し、空いた時間でポーションの練習を繰り返す。

　彼には、お礼として【創造魔法】で創り出した【魔晶石】を渡して、彼が魔力量の関係で作れなかったレシピをテトに見守られながら、二人で作り上げていく。

「あはははっ、チセちゃんは、調合を学んでいる時は、年相応の顔をするね！　まぁ、僕も【魔晶石】のお陰で作れるレシピが増えて、年甲斐もなく興奮しちゃったけどね！」

　この歳になって【魔晶石】を使って新たなレシピに挑戦できることを喜ぶ彼と共に、開拓村で使うポーションやこの開拓村の周りで集められる素材でポーションを作ってみたりした。

　私が調合を学ぶ一方テトは、日々、鉢植えの石鹸植物のお世話をしていた。

「早く大きくなるのですよ～」

　気の抜けた声で鉢植えの土が湿るくらいの水を遣り、いつ芽が出るのか楽しそうに鉢植えを眺めていた。

　私は、調合技術の習得のために、そんなテトの様子を微笑ましく見つめていたが、注意深く見ていなかったために気付くのに遅れた。

　鉢植えの土が豊富な魔力を常に浴び続けたテトの体を構成する土であること。

　そして、テトが毎日鉢植えに触れて無意識に鉢植えの土に魔力を送り込んでいたこと。

　その二つが合わさった結果──

「魔女様～、何か生まれたのです？」

「生まれた？　ああ、石鹸植物の芽が出たのね」

　私がテトが育てた鉢植えを確認すると、沢山並んだ植木鉢の中の二つにとんでもない物が生まれていた。

「っ!?　テト、それは何？」

「わかんないのです！　何か生まれたのです！」

　鉢植えから生える、植物の集合体のような生き物と土の塊のような生き物。

　大きさは、掌に乗るくらいの小人のような風情だが、不思議そうにこちらを見上げている。

「おや、どうしたんだい？」

「テトの鉢植えから生えたらしいんです」

　私が調合師の冒険者に訴えかけると、彼もテトの鉢植えを見て──

「ああ、そっちの鉢植えは石鹸植物の芽が出たんですね。ただ、その二つの鉢植えは種の発芽率が良くなくてダメでしたね。残念です」

　にこやかに答えてくれる調合師の冒険者に、あれ？　私とテトにしか見えていない……と思ってしまう。

　そして、私が直前まで調合作業で目元に魔力を集中させていることに気付き、それを意図的に切ると鉢植えの中に生まれた存在がスッと見えなくなる。

「ああ、これは精霊的な物なのね」

　元々テトが取り込んだ精霊の力の一端が作用したのか、それともこの開拓村の周辺の自然環境が良かったのか、精霊が生まれてしまった。

　私が、再び目に魔力を集めて見つめれば、まだ自我という物を確立していないのか、こちらを不思議そうに見返してくる。

「魔女様、この子たち、どうするべきだと思うのですか？」

「そうね。鉢植えの中だと可哀想だから、森の奥に移してあげましょう」

　私とテトは、発芽しなかった鉢植えを片付けるという名目で生まれたての土と植物の精霊を森に移す。

「ちゃんと根付くように魔力を分けてあげるね。──《チャージ》」

　優しく触れた精霊たちが、テトと同じように気持ち良さそうに魔力の波動を受けてその地に根付く。

「さようなら、元気でね」

「バイバーイ、なのです」

　私とテトは、生まれたての精霊たちに別れの挨拶を送ると、土と植物の精霊はそれぞれが司る物の中に溶けるように消えていく。

「生まれたての精霊でも時間と共に成長すれば、周囲の自然が肥沃になるかもしれないわね」

「あの子たち、大きく成長してくれると嬉しいのです！」

「ええ、そうね。ただし、テト。無闇に精霊を生み出しかねないことは禁止よ」

「はい、なのです」

　最後の最後で私に注意されて、しょんぼりとするテトの様子に苦笑を浮かべながら、開拓村に帰るのだった。

　余談であるが、テトの魔力と土によって生まれた精霊たちは、長い時を経て、この村の守り神となるのは、遠い未来の話である。

　そして調合技術を学び始めて一週間後、精霊が生まれなかった鉢植えは、テトの魔力で成長が促進されて完全に成長した頃──

「ははっ、僕の知っている魔法薬のレシピを全部習得しちゃったよ」

　乾いた笑みを浮かべる彼の持つ調合の技術をたった一週間で全て覚えてしまった。

　他にも調合の失敗で生まれた毒薬系の魔法薬の廃棄方法やポーションに込められた魔力を抜く【魔力抜き】の技術は、様々な場面で応用できそうである。

　事実、私のステータスに【調合】スキルが新たに習得していた。

「ステータスの職業を魔女にしてからは、魔女らしい行動に補正が掛かっているのかもね。魔法とか、調合とか……そんな感じで」

　夜、テトと二人っきりの仮設住居の中でポツリと呟く。

　流石に、転生した体はハイスペックだったようだ。











26話【開拓村の女神たちって呼ばれているらしいです】






　思った以上に大変だったが、ボロボロの開拓事業の立て直しができた。

　そして、開拓村での生活に余裕ができたために近くの平原や山中に足を延ばし、薬草や山菜を採ったり、野ウサギや野鳥などを捕まえて、食事の彩りを増やしている。

　開拓団への支援物資も届いて食材の心配もなくなり、明日から追加の人員が来ることが決まっている。

　この開拓村に来て三週間──私とテトは、夜には覗き対策の土壁で囲われたお風呂に入っている。

　結界も多重に張っているので、外からお風呂を覗ける人はいない。

「ふぅ、いいお湯だったわね」

「なのですね！」

　清潔化の《クリーン》で済ませる時はあるが、やはりお風呂に入ると体も温まって気持ちがいい。

　お風呂から出た後、吹き抜ける夜風に涼みながら、テトと並んで開拓村までの道をのんびりと歩いて帰る。

「ただいま、なのです！」

「おう、テトの嬢ちゃん、おかえ……」

　私が来てすぐの頃は、支援物資のお酒を禁じていたが、開拓事業に精力的な冒険者たちの働きを見て、一人１杯分くらいのお酒は許可している。

　今は、夕餉の後の酒と簡単なゲームに興じている。

　それに、代官になる予定のガッシュさんも、以前はピリピリしていた冒険者たちに怯え気味だったが、今は仲良くしている。

「あまり遊びすぎないようにね」

「えっと……そのローブは、チセの嬢ちゃんか？」

「そうよ。誰だと思ったの？」

　確かに普段からフードを被って顔を見られないようにしていたが、流石にお風呂上がりだと頭が蒸れるので、フードは被っていない。

「チセの嬢ちゃんは、子どもだと思ってたけど、綺麗な顔立ちじゃねぇか」

「周りに女の子がいないからって、私を口説くのは、どうかと思うよ？」

「そんなんじゃねぇよ！」

　私の辛辣な言葉に周りから苦笑いが起こるが、ずっと口を開かずに黙っていたガッシュさんは驚きから固まったままだった。

「明日にはガッシュさんが頼んだ追加の人員が来ると思うからもう寝るわね。それじゃあ、お休みなさい」

「お休みなのです！」

　そう言って私たちは、使っている家に入り、余った魔力をテトに譲渡して、結界魔法で家の周りを覆ってから眠りに就く。







　ＳＩＤＥ：開拓団のリーダー







「ふぅ、あんな嬢ちゃんがまさかこの開拓村を立て直すとはなぁ」

「なんと言うか、色々自信を無くしますよ」

「あー、あんたも一緒になって頑張ってるよな。俺は知ってるから気にするな」

「ううっ、はい」

　俺は、開拓事業の監督役であるガッシュの背中を叩く。

　ガッシュの実家が金を出す開拓事業の監督役になって成功すれば代官か、この村の村長だろう。

　ただ、開拓事業ってのは思い通りには進まねぇ。

　なんせ一度は、滅んだ村だ。

　村の周辺の魔物が予想以上に多い。

　安全な寝床の確保が難しい。

　力自慢の冒険者でも、農業や開拓に関しては、素人が多い。

　魔法使いもいるが、今まで魔物を倒すことに魔法を使ってきたやつらだから、開拓に向いた魔法を覚えてない。

　それに不良冒険者が混じって、物資を横領する。

　色んな問題が起きて、ピリピリするか、酒に逃げて無気力になり始めていた。

　このままだと開拓事業が失敗するかと思われた矢先、新しい支援者が来た。

『酷い……』

　新しい支援者・チセの嬢ちゃんが言った言葉は、確かにその通りだ。

　だがその時は、そんなことを思うほどの余裕はなかった。

　それからは、もう思い出すだけでも笑っちまう一方的な蹂躙だった。

　寝床がないことを怒りつつ、仲間のテトの嬢ちゃんに家を作らせ──

　汚いからと威圧されつつ作った風呂に入れられ──

　汚れた洗濯物は、全部纏めて魔法で丸洗い──

　残った食材で、腹が膨れる料理を用意してくれる。

　他にも色々なことをしてくれた。

　壊れた井戸は、チセの嬢ちゃんが魔法で清潔にして、テトの嬢ちゃんが土魔法で直した。

　伐採した木材などは、保管できる場所を作ったり、俺たちが木の根を引っこ抜いた場所を魔法で平らに均ならしてくれたりする。

　うっかり狩りで魔物に負わされた傷や作業中の傷などは、放っておけば治ると思って放置していたやつらも風呂で丸裸になるのですぐに見つかり、治療される。

『怪我したら言いなさい。それが私たちの仕事よ。テト、私が作ったポーションを持ってきて』

『はい、なのです！』

『うわっ、冷てぇ！』

　化膿してジクジクと痛む傷口を風呂で清潔にした後、チセの嬢ちゃんに見つかり、冷たいポーションをぶっかけられた。

　普通なら治療するのに、銀貨２、３枚はするほどの怪我なのだが、ポーション代を受け取らない。

『日当分に含まれているから要らないし、それは私の練習用に作ったやつよ。もしも私に恩返ししたいなら、自分や他の人の作業中の怪我に注意して。怪我しなければ、その分私も楽だから』

　ぶっきら棒に言うチセの嬢ちゃんは、凄ぇ頑固な性格だと思う。

　頑固で、愛想がねぇ。けど、心配してくれる。

　それと一緒に、回復魔法やポーションが使えると言っても無茶なことをしたら、どうなるか？　と言いながら脅すんだから、怖ぇ嬢ちゃんだ。

　フードを目深に被って怪しいが、理性的に、こちらを諭すように言ってくるのが、余計に怖い。

　ある仲間の冒険者は、こう言っていた。

『──なんだかんだで俺たちのことを気に掛けてくれる、母ちゃんみてぇ』

　まだ12歳の少女に母親を投影するのは、どうかと思う。

　だが、俺たちの汚れた洗濯物を洗ったり隠していた傷を見て、溜息を吐く様子や怒る時の威圧感とか似てて、確かにお袋みてぇだと納得した。

　そう思うと、なんだか信頼できるような気がしてきた。

　ガキの頃は、お袋に尻を叩かれながら、アレしろ、コレしろ、って言われていたのを思い出す。

　そんなチセの嬢ちゃんの登場に、元々自信のないガッシュは、更に自信を無くして酒を飲んで泣き上戸になっている。

　チセの嬢ちゃんは、あっという間にこの場当たり的な開拓事業を、魔法の力でゴリ押し気味に形を整えたのだ。

　もしも国が囲っている宮廷魔術師たちを開拓事業に出してくれたら……その実例が目の前に現れたようなものだ。

　だから一度、休憩中に質問したことがある。

「チセの嬢ちゃんなら、こんな面倒な開拓作業をパパッと終わらせられるんじゃ無いか？」

　そう言われて、チセの嬢ちゃんは考え込むような仕草を見せる。

　そこは否定しないんだな、と表情が引き攣りそうになりながらも言葉を待つ。

　そして、返ってきた言葉は──

「できるけど、やらないかな？」

「そりゃどうしてだ？」

「確かに私とテトで村の形を作れると思う。でも、そこに人間としてのプライドはあるの？」

　そう言われて、悩む。

　ただ与えられただけの村に価値はあるのか？

　俺たちは冒険者だから、危険な依頼をこなすし、腕とランクには自信がある。

　だが、チセの嬢ちゃんの言う通り、自分たちの手で作らない村を、果たして俺たちは守る気概があるのだろうか。

　きっとすぐに逃げ出す。

　そして、また居場所が欲しくなったら、またチセの嬢ちゃんに頼むだろう。

「そんな村、また作って貰えばいいと思って守らないかもな」

「そうでしょ？　だから、私は依頼の範囲で手伝うし、報酬分は働くけど、他の人たちの仕事は取らないわ。それに開拓の時の役割が新しい村での仕事になるかもしれないでしょ？」

「仕事？」

「村に必要なのは農夫だけじゃないでしょ？」

　フードの奥でチセの嬢ちゃんが子どものように楽しげな微笑みを浮かべて、朗々と語る。

　──魔物の駆除をしている冒険者は、狩人なり自警団。

　──開拓で木を切る人が木き樵こりであり、切った木を炭に変える炭焼き職人。

　──ポーションを作れる人がもういるから薬屋さん。

　──魔法使いなら文字の読み書きもできるから先生。

　──火魔法が使えるなら川辺のお風呂場でお風呂屋さん。

　──お酒好きなら、酒屋。

　──酒を造るには酒樽が必要だから、手先が器用な人なら木工職人や大工。

　──誠実でみんなを引っ張れる人は、村長さん。

　──村のトラブル解決や事務仕事、納税の管理、外部との利害調整は代官。

　その話す内容は、俺たちに具体的な開拓村での生活を想像させてくれた。

「俺が狩人かぁ……」

「じゃあ、お前は酒好きだから、酒蔵で酒造りだな」

「味見って言って盗み飲みできるな！　それならお前らは酒の材料の麦をちゃんと育てろよな」

「俺、昔に弱いけどテイマーの適性があるって言われたんだ。俺にできる仕事はあるかな？」

「なら、家畜を育ててもいいし、養蜂家ってのもあるよな！」

「リーダーが村長で、ガッシュさんは代官を頑張ってくださいな！」

　今まで色んな所を旅した冒険者が集まっているから、冒険者から色んな職業への転職の話題に広がる。

　ただ辛い開拓事業だったのに、一気に視野が広がった気がする。

「ありがとう。チセの嬢ちゃん」

「さぁ、休憩はお終いよ。夕飯はちゃんと作っておくから怪我しないようにね」

　そう言って、口元はほんの少し上がるチセの嬢ちゃんは、未来に思いを馳せる子供っぽさが消え、優しげな大人の女性の雰囲気も感じさせてくる。

　本当に、変な嬢ちゃんだ。

　そして、夜にはチセの嬢ちゃんがコップ１杯の酒を解禁してくれたお陰で多少の楽しみが戻ってきた。

「それにしてもチセの嬢ちゃん様々だぜ」

「だな。あれだけダメそうだった開拓事業が立て直せたんだからな。俺らの天使だ！」

「天使って言うには愛想はねぇだろ！」

「ちげぇねぇ。じゃあ、女神様ってか！　俺たちの手が届かないような良い女」

「いいな、それ！　ただ、ちと年齢が足りねぇな。あと五年後だ！」

「「「がははははっ──」」」

　そんな感じで馬鹿笑いしていると、夜遅くにチセとテトの嬢ちゃんが風呂から帰ってくる。

　ホカホカと体が温まったのか、気持ち良さそうに目を細めたテトの嬢ちゃんと、その隣に黒髪の凄く顔立ちの整った美少女が並んでいた。

　チセの嬢ちゃんは、切れ長の目を湯上がりの夜風で気持ち良さそうに細めている。

　妙に大人びた12歳の少女だと思ったが、これは将来確実に美人になると思わせる顔立ちだった。

　これが後数年もすれば、魔性の女となって周囲の人間を惹き付けるだろう。

　一緒に飲んでいたガッシュなど、一応貴族だから美人揃いの貴族令嬢を見慣れていると思うのだが、呆けてしまってる。

「それじゃあ、おやすみなさい」

「おやすみなのです！」

　そう言って、彼女たちに割り振られた家に入っていく。

「マジモンの女神様みてぇだな」

「俺たちにとっては、幸運の女神様だな」

　そんなことを言う開拓団の男たちは、チセの嬢ちゃんに感謝の念を送る。




　後年の開拓村は、近くの森林から採れる木材を加工する木工が特産となり、ある物が売れ始めた。

「これは、開拓する時に訪れた開拓村の女神様の横顔だよ」

　お守りとして木のプレートに女の子の横顔が、その裏には少女が開拓の際に語った大切な言葉が彫られたものが縁起物として売られ、多くの開拓者たちの間で広がっていった。











27話【開拓村の形ができたら、お見合いが始まります】






　この世界には、魔力があり、レベルがある。

　戦える人がその力を開拓事業に向ければ、現代でもビックリの人間重機のような成果を上げていく。

　逆に、人間が手放した廃村は、魔物が蹂躙し、魔力によって繁殖力が増した植物などが急速に侵食していく。

　そのために、人間が手放した村の跡地は、長い時間を待たずして朽ちて埋もれてしまうのだ。

　そんな世界の中で魔力によって保護された建物などは、何百年、何千年経っても各地に遺跡という形で残っているらしい。

「へぇ、そうした遺跡もあるのね」

「チセの嬢ちゃんも大人びてるようで、なんだかんだで子どもなんだな。こんな話に興味があるんだからな！」

「こんな話じゃないわ。私は、行ったこともないから興味を惹かれるわ」

　私が真っ直ぐにそう答えると、自分たちの冒険譚を聞かせていた冒険者が少し照れる。

「まぁ、知らないやつだと興味を惹かれるかもな。けど、大抵はお宝なんて持ち出されて、隠し部屋なんかもない。ほとんどが管理されずに魔物が住み着くただの建造物だぜ」

　自嘲気味に笑う冒険者だが、確かに富と名声を求めた者にとってはハズレだろう。

　だが、私はそうは思わない。

「素敵な話、ありがとう。いつかテトと一緒に行ってみるわ」

「魔女様と一緒に行くのです！」

　そう言って隣では、串焼きを食べていたテトが手を振り上げる。

　そんな私たちを開拓団の冒険者たちは、眩しそうに見つめてくる。

「それじゃあ……行っちまうんだなぁ」

「ええ、村としての体裁が整ったら、また旅を続けるわね」

　私のお陰か、開拓村の体裁は予定よりも大幅に短縮されて整った。

　更に短縮されて浮いた予算で追加人員が来て、家事全般の負担が減った。

　なので、ガッシュさんと一緒に村の特産なども今から考えたり、追加人員の女性たちと一緒にご飯を作ったりして日々を楽しく過ごしていた。

「チセさん、テトさん。その魔法の力を開拓の方に充ててください」

「えっ、嫌だけど……」

「なら、やってくれたら、依頼の報酬を増やします！　開拓団の男性たちと同じ銀貨２枚でどうですか！」

「なら、いいよ」

　私は、労働力を安売りしない。

　なので魔法使いとして畑や街道の整備、河川の増水対策をやった日だけ、報酬増額ということを決めた。

　その結果、開拓村は、普通は何年も掛けて畑の土を作っていかなければいけないのに、魔法で調整しているので、すぐに作付けができる状態にした。

　それから町から村までの半分の距離は、町側が整備しているが、残り半分は、轍の目立つあぜ道である。

　それも土魔法で整地したので、馬の負担が少なく、町までの移動日数が三日から二日に短縮された。

「これで町からの移住者の受け入れがしやすいし、里帰りもしやすいですね」

「そう、よかったね」

　そんな感じでガッシュさんもなんだか吹っ切れて、私たちを上手く使おうとしている。

　実際に国の宮廷魔法使いや上位冒険者の魔法使いを雇用するなら、一日銀貨５枚以上。

　ただ、優秀な魔法使いを一人雇っても、必ずしも開拓作業が大幅に短縮されるわけではなく、魔力切れもある。

　そのため複数人をセットで運用し、更にそんな貴重な人材を護衛する人や、パーティーを組んでいる冒険者たちの分の日当、魔力切れに対するマナポーションの支給などを考えると、運用するには一日小金貨２～３枚は下らない。

　ならば、同じ金額で大勢の労働者を雇って作業させた方が、安価で済む。

　そんな開拓事業で私とテトは、Ｄランク冒険者の魔法使いとしての適正価格で働く。

　魔力量が多いからマナポーションも必要ないし、休憩時には瞑想して魔力回復を図る。

　吹っ切れて強かになったガッシュさんに使われ、思いっ切り魔法を使えるのでいい気分転換になる。

　そして、ついに待望の日がやってきた。

「ようこそ、開拓村へ。移住希望者ですね」

　男性所帯の冒険者たちは、この依頼を終えた後にも開拓村で暮らし続けるために、女性と技術者が多めで村への移住が開始され、第一弾として女性がやってきてお見合いパーティーとなる。

　冒険者の男たちは、二十代後半から三十代前半の人たちが多い。

　対して募集で集まった女性たちは、周囲の村々で家の手伝いに追われて結婚できずに余ってしまった行き遅れ気味な女性や未亡人が多い。

　家の手伝いをしていたので家事全般には不安はない。

　なにより、元冒険者の妻になることを了承してくれた得がたい人たちだ。

　周囲に呼び掛けるのに苦労した、とガッシュさんが言う。

「だって、みなさんには幸せになって欲しいじゃないですか」

　この開拓事業で仲良くなった冒険者たちの幸せを願ってのことだ。

　そして、ガッシュさんの方は、と言えば──

「よろしくお願いします。マリーと言います」

「よ、よ、よろしくお願いします！」

　オットー市に店を構える商家の娘のマリーさんとの婚約が決まっていた。

　ギャスパー伯爵家の七男と、この開拓事業を支援してくれた商家との政略結婚。

　伯爵家としては、ガッシュさんの行き先として開拓村を作り、そこの代官として男爵の地位を与えることで、ギャスパー伯爵領の税収を上げつつ、貴族の一門を増やす狙いがある。

　商家としては、ギャスパー伯爵家に連なる貴族との繋がりと、新たな販路の確保。

　そんな感じの政略結婚だが、ガッシュさんとマリーさんは相性は悪くなさそうだ。

　それに今回のお見合いで、開拓村では次々とカップルが成立し、村としての体裁が整っていく。

　農業の下準備ができたので、農業指導者から今の時期に間に合う作物を植えたり、それぞれが住む家を建てたり、魔物討伐の狩猟を中心にしばらくはお金を稼いで、マリーさんの生家の商家から食料や嗜好品を購入していく予定だ。

　開拓村の全員が未来へのビジョンが見え始めている。

　そして、開拓村が安定して村人たちが笑顔で生活している中に、私のいる景色を想像できなかった。

「さて、そろそろ終わりかな」

「えっ？」

「もう私とテトは、要らないんじゃないかなって」

　だから、そろそろ依頼を完了してもいいんじゃないだろうか、とガッシュさんに目を向ける。

「……そう、ですね。今までの仕事ぶりから報酬額を計算して、依頼達成書を書きます」

「ありがとう」

　後は、この村に残る人の仕事だ。

　私は、テトを連れて村の外れの平原まで移動する。

　そこは草に覆われ、小さな花を咲かせている。

　ここで山羊や羊などを放牧してもいいし、花の種を蒔いて、養蜂してもいいなどと話したのは記憶に新しい。

　他にも幾つかの魔法薬の素材や、私たちが蒔いた石鹸植物が生えている。

「ねぇ、魔女様～？」

「うん？　なに、テト？」

「魔女様は、この村に残りたいと思わないのですか？」

「うーん？」

　私は、悩み、ぽつりと呟く。

「ダリルの町で本を買ったのを覚えている？」

「はい、なのです」

　魔法書や魔法や魔力に関する本だ。

　その中に、ある一文が書かれてた。

「──『魔力が多い人は、身体的な全盛期が長く訪れ、長命化する傾向がある』だって」

　開拓団にいた魔法使いの冒険者で一番魔力量が多い人は、５０００と今の私と同等だ。

　それでも40歳なのに外見年齢は30代前半と若々しい。

　それに【身体強化】を使える冒険者も総じて若々しくあるし、魔法使いや魔法が得意な長命種族であるエルフなどが、長寿・長命であることは有名である。

「私の今の魔力量は５０００を超えて、これからもどんどん増やしていくつもりなのよね」

【不思議な木の実】を一ヶ月食べ続ければ、５００～１０００くらいの魔力が増える。

　最初は、伸び幅が小さかったが、魔力が増えるほどに伸び幅が大きくなり始めていた。

「そうなると、ドンドンと老いが遅く、寿命が延びると思う。私がこの村に居着いてもずっと姿が変わらないままだと思うと……ちょっと寂しいな、って思って」

【不思議な木の実】を食べ続けることは、私の【創造魔法】で生み出せる物の範囲を増やし、私を強くするはずだ。

　だが、その代償は、人と違う時間を歩むことになるらしい。

「うーん？　テトは、魔女様がいるから寂しくないと思うのです。でも、魔女様は寂しいと思うのですか？」

　テトにとっての世界は、自分と私、それ以外って括りなので、イマイチ理解していないようだが、確かにテトが居れば寂しくないだろう。

　テトの素直な気持ちに苦笑する私は、そのまま平原に寝っ転がり、テトの太ももに頭を乗せる。

「……ちょっとだけナイーブになってたかも。甘えさせて」

「はいなのです！」

　村はお見合い状態で、私はテトとのんびりと過ごしていく。

　そして、日が沈み、この村を気に入った人はこのままここに住み続け、少しずつ村を盛り立てるはずだ。

「さて、帰りましょうか」

　もし、魔力量を増やして寿命が延びたら、普通の人たちと長く一緒には居られないかもしれない。

　だけど、旅を続けた十年後や二十年後に、またこの村に戻ってきて、発展を目にするのも楽しいかも知れない、と気持ちを切り替えたのだった。











28話【突発的な魔物の暴走と防衛。そして、創造による暴威】






　お見合いパーティーは、成功に終わったようだ。

　何組かのカップルが誕生し、またカップルとは別にこの村に移住していいと言う人もいた。

　なので、時間を掛けてゆっくりと互いを知り、ゆくゆくは新たな家庭を作るだろう。

　そう思いながら私とテトが使っている家で寝ていると、激しい振動を感じ、反射的に飛び起きる。

「テト！　何か来る！　すぐに備えて！」

「はいなのです！」

　杖を片手に飛び起きた私と、その後に続くテト。

　それに他の冒険者たちも開拓事業の後に冒険者を引退する予定とは言え、冒険者としての勘は鈍っていないようで、素早く各々の家から飛び出してくる。

「チセさん！　なんですか、コレは！」

　夜遅くまで事務仕事をしていたのか、まだ起きていたガッシュさんが真っ先に私に尋ねてくるが、私は首を横に振る。

「分からない。みんな、非戦闘員の誘導を！」

「分かりました！　それなら村の食料貯蔵庫の地下室に案内します！」

「お願い！　──《フライ》！」

　私は、ガッシュさんや冒険者たちに避難誘導をお願いし、飛翔魔法で高く飛び、森の方を見詰める。

　魔力を目に集めて、夜の森を見通そうとする中、森の中に無数の怪しい光を見つけた。

「あれは、魔物……このままだと折角作った村が……」

　地上を走る魔物の姿を見るに、幾ばくの猶予もない。

「テト！　すぐに村を囲うように防壁を作って！」

「はいなのです！」

　私の指示でテトは、村と森の境界の土を操作し、高さ５メートルほどの圧縮した土壁を作り上げる。

　小さな開拓村一つを囲う大魔法に冒険者や避難中の移住希望者たちが驚く。

　その中で私とテトは、高い土壁の上に乗り、北から迫る魔物たちと対峙する。

「やるわよ。──《ウィンド・カッター》！」

　森から現れた魔物に無数の風刃を放ち、魔物たちの体を切り刻む。

　30は超える魔法が魔物たちを一掃する中、その間を縫って現れた魔物たちが村を囲う壁に迫ってくる。

「さぁ、やるのです！」

　そして、壁の上から飛び降りたテトは、迫る魔物たちを次々と剣で斬り伏せる。

　テトの魔力を浴びた黒い魔剣は、魔物を易々と斬り裂き、テトの体に噛み付く魔物もテト自身の【身体強化】による防御で阻まれ、膂りょ力りょくで容易に振り回される。

「チセの嬢ちゃんたち！　俺たちもやるぞ！」

「テトの嬢ちゃん、前に出すぎだ！　戻ってこい！」

　冒険者たちも非戦闘員を食料貯蔵庫の地下に誘導し終えたようで、次々と集まってくる。

　そんな彼らがテトを心配して声を掛けるが、それも構わずに嬉々として魔物たちを叩き斬り、返り血を浴びている。

「テトは平気よ。勝手にやらせておいて」

「ああ、そうする。あそこに飛び込む勇気はねぇよ」

　魔物の強さとしては、ＤやＥランクなどの下位の魔物だろう。

　だが、それが森から際限なく現れて、テトを恐れることなく次々と襲ってくる。

　それどころか村の壁に沿うように走る姿は、まるで何かから逃げているようにも見える。

「それじゃあ、塀の上から魔物の侵入を防いで。間違って壁の外に落ちないでね」

「わかった。って言っても、この程度の魔物なら、５分は耐えられる！」

　その程度の時間があれば、自力の跳躍で壁に登って脱出できると言う。

　開拓村に腰を据えようと言うものの、流石はＣランク相当のベテラン冒険者たちだ。

「それじゃあ、私は、森の奥へ向かうわ」

「おい、一人で行こうってのか！」

　開拓団の冒険者たちを引っ張ってきたリーダーが私を止めようとする。

　だが、私は、それに対して首を横に振る。

「原因を排除しないとジリ貧の可能性もあるわ。それに私は、空を飛んで様子を見に行くけど、付いてこられる人はいる？」

　そう言うと、冒険者たちは黙ってしまう。

　飛翔魔法など高度な魔法を見せられて、皆黙ってしまう。

「それじゃあ、行ってくるわ。テト、みんなを守ってあげて！」

「はい、なのです！」

　魔剣を振り回し、ニッコリと私に笑みを向けるテト。ただ、べっとりと返り血を浴びているので、終わった後はお風呂かな、などと思ってしまう。

　そして一人、夜の森に向かって飛んでいくと森の木々が倒れ、山の中にポッカリと穴が空いているのが見えた。

「なに、アレは？　──《ライト》！」

　穴の上空に留まり、照明のための光魔法を打ち上げる。

　そして、森の中に空いた大穴の中身が露わになる。

「魔物。アレは、竜？」

　のっそりと現れる青色の体表を持つ生物は、長い蛇のような鎌首を持ち上げ、逃げ遅れた魔物を丸呑みにしていた。

　それもその頭は一つではなく四つ存在し、四対の目が灯りを打ち上げた私を見詰めていた。

「多頭の竜──ヒュドラってやつかしら？」

　ダリルの町の魔物図鑑で見たが、ヒュドラは、高い再生能力を持ち、頭が多いほど厄介さを増すらしい。

　三つ首でＣから－Ｂランク、四つ首でＢランクに匹敵するだろう。

「三つ首のＣランクだったら、開拓村の冒険者たちが束で掛かれば倒せる。四つ首でも犠牲を払えば倒せるかも。でも──」

　ここ一ヶ月近く、共に生活してきた仲間が犠牲になるかもしれない。

　そんな思いが頭を過よぎり、一瞬考えを巡らせている間に、四つ首のヒュドラが私を丸呑みにしようと首を伸ばして狙ってくる。

「ちっ！　──《ウィンド・カッター》！」

　襲い掛かってくるヒュドラの頭部を掻かい潜くぐりながら、その頭部や首に風刃を放っていく。

　オーガと対峙した際、薄皮一枚しか切り裂けなかった反省を生かして魔力を多めに込めたのに、皮膚の下数センチほどしか切れなかった。

『『『──キシャァァァァァァッ！』』』

　強力な魔物との評価に見合う【身体強化】による硬度を持つ上に、魔物の特性として切り裂かれた部位が泡立ち、すぐに傷が再生してしまう。

「面倒ね。だけど、体の強度としては、オーガと同等かな？　それなら、これで終わりよ！──《ハードシュート》！」

　私は、マジックバッグから四つの【魔晶石】を取り出し、オーガを倒した時と同じように硬化した【魔晶石】を打ち出す。

　硬化した結晶体がヒュドラの四つの頭部に突き刺さり、貫通し、頭が地面に落ちていく。

「ふぅ、これで討伐完了……じゃないか」

　地面に落ちて地響きを上げるヒュドラの頭だが、傷口が泡立ち、再生して再び持ち上がる。

「普通は、脳を破壊されたら終わりだけど……ああ、どれか一つの脳があれば、再生するのか」

　倒れたヒュドラの首の付け根に隠れるようにまだ小さな五つ目の頭が生えていた。

「じゃあ、今度は、逃がさない！」

　再び再生したヒュドラの首を五つとも破壊するために【魔晶石】を放っていく。

　だが、ヒュドラの五つの頭は、私の攻撃を学習したのか、一番大きな頭が盾となり【魔結晶】を全て受ける。

　そして、ズタズタになる頭部だが、それもヒュドラの再生力で治っていく。

「ホント、無理ゲーよね！　五つの頭を同時破壊とか──よっと！」

『『『──キシャァァァァァァッ！』』』

　激しい水流のようなヒュドラのブレスが放たれ、それを掻い潜り避よける。

　これが炎や毒のブレスだったら、山火事や汚染が起きていたかも知れない。

　ヒュドラの攻撃が水流のブレスだったのは、不幸中の幸いだろう。

　だが、水流のブレスを何度も地表に放たれれば、森が荒れてしまう。

「一人でヒュドラを倒す……どうする。どうやって倒す！」

　幸い、ヒュドラ本体は重鈍なために逃げること自体は容易であり、私には、ヒュドラの五つの頭を同時に破壊する威力の攻撃手段はない。

「ないなら、創り出すまで！　さぁ、やりますか！」

　私は、飛翔魔法でヒュドラの胴体のほぼ真上まで高度を上げる。

　５本の首を伸ばしても届かない高さ。

　そこでマジックバッグに貯めていた大量の【魔晶石】を取り出す。

　私の魔力を呼び水として、取り出した【魔晶石】から魔力を引き出す。

　膨大な魔力が私に集まり、その負荷で【魔晶石】が次々と砕けていく。

「１０００の魔力量が貯められていた【魔晶石】が１００個！　全部で10万魔力を使った【創造魔法】だ！　──《クリエイション》ギロチン！」

　10万の魔力からヒュドラの胴体を両断するための巨大な処刑刃が誕生し、空中に浮遊する。

「落ちなさい！」

　そして、私の残りの魔力で落下の道筋をつけ、闇魔法の加重により勢いを増して落ちていく。

『『『──キシャァァァァァァッ！』』』

　頭上を見上げて逃げようと重鈍な体を引き摺るように動かすヒュドラだが、頭上から迫るギロチン刃が胴体と頭部の付け根に落ちる。
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　大質量の落下の衝撃に、それを受け止めるヒュドラの胴体がザックリと両断されて、首だけが地面を這うように逃げ回る。

「まだ生きてるのね。しぶとい。けど、目に見えて魔力が減ってる？」

　多分だが、ヒュドラの頭部が再生の特性を司り、それを支えるのが胴体の魔石から供給される魔力なんだろう。

　首と胴体の魔石の繋がりが断ち切られた結果、再生を発揮できず、パニックになった頭部がそれぞれ這うようにして逃げようとしている。

　だが、首同士が根元の胴体の肉の一部で繋がっており、互いの頭が引っ張り合いをして逃げ出せない。

「さて、残り魔力も少ない。早いところ倒そう」

　処刑刃の創造の大部分は【魔晶石】で賄ったが、それでも私の魔力を使っている。

　残り魔力量が少ない中、私はマジックバッグから自作のマナポーションをクイッと飲み、魔力の回復をする。

「創造で作ったやつより回復量が高い。やっぱり、【創造魔法】産のやつは非効率ね」

　１本で魔力５００程度回復するやつだ。

　普通の魔法使いなら十分だが、私としては、１割程度の回復量では満足できない。

　それでも急速な魔力の減りを緩和したことで、精神的に落ち着く。

　そして、私の体ほど大きなヒュドラの頭部をどうやって破壊すればいいか、思案する。

「一応、まだ予備の【魔晶石】があるから──《ハードシュート》！」

　今度こそ、逃げられないヒュドラの頭部に硬化した【魔晶石】を高速射出して頭部を完全に破壊し、沈黙させる。

「ふぅ、終わった……」

　流石に疲れた。

　五つ首のヒュドラはＡランク。いや、未発達だから－Ａだろうか。

　ヒュドラとの命のやり取りと魔力の大量消費と大規模な【創造魔法】の発動による精神的な消耗に、激しい疲労感を覚える。

「ここに結界を張って、少し、やすも……う」

　ヒュドラの血の臭いが充満するこの場所で２本目のマナポーションを飲みながら、近くの木に背中を預ける。

　そして、自身の身を守る結界を張る前に気を失うように意識が落ちていくのだった。











29話【ところで、この対ヒュドラ用の創造物はどうしましょう】






「……んっ、ここは？」

　薄暗い場所で目を覚ました私は、自然な動作で光魔法を灯す。

　灯りに照らされたのは、植物の蔦と土が合わさったような壁に囲われた場所だった。

「確かヒュドラを倒して、そのまま結界を張る間もなく気を失っていたのね」

　攫さらわれたと思い少し身み動じろぎするが、背中には、休むために寄り掛かった木の幹がそのままだ。

　場所は、動いていないようだ。

「なんなのかしら？　あっ……」

　不思議に思いながら植物と土の壁に触れると、壁が徐々に崩れて消えていく。

　夜の冷たい空気が流れ込み、反射的に寒さを防ぐようにローブの中の体を竦ませる。

　そして、崩れた壁の外が露わになる。

　ヒュドラの血の臭いが充満しており、昨日の暴れっぷりから周囲の魔物たちは逃げたようで、辺りは静寂に包まれていた。

　そんな中で、私の前に姿を現す存在があった。

「あなたたちは……鉢植えで生まれた精霊たち？」

　崩れた植物と土の壁の中からひょっこりと姿を現したのは、植物の集合体と土の塊のような小人の精霊だ。

　そして、気付く。

「あなたたち、私を守ってくれたのね。ありがとう」

　植物と土の精霊は、無防備に気を失った私を寒さと外敵から守るように、壁で囲ってくれたようだ。

　私がお礼を言うと、二体の精霊は照れるように身を捩よじらせて、ふっと溶けるようにそれぞれが司る自然物の中に消えていく。

　そんな精霊たちに微笑みを浮かべ、夜空を見上げる。

　どれくらい気を失っていたか分からないが、寝たことで気力や魔力もそれなりに回復できたようだ。

「魔力は、７割回復ってところかな。それにしても……やり過ぎたわ」

　対ヒュドラ用ギロチンなど考えなしに創造してしまい、どうすればいいか悩む。

　ヒュドラの体幅は20メートルほどあり、ギロチンはソレを優に超す30メートルはある。

　そして、地面まで深々と突き刺さっているために長さは分からないが、目に見える範囲では高さ15メートルはあるだろう。

「１００メートルクラスの巨人が、その手斧でヒュドラを倒したって嘘を言ったら信じてくれるかな？　いや、無理か……」

　はぁ、一人溜息を吐き出し、ヒュドラの血を浴びたギロチンを確認する。

「まぁ、創造で生み出したものはあくまでも普通の鉄製だから、バラバラにすればなんとか隠せるかな？」

　高度からの落下による質量兵器として利用したが、実際には何の魔力も通っていないタダの金属だ。

「──《ウィンド・カッター》！」

　とりあえず、ヒュドラを倒した方法は、超巨大ギロチンよりも、戦士でも扱うのに苦労しそうな鉄の塊を念動で浮かべてぶつけた、とかの方が信憑性は高いだろう。

　なるべく大剣サイズっぽく《ウィンド・カッター》で斬り裂き、斬り落とした端材や地面に埋まって掘り起こすのも大変なギロチンの部位は、土と闇の混成魔法である【腐食】を使って自然に還す。

　鉄さび臭さがヒュドラの血の臭いと混ざり、分からなくなる。

「さてと、倒した方法は偽装できても、流石にヒュドラの存在は隠蔽できないか……」

　この死体を消したところで、大量の血の跡が残っていれば怪しまれる。

「仕方がない。ギロチンで斬り落としたのが分からないように、少し死体に偽装を施すか」

　巨大ギロチンから分割した鉄板を闇魔法の《サイコキネシス》で操り、ヒュドラの首の根元に繋がる肉を叩き斬り、一本ずつ分割する。

　そして、胴体の側面を攻撃手段がバレないように、火魔法で焼いていく。

　また、ヒュドラが五首だと騒ぎになるので、一番小さい五つ目の首をマジックバッグに収納して、四つ首ヒュドラだと言えば、Ｂランク魔物だと認識してくれるはずだ……たぶん。

「ふぅ、なんか死体処理も疲れたし匂いが気になる……お風呂入りたい」

　私がそんなことを呟いていると、魔力によって強化された聴力が人の足音を捉えた。

「村の方が片付いたのかな？」

「魔女様～、魔女様～」

「うぇ、テト!?」

「魔女様～、帰ってくるのが遅いのですぅぅぅっ！」

「ちょ、テト、流石にその状態は抱き付かないで。離れなさい！」

　一晩中魔物を斬り伏せていたのか、返り血が完全に固まって赤黒く、所々に臓腑の内容物まで被ったような様子になっている。

　流石に、そんな状態のテトに抱き付かれたくないので、《クリーン》の魔法を使うが、汚れが酷くて、一度では落ちきらない。

　そんなテトの後から開拓団の冒険者たちもやってきて、ヒュドラの死体を見て、咄嗟に剣を構える。

「こいつは、ヒュドラか！」

「大丈夫よ。ちゃんと殺してあるから」

「なに!?　そうなのか？　それにしても、どうやってこんな大物のヒュドラを倒したんだ？」

　聞かれると思っていたので、予め考えておいたもっともらしい説明を口にする。

「目覚めたばかりでこっちを警戒してなかったから、そこに転がっているナマクラ大剣を首に突き刺して地面に縫い付けて、そこからは一晩掛けてじっくり、首と胴体の境を燃やしてたわ。流石に、再生力が高くて疲れた」

「いや、チセの嬢ちゃんの体格じゃあこんな重そうな剣は持てない……うわっ！」

　一人の冒険者が実際に巨大ギロチンを分割して作った鉄板バスターソードを持ってみるが、よろめく中、その剣の重さが軽くなり宙に浮く。

「闇魔法の《サイコキネシス》よ。これを頭上から加速して首にザクッと、ね」

　その後は、再生するヒュドラに対して再生しなくなるまで、じっくりと炎で燃やしていたことを説明する。

　冒険者たちは、色々と聞きたそうな様子ではあるが、とりあえずそういうことだ、というスタンスで押し通すつもりだ。

「色々と言いたいことはあると思うわ。でも、あまり聞くのはタブーよ」

「たぶん、倒し方は別の方法使ったんだろ。冒険者は、奥の手を隠すもんだしな。それに俺たちが作った村を守ってくれたことにも感謝する。だけど、四つ首のヒュドラを単独で討伐したことは正直ちょっと怖いと思う」

　それが普通の感覚だろうと納得するが、同時に怖いと思われたことを寂しく思う。

「だよな。ヒュドラに向かったその強さが、開拓中の俺たちに向かなくて良かったぜ！」

「だな。ヒュドラだって伸しちまうチセの嬢ちゃんに物理的？　いや、魔法を使ってお仕置きされたら、流石に怖えよ！」

「普段から言葉で指示してくれて助かったわ」

　開拓団の冒険者たちが軽口を叩き、笑いが起こる中、私も釣られて苦笑してしまう。

　怖いと言った言葉の意味は、単純な恐怖というより畏敬の念だったのだろう。

　そのことに気付き、少し安堵を覚える。

　テトだけは、キョトンとしたまま黙って私の体に抱き付いている。

「それじゃあ、村を救った魔女の私が、あなたたちからお礼をして貰おうかしら」

　ニヤリと意識的に悪そうな笑みを浮かべると、冒険者たちはビクッとする。

「お、おう……そう言われると、チセの嬢ちゃんやテトの嬢ちゃんが頑張らなかったら、やばかったかもな。村の周りの壁とか……」

　目を泳がせる開拓団のリーダーに対して、私は要求を口にする。

「私は、こんな大きなヒュドラを持ち帰る術はないし、解体する道具もないから、あなたたちに全部あげる。その代わりヒュドラの魔石だけは貰うから、残りは村で好きにすればいいわ」

「いいのか？　討伐証明部位のヒュドラの頭部くらいなら、マジックバッグで運べるんじゃないか？」

「もしも、運べて討伐しました。ってギルドに持ち込んでどうなると思う？」

　私がそう言うと、私の体を上から下まで眺める冒険者たちは、頷く。

「そりゃ、いくらチセ嬢ちゃんがＤランク冒険者って言っても、嬢ちゃんみたいなちんまい子が討伐するわけがない、って思われるよな」

「そもそもＤランク冒険者が、単独でＢランクの魔物を倒すのを怪しまれるだろ」

「でしょ？　だから、一番価値のある魔石だけ貰って、後は知らぬ存ぜぬ。適当な場所で売り払ってお金にするわ。あなたたちも適当に流れの冒険者が倒したのか、自然死してたから解体した、とか言って売り払えばいいわ」

「だが、流石に他人の成果を横取りする気にはならんぞ」

　はぁ、頭が固いなと思ってしまう。

　でも、そんな微妙に融通が利かない彼らが、真面目に開拓事業をやっている姿を見てきたから、こんな提案をしたのだ。

「どうせ、私はこの後もずっと旅を続けていく。その途中で、ランクを上げる機会はあると思うから気にしなくていいわ」

「それ、相当なトラブルに巻き込まれる、って言ってるようなもんだぞ。それでもなぁ……」

「つべこべ言わずに、受け取りなさい！　これから結婚して家庭を持つんでしょ！　多少はお金持ってないとお嫁さんに愛想尽かされるわよ！」

「「「はい、分かりました！」」」

　グダグダと言って折れない冒険者たちに、残った魔力を放出した威圧で言うことを聞かせる。

　この開拓事業の間、随分と調きょ……もとい教育できたと思う。

「分かった。解体は引き受ける。残しておいても腐ってアンデッドになったら困るしな。それで素材の使い道に関しては、ガッシュさんに任せようと思う」

　自分の意地とプライドでは、どう足掻いても私には勝てないと気付いたか。

　それでも素直に受け取らず、ガッシュさんに丸投げした頑固さに苦笑を浮かべながら、頷く。

「それでもいいわ。それじゃあ、後は任せるから。私とテトは、先に村に帰ってお風呂に入ってくるわ。流石に汚れが気になってね」

　特にテトが抱き付いた際の、黒く固まった血やヒュドラを焼いた匂いなどが気になる。

「おう、任せろ」

　私たちは、冒険者たちに見送られて、ヒュドラの死体のある場所から下山して村を目指す。
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　村に戻ると、ガッシュさんが土壁の内側で指揮を執り、移住予定の女性たちは、みんなで炊き出しの準備をしていた。

　村を守るために残された冒険者が何人いるのかを確かめていると、私とテトを見つけたガッシュさんが慌ててやってくる。

「チセさん！　ご無事でよかった！」

「ええ、大丈夫よ。それより、そっちは大丈夫だった？」

「はい。僕らの方は怪我人はいません。けど……」

　移住予定の女性たちは、不安そうな様子でこちらを窺っている。

「問題は片付いたけど、報告は山に行った冒険者たちが持ってきてくれるはずよ。それより先にお風呂に入って休みたいわ」

「あ、はい。分かりました」

　納得していない様子だが、私に付き纏う異臭とテトの姿も気になるようで見送られた。

　そして、風呂場のある川までやってくれば、村を囲った壁の外にあるために、すっかり魔物に踏み荒らされていた。

　中を覗かれないための壁が壊され、魔物が通り抜けた足跡も残っている。

「結界を張って休みましょう」

　適当に辺りを水魔法で洗い流し、ついでにテトの衣服や革鎧、剣も洗う。

　オーガの革鎧は所々細かな傷が付いているが、魔剣の方は僅かな刃は毀こぼれもテトの魔力で修復されるのか、綺麗である。

　そして、水で汚れを落としてから私とテトは、浴槽に貯めた川の水を火球で温めて入る。

「ふぅ、疲れた」

「魔女様、魔女様。テト、すんごく強くなったのです！　みんなを守ったのです！」

「ええ、偉いわ、テト」

　私は、テトの頭にお湯を掛けてシャンプーで何度も洗いながら髪に付いた汚れを落としていく。

　そう言えば、村に入る時、私が森へと飛び出す時に無かった土壁の入口があったのを思い出す。

「村を囲う土壁の入口は、テトが用意したの？」

「はいなのです。出入りが不便だって言われたから、魔物を倒した後に作ったのです！」

「そう、頑張ったわね」

　私がそう褒めながら髪にお湯を流し、何度も汚れを濯いであげると、ふへへっとテトが嬉しそうなニヤけ顔になる。

　ただ、緊急事態だったために土壁を作らせたが、村の発展を考えると、撤去した方がいいだろうか、と考える。

「まぁ、そこはガッシュさんと相談かな？」

「魔女様、どうかしたのですか？」

「いえ、なんでもないわ」

　そうして、怒濤の出来事の汚れや臭いをお風呂で落として着替えた後、私たちは村に戻る。

「あっ、チセさん、テトさん。お帰りなさい。山に行っていた人たちから話は聞きました。お疲れ様です」

「ヒュドラの死体の周りには、魔物避けの匂い玉を撒いてきた。後で、村の道具を持って解体しに行くつもりだ」

　山に行った冒険者のリーダーたちも戻ってきて、ガッシュさんに事情を説明してくれたようだ。

「本当にチセさんたちの取り分は、ヒュドラの魔石だけでいいんですね」

「ええ、いいわ。残りは、適当に売るなり、食べるなりして村のために役立ててちょうだい」

「わかりました。先程も彼からチセさんたちの要望を聞きましたので、受け入れます。納得はできませんけど……」

　ガッシュさんも一方的な施しのようで嫌なのだろう。

　だが、それすらも呑み込んで対応してくれるようだ。

「あっ、そうだ。聞いておきたいことがあるんだけど、いいかな？」

「はい。なんですか？」

「テトに作らせた土壁だけど、どうする？　村の発展の邪魔になりそうだけど、元に戻す？」

　村の周囲をぐるっと囲んでいる土壁は、防壁としては優れているが、村の拡張性としては、良くない。

「魔物の暴走があったのでしばらくは残します」

「本当にいいの？　村の拡張の邪魔になると思うけど……」

「壁の内側には、発展する余力もありますからしばらくは大丈夫です。なにより、移住予定の人たちが不安がっていますから、魔物から守ってくれた土壁が残ると心強いはずです」

　住民感情を優先しているのか、と納得する。

「とは言っても、ただ壁で囲うだけだと不便なので、何ヶ所かは崩して整えて村の出入り口にするかもしれませんね」

「わかったわ。じゃあ、そのままにしておくわ」

　最初は開拓計画がボロボロで自信なさげだったガッシュさんは、今ではしっかりと受け答えできている。

「それじゃあ、最後に──」

「はい。頼まれていた依頼の達成書です。こちらが一ヶ月分の開拓事業の支援依頼。そして、開拓の直接的な作業の手伝いは日数分別途上乗せという形にさせてもらいました」

　私とテトは、それぞれ一枚ずつ依頼の達成書を受け取る。

「じゃあ、ヒュドラの魔石を受け取ったらこの村を発つわ。お世話になったわね」

「いえ、僕たちこそ、チセさんたちが居なかったら、きっと失敗していました。それにヒュドラを討伐してくれなかったら、もっと酷いことになっていました。ありがとうございます！」

　そう言って、ガッシュさんたちは頭を下げる。

　その後の魔物の暴走に関しては、あとは村の人に任せて、私は借りている家に入り、仮眠を済ませる。

　夜には、ヒュドラから削ぎ落とした肉の一部が食事として振る舞われる。

　ヒュドラは種類によって毒持ちらしいが、幸い今回討伐した個体はウォーターヒュドラという種類なので、食用に適していた。

　脂の乗った白身の肉は、ウナギに近い味のように思う。

　出された串焼きは身が固く締まって、プリッとした食感になっていた。

　魔物食には美味しいものもあるが、私的には調理法がイマイチだったので、ヒュドラの肉を薄めに切り、蒸し焼きにして脂を落とし、ふわっとした白焼きにして食べてみた。

「うん、結構美味しくできた」

「テトも食べたいのです！」

「はいはい、ちょっと待ってね」

　私は、テトの分も焼くと、それを見た冒険者や移住予定の女性たちからせがまれて、ヒュドラの白焼きを作ったが、いずれも好評だった。

　調理法は一通り行き渡り、落ち着いてヒュドラの白焼きを食べると、前世の日本人の性か白米と醤油が欲しくなる。

　そこから始まるのは、食えや飲めやの大宴会だ。

　突発的な魔物の暴走と巨大なヒュドラの登場による緊張から解放されて気も大きくなったのか、焚火の前で踊り、酒を競うように飲む。

　力自慢の冒険者たちはテーブルで腕相撲を始め、器用自慢の冒険者は飲み終わった酒樽の蓋を的にして投げナイフで何本刺さるか競い合い、酔った勢いで男たちが踊り始める。

　不格好な踊りや彼らの故郷の踊りだろうか、そんな統一感のない舞踊が私やテト、この開拓村に来た女性たちの笑いを誘う。

「ふふっ、めちゃくちゃな踊り方ね。踊りっていうのは、こうやるのよ。テト、来て！」

「はいなのです！　魔女様！」

　そんなおかしな踊りと場の雰囲気に触発された私は、テトの手を取って焚火の周りでフォークダンスを踊る。

　テトと手を組み、簡単に左右の足を出してステップを踏んで、くるりと一回転してまた手を繋ぐ。

　貴族のダンスのように堅苦しくない。

　男女でペアになる簡単なステップのダンスを見た開拓村の人たちは、次々と意中の女性とペアを組んで私たちを真似て焚火の周りで踊り始める。

「クソッ、なんで俺は男が相手なんだよ！」

「仕方がないだろ！　女性の人数が少ないんだから！」

　男女比の割合で男性が多いために余りがちな男同士がペアを組んで、不服そうに踊るのがなおのこと笑いを誘う。

　踊らない男性たちは、口笛や空の食器、手拍子などでリズムを取る。

　代わる代わる踊る村人たちだが、私は早々に踊り疲れて、宴会場の端にある焚火の前に座って眺める。

「魔女様、楽しかったのです！」

「ええ、そうね。沢山はしゃいだわね」

　満足な食事を取り、焚火の周りで踊って、笑ったからだろうか。

　心地の良い疲労感と満足感にフワフワとした気持ちになる。

「とても、心地が良いわね」

　私が寄り掛かるように体を預けるとテトは、優しく受け止めてくれる。

「魔女様、すごい楽しそうだったのです」

　テトに寄り掛かりながら、ぼんやりと焚火の周りで楽しげに踊る人たちを眺める。

　みんな恥も、外聞も、立場も捨てて、ただ楽しく踊る。

　開拓村を立て直し、魔物から守ったから見ることができた光景がとても尊く感じる。

　そして、また危機に陥れば、みんなから簡単に笑顔が消えてしまうほど脆く儚い光景でもある。

　そんな光景の中心には、ガッシュさんと冒険者のリーダーの二人がいる。

　今回は、私が関わってこの光景を作ることができた。

　次からは、彼らが守っていかなきゃいけない。

「ちゃんと託していかないと……」

　何時までもここに居てはいけない、と心のどこかでそう思う。

　疲れと眠気でぼやける視界は、焚火の灯りで輝いて見える。

　そのままゆっくりと目蓋が落ちて、力が抜ける。

「魔女様、お休みなさいなのです」

　私は、テトに寄り掛かったまま眠ってしまった。

　テトは、私を抱えて家に戻るが、宴会は夜遅くまで延々と続いていたそうだ。




　それから三日後──

　依頼が終わったので、開拓村の好意で家に泊めてもらい、ヒュドラの解体を待つ。

　その間、今までしていた料理や洗濯などは、既に村の女性たちに全て任せている。

　私は、テトと一緒に村の周りを歩き、魔物が通って荒らされた道や平原を直したり、テトが倒した魔物の死体を少し離れた場所に運び、そこで燃やして処分したりした。

「魔物に踏み荒らされたのに、流石は薬草ね。もう新しく生えてきてる」

　ポーション作りで使う薬草や石鹸草の生命力の強さに感心しつつ過ごし、そして遂に、ヒュドラの解体により魔石が取り出された。

「ヒュドラってのは、頭部の小さめの魔石と胴体の大きな魔石を持ってるんだ。そしてこれは、全部二人のだ」

　私が隠した五つ目の頭部を除く、四つのヒュドラの頭部から取り出された魔石は、大きさは不揃いだが、綺麗な青色をしている。

　そして胴体にある特大魔石は、80センチほどの卵形の薄緑色をした魔石である。

　魔石の大きさは、魔物の強さ。

　＋Ｂから－Ａランクの魔物だと思っていたが、下手したらＡにまで届いていたかもしれない。

　そのことに解体作業に参加していた冒険者たちは、気付いているだろう。

　あれが、タダの四つ首ではなく、Ａランクにも匹敵する魔物だと。

　そして、私がその首の一つを隠して、あえてＢランクだと偽ることで村の平穏を保とうとしていることを。

「なぁ、チセの嬢ちゃん……」

「うん？　なに？」

「……いや、なんでもない。ありがとう」

　そんな村の冒険者たちが取り出したヒュドラの魔石をマジックバッグに収めた私は、リーダーからの礼を受け取る。

「それじゃあ、私は町に戻って依頼の達成を報告しに行くわ」

「……次の荷馬車が来るまで滞在しないんですか？」

「それまで待ってたら、居着いちゃいそうだからね」

　ガッシュさんたちの方が名残惜しそうにしている中、私は、テトと一緒に村を出る。

『また来いよ！』

「さよなら、なのです！」

　その見送りには、村にいる人たちが集まっていたが、私は振り返らずに前だけを見詰め、テトだけは何度も振り返りつつ、大きく手を振っている。

　そして、丘を越えて村が見えなくなったところで、テトが私に話しかけてくる。

「魔女様？」

「なに、テト？」

「どうして、泣いてるのですか？」

　異世界に転生して、特に目的や目標があるわけじゃなかった。

　女神・リリエルに長生きするだけで良いと言われて転生させられた。

　英雄になったり、誰も見たことがない冒険をしたりしたいわけじゃない。

　死んだ時の記憶はないが、転生したからだろうか、漠然と死にたくないと思っていた。

　荒野に放り出されて、どうするべきか分からずに、力を求めた。

　レベルを上げて、スキルを得て、魔力を増やし、創造できる物品を増やした。

　あらゆる属性を操る【原初魔法】という強力なスキルを得て、ヒュドラを倒して冒険者としての実力も付き始めた。

「魔女様、魔女様は、なんでそんなに悲しいのですか？」

「悲しくなんかない……」

「魔女様、痛いのですか？　それとも寂しいのですか？」

「痛くもない、テトが居るから寂しくない……」

　今、涙を流している自分の感情が分からない。
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　この世界に降り立ち、全てに対してドライに接してきた。

　感情と呼べるものを向けてきたのは、ほとんどが自身が創造したテトだけだ。

「魔女様、何が欲しいのですか？　テト、魔女様のためなら何でも探すのですよ」

　そんな私が、何かを探しているような気がする。

「……分からない。分からないの」

　だけど、ここまでの旅路は、何一つ満たされない。

　圧倒的な魔法の強さも、お金を持っていても、満たされていない。

「分からない。分からない……」

「大丈夫です、魔女様が欲しいもの、一緒に探すのです」

　私は、テトの体にしがみついて、わんわんと大声を上げて泣いた。

　そして、理解する。

　この体でいきなり転生した私には、親と呼べる者はいない。

　そして、故郷もない。

　自分のルーツは、異世界に招き、スキルを選ばせて転生させた女神・リリエルだけだ。

　それでも前世の記憶が朧気にあり、この異世界に存在しない故郷に対する思いがある。

　その郷愁の念が私を放浪の旅に誘う。

　開拓を手伝ったこの村が新しい故郷になれるような気がした。

　だから、惹かれた。

　だけど、違った。

【創造魔法】と【不思議な木の実】の存在によって、これからも魔力量を増やし続ける私は、いつか異物になる。

「テト、今分かったわ。私は、故郷になれる場所を探してたんだ。自分がいられる場所」

「それが魔女様の欲しいものなのですか？　なら、いつまでも探すのです！」

「そうね。それか、今回みたいに故郷になる場所を作ってもいいわね」

　そうなると、自分の目的がハッキリしてくる。

　日本にあった文化なんかは、【創造魔法】で創り出したものを解析して再現すればいい。

　特にこれからも【不思議な木の実】を食べて魔力量が増え続けて、きっと長生きするだろう。

　そんな私が、強く、正しく、優しく、心から満たされ、平穏に過ごせる場所を探すのだ。

「私が自分で作る自分の居場所」

　やっと自分の本当の欲望に気づけた。

　そして、目の前が開けたような感じがする。

「必要なのは、土地よね。それから、社会に通じるためのお金、そして社会的地位ね」

　冒険者として、あらゆる場所を旅すれば、土地を探せる。

　依頼をこなせば、お金も貯まる。

　そして、冒険者としてのランクが上がれば、社会的地位も得られる。

「ありがとう、テト。改めて、旅の目的を定めることができたわ」

「そうなのですか。良かったのです」

「さぁ、なんだか泣いてスッキリしたわ。サクッと依頼の報酬を貰って、次の旅に出ましょう」

「はい、なのです！」

　そうして依頼を受けたオットー市に向かって走り出す。

　ただ、私は途中から飛翔魔法で、テトは【身体強化】で全力で走り続けたために、僅か半日でオットー市までの道のりを踏破したのは、ちょっとした笑い話だ。











31話【次なる旅先を決めるのは、倒れた杖の先】






　オットー市に戻り、依頼の達成を報告した。

　Ｅランクの【開拓の後方支援】の依頼は、１日銀貨１枚だったので、二人合わせて約60枚ほどだ。

　Ｅランクの依頼と言うことで、Ｄランクの私たちにとっては、ランクが上がることには直結しない。

　それとは別に、ガッシュさんが現地で依頼した魔法による開拓事業の手伝いは、１日当たりＤランク依頼１回分として受理された。

　その依頼の報酬も合わせれば、二人合わせて小金貨15枚ほどになる。

「日本円で１５０万ってところか。結構な高給取りの仕事だったのね」

　まぁ、日本で考えるなら、高性能な重機を個人で携行しているようなものだ。

　またしても小金持ちになった私たちは、必要な分の銀貨だけを手元に残し、それ以外はギルドカードに預けておく。

「さて、地図を買いましょうか。私たちが住むのに相応しい場所を探すために」

「はい、なのです！」

　私はテトと一緒に町を巡り、地図を探す。

　だが──

「そうだよね。地図ってあるわけないよね……」

　基本的に多くの住人は、自分の生まれた町から出ずに一生を終えるのが普通なため、一般市民には地図の必要性はない。

　あっても、どこどこの街道をどのくらいの距離で進めば隣町とか、その途中の道を行けば森とか村がある。その程度のメモ書きだ。

　また、戦争などの侵攻ルートの決定にも使われるので、正確性の高い地図は、戦略物資の一つであり、極秘情報でもある。

　なので、一般には売られていない。

「手に入ったのは、冒険者ギルドで売られている周辺の概略地図ね。それと、どこぞの誰かが書いた旅行記ね」

　こうなったら、手に入れた地図に書かれていない方向を目指し、そこでご当地の地図を手に入れて繋げる他ないだろう。

　または、王侯貴族との繋がりを得たら、国土全体の地図が手に入るかもしれない。

「それに案外、旅行記ってのも悪くないヒントかもしれない」

　筆まめな作者が書いたのだろう。

　流し読みした中に、一つ気になる場所を訪れたことが書かれていた。




『──【虚無の荒野】。そう呼ばれる場所の一歩手前まで足を踏み入れた。

　色褪せた大地だけが広がっている場所だ。

　神々が結界を張った境界線を境に、人も住めない荒れ地が広がっており、神罰や神の呪いで不毛の地となったと言われる場所だ。

　あまりにも何もない場所に私は、恐ろしくなって逃げ出した。

　あの大地の奥には、悪魔が住まうのではないかと想像してしまった』




【虚無の荒野】──その単語がやけに私の心を捕らえる。

「どこか住みやすそうな森を探すのもいいけど、この【虚無の荒野】は、本当に誰も居ないなら、そこに行ってみたいなぁ」

「魔女様、どうして行ってみたいのですか？」

「うん？　だれも居なさそうだから、かな」

「魔女様の行きたい場所に、テトも行くのです！」

　だが【虚無の荒野】がどこにあるのか分からない。

　そのために私は、地図の方向を確かめて、その場に杖を立てる。

「神様頼りで行き先を決めましょう。はい──」

　杖から手を離すと、杖がゆっくりと南西の方角に倒れる。

　概略地図を見れば、ダンジョン都市の方角だろうか。

「さて、行こうか。次の場所に」

「はい、なのです！」

　南西方向に続く道を進むように私たちは再び旅立つ。

　ただ、今回は乗合馬車ではなく、街道から外れた場所を歩き、目に付く薬草の類いや魔物を倒しながら進んでいく。

　薬草を納品して小銭を稼ぐのと、テトが取り込むのに適した魔石を集めるためだ。

「魔女様～、魔女様～」

「テト、なに？」

「あのヒュドラって魔物の魔石、一つ欲しいのです」

「あー、大きいのはダメだけど、小さいのならいいよ」

「やったー、なのです！」

　私は、討伐したヒュドラの頭部の魔石を二つ渡すと早速テトは小さめの魔石を大きく口を開けて呑み込む。

　ゴリッ、バリッと余り聞きたくないような音で咀嚼して呑み込んだテトは、幸せそうに目を細めている。

「ああ、体に染み渡るように美味しいのです～」

「そ、そう……それと……」

　ダンジョンのゴーレムの魔石やダンジョンコアを取り込んで急激に変化したテトだが、今のところ更なる変化はない。

　ただ──




【テト（アースノイド）】


　職業：守護剣士

　称号：【魔女の従者】

　ゴーレム核の魔力１４４００／１４４００

　スキル【剣術Lv４】【盾術Lv３】【土魔法Lv３】【怪力Lv２】【魔力回復Lv１】【従属強化Lv１】

　【身体強化Lv５】【再生Lv１】……ｅｔｃ．






　冒険者相手の模擬戦で魔力で体を強化する【身体強化】を覚え、たった今食べたヒュドラの魔石からヒュドラの特性である【再生】スキルも得た。

　他にも、今までの経験から様々なスキルを得ていた。

「本当に、テトは優秀ね」

「ほへっ？　魔女様、褒めてくれたのです！　嬉しいのです！」

　言動がややアホの子っぽいが、一度言われたことはすぐに覚えて、身に着ける天才である。

　そして、私も自分のステータスを確認する。





　名前：チセ（転生者）

　職業：魔女

　称号：【開拓村の女神】

　Lv50

　体力７５０／７５０

　魔力６２５０／６２５０

　スキル【杖術Lv１】【原初魔法Lv６】【身体強化Lv３】【調合Lv３】……ｅｔｃ．

　ユニークスキル【創造魔法】






　総合力は、テトの方が強いだろう。

　だけど、私もちゃんと成長している。

「老いが遅くなるってことは、成長も遅くなるのよね」

　魔力が増えれば、老いが遅くなると言われているが、それはどの程度なのだろうか？

　これから魔力量が増えれば、より老いが遅くなり、一定の魔力量を超えると不老になってしまうと予想する。

「永遠の12歳──ロリババァになることを想像するだけでゾッとするわ」

　幼い外見から侮られることが多くなりそうである。

　いつかは、その対策が欲しいものだ。

　不老は、人間の身体能力が最も高い17～20歳くらいで固定化してくれることを望むが、それは無理かも知れない。

「最悪、魔力量を膨大に増やして、実体のある幻影魔法でそれっぽく見せるかな」

　まさに魔力の無駄遣いだろうが、【不思議な木の実】ならそれも可能にしてくれるだろう、と思いながら、新たな木の実を創造して、それを食べながらテトと一緒に進んでいくのだった。




















番外編【三十年後の開拓村】






　イスチェア王国のとある開拓村は、林業と農業が盛んであり、特産品として石鹸が広く売り出されている。

「ホント、村の面影があるけど、大分様変わりしているわね」

「魔女様、あの壁、テトが作ったやつなのです！」

　私とテトは、村にほど近い小高い丘の上から村を一望する。

　昔は、魔物の襲撃を食い止めるために作られた壁が内壁となっており、その外側に新たな壁を建てた二重の壁を持つ村になっていた。

　川の傍に作ったお風呂場も外壁の内側に含まれるほど、村の規模が広がっていた。

　そんな村の様子を眺めながら、最近出回るようになった植物紙を使った石鹸の販促用の小冊子や絵本に目を通す。




『石鹸草もしくはシャボン・リーフと呼ばれる薬草が世に知られるようになったのがいつかは定かではない。

　だが、薬草の心安らぐ香りと汚れ落ちの良さ、そしてなにより肌や繊維を傷めにくい成分が含まれているその薬草は、小さな林業を中心とした村で発見され、その村から様々な場所に広がっていった。

　そのシャボン・リーフの登場のお陰で、各都市の公衆衛生が飛躍的に高まり、疫病での死亡率が低下した。

　またイスチェア王室を筆頭とした富裕層では、シャボン・リーフから抽出した石鹸成分と花のエキスや植物油を混ぜた香り高い石鹸が流行している』




【絵本：泡の女神様】

『シャボン・リーフの産地とされる村は、林業と薬草業を中心として発展する。

　そんな薬草業の主軸であるシャボン・リーフには、一つの伝説が存在する。

　ある時、村に薄汚れた女がふらりと訪れた。

　彼女は病を患っており、薄汚れて誰も相手をしない中、村の薬屋の青年だけが施しとして薬を渡した。

　そして、薬によって病の治った女は、その青年にお礼として珍しい植物の種を渡した。

　青年は、不思議に思いながらもその植物を育ててみれば、様々な穢れを洗い流してくれる不思議な泡立つ植物だった。

　そして、その植物により薄汚れた女・魔女は清められ、女神として生まれ変わり、男と幸せに暮したと言う。

　嘘か真か、地方に伝わる女神伝説の一つである。

　女神の名前がこの世界の宗教である五大神の女神・リリエルだったり、その女神の使徒や聖女だったり』




　二冊の本の内容に苦笑いを浮かべてしまう。

「本当に、美化されすぎよね。それに伝承になるほど昔じゃないし、でも物語としては、こっちの方が面白いよね」

　地方伝説や伝承は、こんな風に作られるのかな、と思いながらマジックバッグに本を仕舞い、頭に被った鍔広の三角帽子の位置を調節する。

「さぁ、行きましょうか」

「はいなのです！　石鹸を買いに行くのです！」

　私はテトと一緒に丘を降りて、村に入っていく。

　村の入口では、二十代の青年が自警団として出入りする人を案内していた。

「石鹸の村・ガッシュにようこそ」

「へぇ、この村ってガッシュって言うのね」

「この村を開拓してその後の発展に尽力してくれた代官のガッシュ様の名前から採ったんですよ」

　自警団の青年は、自分の村に誇りを持っているのか、生き生きと説明してくれる。

　代官になったガッシュさんは、結婚した商家の娘のマリーさんの伝手で石鹸販売を行い、成功を収めて村を発展させてきたそうだ。

　また、村の北側にある山林の豊富な材木を使った家具や炭の販売。それから石鹸植物で培った調合技術を応用した植物紙の生産なども行っているそうだ。

　そうした村の話に相槌を打ちながら聞き入る。

「お嬢さんたちは、この村に何の用で来たのかな？」

「石鹸を直接買い付けに来たの。それと観光かな」

「テトは、魔女様の付き添いなのです！」

　この村では、貴族の夫人や令嬢たちがお忍びでやってきて滞在することが多いようだ。

　私とテトも変わった格好をしているが、どこかの令嬢とお付きの護衛だと思ったのか、自警団の青年は一人で思い出し笑いをしている。

「魔法使いと剣士かぁ……小さい頃、親父に聞かせてもらった冒険者の話を思い出すなぁ」

　大地を操る小さな魔法使いと岩壁を作り魔物を相手に無双する女剣士の冒険者、と可笑しそうに笑い、少し気恥ずかしくなった私は三角帽子を目深に被る。

「それじゃあ、町中にどうぞ。石鹸は、村の総合商店で売ってるよ」

　そう説明してくれる青年にお礼を言いながら、村の中に入っていく。

　拡張された村々を見て回り、明るい村人の姿を見ることができる。

　この三十年で新しく生まれた住民や外からやってきた人が多いのだろうか。

「幸せそうな、いい村になったわね」

「テトもそう思うのです！」

　そして、テトが土魔法で作った内壁に近づけば、所々雨風を受けて崩れて煉瓦で補強した跡が見られる。

　ここまで成長した村なのに、発展の邪魔になる内壁を残さなくてもいいのに、と苦笑してしまう。

　そして、教えられた総合商店に辿り着く。

　若い女性が店番をする店内に入り、石鹸コーナーを見回して私とテト好みの石鹸を探す。

「この香りは何かな？」

「甘くて爽やかな香りなのですね！　魔女様が好きそうな香りなのです！」

　一つだけ甘く柔らかだけど薬草っぽい香りの石鹸を見つけて手に取った私は、テトと一緒にその香りを楽しむと、そんな私たちに店員の女性が近づいてくる。

「いらっしゃいませ。お好みの石鹸は見つかりましたか？」

「ええ、この香りの石鹸が気に入りました」

　私とテトが先程見つけた石鹸を手に取ると、店員が石鹸の説明をしてくれる。

「こちらは、村で採られたハチミツと傷や炎症に効く薬草を配合したこの村限定の石鹸になります」

「へぇ、そうなのね。これを五つ貰おうかしら」

「一つ大銅貨６枚で全部で銀貨３枚になります」

　私は、銀貨３枚を支払い、石鹸を包んでもらうのを待つ。

　その間に店内をテトと共に見回していると、一つの木彫りのレリーフを目にした。

「あれ、魔女様なのです！」

「私？　ねぇ、あれは何ですか？」

「あー、村の縁起物ってやつですよ」

　私が指差したのは、少女の横顔が彫られた木のレリーフだ。

　そこには、【開拓村の女神】と書かれ、裏面には私が開拓村の冒険者たちを追い立てた時の言葉が『開拓村の女神の成功秘訣』と記されていた。

「なんでも村を開拓したお父さんたちの世代は、この女神のような女性冒険者に感謝している人が多いんですよ」

「そう……」

　そのレリーフを見つめる私に店員の女性が、あれ？　と私の顔を覗き込んでくる。

「お客さん、レリーフの少女に似てますね。まさか……開拓村を手伝った女性冒険者の娘さんですか？」

　私は、正体がバレないかヒヤヒヤしたが、村を開拓してから三十年経つ。

　あの頃と、外見が一切変わっていないために普通なら当人の娘と思う方が普通だろう。

「あのレリーフも貰おうかな」

「あれは、銀貨２枚ですよ」

　私は、追加で銀貨を渡して、石鹸と一緒に土産物のレリーフを受け取り、店から出ようとした。

　その時、店内に二人の男性が入ってくる。

「ガッシュ！　今日は鹿が獲れたから家族を集めて一緒に喰うか！」

「私も川魚を釣れたので、それを持ち寄ってお酒でも飲みましょうか」

　かつての開拓村を引っ張った冒険者のリーダーとガッシュさんが互いに並んで立っていた。

　既に六十を過ぎたリーダーは、髪の毛は白髪が多くなり顔の皺も増えたが、体はまだまだ五十代でも通りそうなほど活力に満ちている。

　代官を務めたガッシュさんは、年齢を刻み、自信と落ち着き、知性を身に着けた穏やかな物腰の初老の男性になっていた。

　そんな二人が店に入って私たちを見つけると驚き、目を見開いているのだから、少し可笑しく感じる。

「…………まさか、チセの嬢ちゃんか？」

「ええ、そうよ。久しぶり、元気そうね」

「……それに、テトさんですか？」

「はいなのです！　また会えて嬉しいのです！」

　二人がそれぞれ私たちだと確認してくるので、何でもないように答える。

　そして、渋くて格好良いオジ様になったのに、何故か子どものように目元を潤ませている。

「嬢ちゃん……あんた、まるで変わらねぇなぁ！　昔見た姿のまんまだぜ！」

「私たちは、お二方の活躍を聞いてました。また会えて嬉しいです」

「魔力が多いと老化も遅いからね。それに、石鹸の話を聞いて買いに来ちゃった」

　私が小さく微笑みそう答えると、二人の大人は潤んだ目元を服の袖で乱暴に擦り、真っ直ぐに見つめてくる。

「よっしゃぁ！　旧友との再会だ！　家族を呼んで飲むぞ！」

「ええ、そうですね！　盛大に持てなさないとですね！　当時の開拓団のメンバーも呼びましょう！」

　そうして、村長になったリーダーの家で狩った鹿肉や川魚のバーベキューが始まった。

　代わる代わる開拓団のメンバーだった人たちが集まり、それぞれの三十年を私たちに聞かせてくれる。

　男だらけの開拓団だったが、彼らの隣には今、長年連れ添った伴侶や子ども、その孫がいる。

　そんな幸せそうな彼らの姿を見ることができ、また語り尽くせないほどの彼らの人生の一端を私に聞かせてくれた。

　彼らのこれまでの歩みを全てを聞けない名残惜しさはあるが、突発的な宴会はお開きとなる。

「みんな、元気でやって欲しいのです。魔女様もそう思うですよね」

「ええ、そうね。……彼らの残りの人生に、そしてその子どもや孫たちに、幸あれ」

　以前もこの村から旅立つ時、通った小高い丘を越えて、村が見えなくなったところで私は、【転移魔法】を使ってテトと一緒に自分たちの家に帰るのだった。













あとがき







　初めましての方、こんにちは。アロハ座長です。

　この本を手に取って頂いた方、担当編集のＩさん、作品に素敵なイラストを用意して下さったてつぶた様、また出版以前からネット上で私の作品を見て下さった方々に多大な感謝をしております。




『魔力チートな魔女になりました』は、私にとって三作目の出版作品となりました。

　他レーベルで２作品をやらせて頂き、ＧＣノベルズ様から初めての大判での出版にどんな方々が読んでくださるのか、正直想像できずに内心ビクビクしております。

　そんな『魔力チートな魔女』ですが、Ｗｅｂ版の最初の頃は、あまりに抽象的なタイトルにＷｅｂ読者が着かず、読者に対してキャッチーなタイトルを模索して何度もタイトルを変更したことがありました。

　内容に自信があったのですが、この時、本当にタイトルの重要性を痛感させられました。

　その後は、担当編集のＩさんにお声かけを頂き、ＧＣノベルズでの出版に向けてお仕事をさせて頂きました。

　作風に合うイラストレーターの選定、キャラデザの配色パターン、タイトルロゴの種類と配置のセンス、チェックバックした原稿の指摘とそれらをメールや電話などを通じて、何がいいか、どっちがいいか、など一緒に考えて頂きました。

　その時にお仕事をした感想は──『やばい、こっちが取って喰われる！』という錯覚に陥るくらいの本気度が伝わってきました。

　書籍を構成する要素を一つずつ丁寧に扱って頂き、感謝と共に目が覚める思いでした。

　微に入り細に入り、とはこういうことなのだろうと思い、貴重な経験をさせて頂きました。

　そんな『魔力チートな魔女』は、魔女のチセが優しさと愛のある厳しさで、手の届く範囲の人を幸せにできる物語を皆様に届けていきたいと思います。




　これからも私、アロハ座長をよろしくお願いします。

　最後に、この本を手に取って頂いた読者の皆様に、改めて感謝を申し上げます。
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